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　──七十年にも及およぶ魔術大戦は、『公こう魔ま十じゆう七なな家け』、『奪だつ還かん同盟』、双そう方ほうの和平交こう渉しようにより一応の終結をみた。それから六年。しかし世界中に拡散した魔ま術じゆつの奪うばい合いは終わることなく、今もなお続いている──。










　　　　　プロローグ




　夏の終わりを知らせる風が吹ふく、コロネット大陸の西せい端たん。急激に変化した空模様のせいで、辺りは昼にもかかわらず夜かと思うほど薄うす暗ぐらい。さっきまで遠くの空を浮ふ遊ゆうしていた島も、分厚い雲に隠かくされ見えなくなった。いま目に映るのは、荒あれ果て、乾かわききった大地だけ。小さな港町の面おも影かげは、ここにはもうほとんどない。

　あるとするなら、それは──無数の墓標だけだ。

　大きさも形も様々。見み渡わたす限り、荒こう野やに数えきれないほどの墓標が立っている。街の住民が丸ごと埋まい葬そうされてもまだ足りないくらい。

　海からの風が腐ふ敗はいを早め、木で作られた墓標はどれもボロボロだった。手入れされていないことは一目でわかる。それどころか、墓は所々に掘ほり起こした跡あとがあった。

　そんな場所に、十人ほどの人間がいた。誰だれもがボロボロのローブに似た服を着て、フードをかぶり、目は虚うつろ。まるで魂たましいの抜ぬけたような顔で彷徨さまよっている。

　やがて彼かれらは歩くのをやめ、地面に這はいつくばった。そして道具も使わず、土を掘ほり返し始める。それは死さえも冒ぼう瀆とくする略りやく奪だつ者の行こう為い。そう、彼かれらはまさしく『略奪者プレデター』なのだ。

　少年は、大きな墓標の陰かげから略奪者プレデターの様子を窺うかがっていた。名前はユト。背が低く、地声が高く、髪かみは長めで、たまに女の子に間ま違ちがわれるほど頼たよりない見た目の少年だ。

　ユトは、『彼女かのじよ』が来るまで待つつもりだった。しかし略奪者プレデターたちは、ついに墓から死体を引きずり出そうとしていた。

「やめろ！」

　さすがに見み逃のがすことはできず、ユトは声を上げた。澱よどみきった瞳ひとみが一いつ斉せいに向けられる。ゾクリと悪お寒かんを感じる。獲え物ものとして認識された。そう思った直後、略奪者プレデターの一人が少年に向けて走り出す。それに続いて、他の略奪者プレデターたちも走り出す。

　迫せまりくる十人ほどの略奪者プレデター。ユトは一度ちらりと後ろを見る。誰だれもいないことを確認し、

「『落下する突風ダウンバースト』」

　魔ま術じゆつを使った。

　激しい風が吹ふき荒あれ、略奪者プレデターたちを四方に吹ふき飛ばす。地面に叩たたき付けられ、彼かれらの半分は動かなくなった。が、残りの者は起き上がり、ユトを虚うつろな目で見つめてくる。

　少年も全身に緊きん張ちよう感をみなぎらせ、迎むかえ撃うつ準備をした。

　だが、起き上がった略奪者プレデターたちが向かったのは、ユトではなく、倒たおれている略奪者プレデターたちの方だった。そして──、

『スティール！』の声がそこかしこで聞こえ始める。

　略奪者プレデター──彼かれらは別に仲間でもなんでもない。魔ま術じゆつを『奪取ステイール』するために、最も効率の良いい行動を取っていただけだ。今はユトより、倒たおれて動けなくなった者から奪うばう方が容易たやすい。そう考え、行動したのだ。

「ぎゃああぁぁ──」

　辺りから悲鳴が上がり始める。倒たおれている略奪者プレデターの中にも、まだ意識のある者がいたようだ。それをうるさいとばかりに、奪うばっている側が魔ま術じゆつでとどめを刺さす。そうして、いつの間にか、略奪者プレデター同士の戦いになっていた。

　壮そう絶ぜつな奪うばい合い、殺し合いの末、残ったのは二人。どちらも男のようだ。彼かれらは先にユトを片付けることにしたらしく、二人で近づいてくる。

「何者か知らんが……持っている魔ま術じゆつを渡わたせ、ガキ」

　二人の内、一人がドスの利きいた声で話しかけてきた。しかし少年は首を横に振ふる。

「できるわけがないだろ」

「死にたいのか？　オレは六年前まで、戦場で魔ま術じゆつの奪うばい合いをしてたんだぞ」

「もう戦争は終わったんだ。魔ま術じゆつで人を傷つけることも、魔ま術じゆつを奪うばうことも許されない」

　ユトはきっぱり告げる。と、話していた男がふいに手を伸のばしてくる。ユトは身構えた。

　けれど男の手が摑つかんだのは、横にいるもう一人の略奪者プレデターの首だった。

「『甘い汗テカリスウエツト』！」

　男が魔ま術じゆつを使う。変化はすぐに現れた。魔ま術じゆつを使った男の服が溶とけていく。まるでアイスを湯に浸ひたしたように。

　首を摑つかまれた男も服を溶とかされ、さらに皮ひ膚ふまで溶とかされていく。彼かれは悲鳴を上げることもできず、苦しそうに顔を歪ゆがめる。やがて全身を痙けい攣れんさせ、動かなくなった。すると、

「スティール」

　魔ま術じゆつを使った男がつぶやく。何度もつぶやく。彼かれの腕うでは炎ほのおに包まれたり、氷に包まれたり、色々な変化を見せる。

　すべてが終わると、魔ま術じゆつを使った男は、首を摑つかんでいたもう一人の男を投げ捨てた。その頃ころには、彼かれの上半身の服が完全に溶とけ、傷だらけの顔と肉体が露あらわになっていた。

　男が満足そうに微笑ほほえむ。それを見て、さすがにユトも怒いかりが湧わいてきた。

「なんてことを……」

「お前が言ってただろ。こいつらは何人もの人間を殺し、魔ま術じゆつを奪うばい、死体まであさる卑ひ劣れつな略奪者プレデター……許されざる者なんだよ！」

「それなら、あなたはどうなんだ？」

「別に俺おれは許してもらおうなんて思ってない。ただお前を殺し、魔ま術じゆつを奪うばうだけだ！」

　半はん裸らになった男が腕うでを高く掲かかげる。ユトは後ろに飛んで避さけようとした。が、足元の石につまずき尻しりもちをついてしまう。やられるのを覚かく悟ごした。瞬しゆん間かん──、

「ユト、危なああぁいッ！」

　小鳥が叫さけぶような声が聞こえ、半はん裸らの男とユトは同時に横を見た。カラフルな格好の何者かが駆かけてくる。その人物は走ってきた勢いのまま、男の顔面に強きよう烈れつな蹴けりを放った。

「グアァッ！」

　男は悲鳴を上げながら吹ふっ飛び、頭から地面に突つっ込こんで動かなくなる。

　一方、蹴けりを浴びせた少女はふわふわの長い金きん髪ぱつをサッと払はらい、笑え顔がおでピースをしていた。

「イエイ！」

　少女の姿は、まるで荒こう野やに虹にじがかかったかのようだ。色の枯かれた景色の中だと、そのカラフルな服装も、ふわふわの金きん髪ぱつや大きなリボンも、普ふ段だんより鮮あざやかに感じられる。

「サラサ……」

　ユトが彼女かのじよの名前をつぶやく。それに反応して金きん髪ぱつの少女が顔を向ける。硬こう質しつでキラキラしたエメラルド色の瞳ひとみと見つめ合う。と、彼女かのじよは嬉うれしそうに言うのだった。

「やったよ、ユト。それじゃ、なでてなでて」

　サラサは頭を差し出すような格好で近づいてこようとするが──、

「きゃっ」

　一歩目でつまずき、ユトの身体からだの上に勢いよく倒たおれ込こんできた。

「うっ！」

「あ、ごめん──」

「サラサ、重い……早くどいて……」

　ユトは思わず本音を漏もらす。と、一いつ瞬しゆんでサラサの顔が真っ赤になる。

「お、重くないよ！　いっぱいダイエットしてるもん！」

　サラサはユトの肩かたを摑つかみ、身体からだをぐわんぐわんと揺ゆらしてくる。おかげで一いつ瞬しゆんだけ気が抜ぬけてしまう。が、すぐに気配を感じてユトは顔を上げた。

　金きん髪ぱつ少女の背後に半はん裸らの男が立っている。

「サラサ！」

　ユトはとっさにサラサの腕うでを引く。が、抱だき合っているような態勢だったせいで、もつれ合ってしまった。結果、ユトの腕うでが男に摑つかまれる。そして──、

「スティール！」

　ドスの利きいた声が聞こえた。と同時に、男の腕うでは竜たつ巻まきに覆おおわれ、ユトは身体からだの内側に突とつ風ぷうを感じる。さらに一いつ瞬しゆん後、硬かたい岩に叩たたき付けられたような衝しよう撃げき、痛みを全身に受けた。

「ぅくっ……」

「ユト！」

　サラサは叫さけぶと同時に回し蹴げりを放つ。が、男はすでに距きよ離りを取っていた。

「さっきお前が使ってた魔ま術じゆつ、奪うばわせてもらったぞ」

　半はん裸らの男は嫌いやらしく笑っていた。サラサはその顔を一ひと睨にらみしてから、ユトに声をかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　痛い？」

「ちょっとね……。『十年魔ま術じゆつ』の『奪取ステイール』だから。あと、腕うでが少し……」

「じゃあ休んでて。あいつはわたしがやっつけるから」

「それじゃ任せるけど、油断しちゃダメだよ。彼かれが使う魔ま術じゆつ、『甘い汗テカリスウエツト』の系統は『肉体マツスル系』で、汗あせを溶よう解かい液に変える効果がある。身体からだには触ふれちゃダメだ。というか、汗あせにだけど」

　ユトはサラサに注意を与あたえた。すると、半はん裸らの男が悪そうな笑えみを浮うかべる。

「身体からだに触ふれずに、どうやって魔ま術じゆつを奪うばうつもりだ？　諦あきらめてオレに魔ま術じゆつを渡わたせ」

「ムリ」

　サラサの拒きよ絶ぜつはにべもなかった。おかげで相手のプライドを傷つけてしまったようだ。

「ガキがなめやがって……。オレは魔術大戦を生き抜ぬいた魔ま術じゆつ士しだぞ！」

　男は怒ど鳴なり声と共に魔ま術じゆつを発動させ、腕うでを振ふる。『甘い汗テカリスウエツト』だ。大量の汗あせがサラサを目がけて飛んでいく。触ふれれば、服どころか皮ひ膚ふさえ溶とかされかねない。

「サラサ！」

　だがユトの心配をよそに、サラサは素す早ばやい身のこなしで後方へ宙返り。さらに、空中で魔ま術じゆつを発動──。

「『巨人の水鉄砲デイスチヤージガン』！」

　ダムを開放した時のような鉄てつ砲ぽう水みずが、男を再び地面へと叩たたき付けた。




　辺りは水みず浸びたしになっていた。略奪者プレデターの男もずぶ濡ぬれだ。意識はあるようだが、墓標に寄りかかって上体を起こすのが精いっぱいの様子。しかしユトは警けい戒かいしつつ、サラサに声をかけた。

「それじゃ魔ま術じゆつの回収──『奪取ステイール』をしよう」

「ほへ？　どの魔ま術じゆつ？」

「まずは危険な魔ま術じゆつ、この人の『甘い汗テカリスウエツト』から。これはサラサが『奪取ステイール』して……」

「えー？　なんでわたしなのー？」

「攻こう撃げき系の魔ま術じゆつはサラサ。サポートや回復系の魔ま術じゆつは僕ぼくが回収する約束だろ」

「ああ、そっかそっか」

　あっさりと納なつ得とくし、サラサは半はん裸らの男に向き直る。相手は恨うらみがましい目でユトたちを睨にらみつけていた。

「お前ら……ナニモンだ？」

　ユトは質問に答えようとする。その前に、隣となりからサラサが嬉うれしそうに割り込こんできた。

「わたしはサラサ！　サラサ・ソレイユ。そして、この子がユト。ユト・フロンティア。二人で最強の魔ま術じゆつ回収屋コンビ！　『クリアーズ』だよ！」

「チッ……『公認魔ま術じゆつ士し』か。大戦で世界中に拡散した強力な魔ま術じゆつを回収してる……」

　男は観念したのか、やけ気味につぶやいていた。そんな彼かれに、ユトが告げる。

「あなたの魔ま術じゆつは回収させてもらいます」

「回収？　くくっ、無む駄だなことを。あの奪うばい合い……『魔術大戦』が終わって六年が経たつのに何が変わった？　いくら禁止しようが、魔ま術じゆつの奪うばい合いは終わらないんだよ、決してな！」

　半はん裸らの男が吐はき捨てたと同時だった。周りの地面が盛り上がり、何かが飛び出してくる。

　それはボロボロのローブに身を包んだ──略奪者プレデターだ。

「まだいたのか！」

　どうやら墓の中に隠かくれていたらしい。ユトは完全に不意をつかれた。

　飛び出してきたのは、三人。その内の一人がサラサに摑つかみかかろうとしている。ユトは彼女かのじよの腕うでを引き、抱だきしめながら、背中から泥でい土どに倒たおれ込こんだ。

　胸に衝しよう撃げき。息が止まる。隙すきができてしまった。

　略奪者プレデターたちが迫せまりくる。サラサだけは守らないと。ユトがそう思った瞬しゆん間かん──、

「『感電光ポイントシヨツク』！」

　小鳥のような声と共に、サラサの魔ま術じゆつが発動。激しい光と雷らい撃げきが略奪者プレデターたちを襲おそった。

　一いつ瞬しゆんで、略奪者プレデターは三人とも倒たおれ込こみ動かなくなる。気絶したのだ。それを確認し、ユトは大きく息を吐はきだす。と、身体からだの上に乗ったままのサラサがにっこり笑え顔がおで話しかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ユト」

　息が重なる距きよ離りに、綺き麗れいな顔があった。少し照れくさくて、ユトは視線をそらしてしまう。

「僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶ。服は泥どろまみれだけどね。サラサは？」

「わたしは大だい丈じよう夫ぶだよ。さっきは遅おくれちゃってごめんね」

「どうせ木の実でも拾ってたんでしょ」

「うん、ユトの分もあるからね。一いつ緒しよに食べよ」

「その前に略奪者プレデターたちの魔ま術じゆつを回収しないと。まずは『甘い汗テカリスウエツト』から……」

　ちらりと横を見る。半はん裸らの男は、相変わらず墓標に寄りかかったままだ。まだ動くことはできないらしい。その表情は、悔くやしそうに歪ゆがんでいた。

　サラサは立ち上がり、男の前まで行く。そして魔ま術じゆつを奪うばうための言葉を口にした。

「スティール！」

　瞬しゆん間かん、少女の腕うでは倍くらいに膨ふくらみ、男の肩かたを摑つかむ。

　魔ま術じゆつを奪うばわれた男は痛みを受け、大気を震ふるわせるほどの叫さけび声ごえを上げるのだった。
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　　　　　　　　　　１




　二人の前には、街の入口を示すボロボロの看板が立っている。ふわふわ金きん髪ぱつの少女は、その看板を涙なみだ目めで見つめていた。

「メタルベース市……やっと着いた……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　だから拾い食いはやめなって言ってるのに」

　ユトが声をかけると、サラサはお腹なかを押おさえながら、潤うるんだ瞳ひとみを向けてくる。

「うぅ……わかってるもん。だけどこの痛みが、お腹なかを壊こわしたのか、お腹なかが減ってるせいなのか、もっと食べてみないとわからない……」

「えっ、その状態で食べる気なの？」

　呆あきれながら、ユトは自分の服装を整える。ゆったりした黒い上着と黒いズボン。そしてモコモコの帽ぼう子しをかぶるのが、ユトのスタイルだった。

「さっき食べた、あの青い木の実が当りだったのかも……」

「まったく、口に入れる前に『食べられる』か『食べられない』かを考えなよ」

「だって木の実だよ？」

「木の実だったらなんなの？」

「わたしの使命は、世界中のおいしい木の実を食べることだもん」

「いや、世界中の危険な魔ま術じゆつを回収することだと思うけど……」

「だから木の実を見たら、『食べられる』か『食べてみる』かで考えるの」

「お腹なかを壊こわして当然だよ」

「ひっどーい！　わたしだって少しは選んで食べてるんだから！」

　どこにそんな元気が残っていたのか、サラサはユトに飛びかかってくる。そしてそのまま背中に張りつくと動かなくなった。

「……サラサ？　重いんだけど」

「ダイエットしてるから重くないもん……。このまま食べ物のところまで連れてって」

「お腹なかは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ユトが魔ま術じゆつで治してくれるから大だい丈じよう夫ぶだもん」

「はぁ、仕方ないなぁ」

　ユトは背中に乗る金きん髪ぱつ少女に治ち療りよう魔ま術じゆつをかけつつ、街へ足を踏ふみ入れるのだった。







　メタルベース市はコロネット大陸の端はしにある上に、周りを山に囲まれ、天然要よう塞さいみたいになっている。周辺の町と交流するのも不便なところだ。

　それでもユトがこの街を目指したのには訳がある。メタルベース市は鉱山の街として昔から有名で、大陸鉄道の終着駅があるのだ。この地域では唯ゆい一いつ、鉄道を使うことができる。

「行きは船ふな酔よいで死ぬ思いをしたからね」

「ふーん、そうなんだ」

　せっかくユトが説明したのに、サラサはまるで興味を持たなかった。今の彼女かのじよには、目の前に並んだ大量の料理の方が重要なのだ。

　ユトが魔ま術じゆつで腹痛を治してあげたので、サラサはすっかり元気を取り戻もどしていた。結果、十人は座すわれるカウンター席が料理で埋うまっている。

「他の人の分がなくなっちゃうよ」

「構わんさ。どうせ客なんてめったに来ないんだ」

　ユトのつぶやきに、強面こわもての店主が反応した。確かに彼かれの言う通り、木造りの広々とした食堂に他の客の姿はない。ちょうどお昼時だというのに。

「あの……すみません」

「気にしなくていい。しかし、よそから人が来るなんて久しぶりだ」

「えっ、でも鉄道の駅があるんですよね？」

「残念ながら、運行停止状態だ」

「ウソでしょ……」

　船旅の地じ獄ごくがユトの脳のう裏りをよぎる。胃が口から出そうになるほどの体験は二度とごめんだ。

「ところで君ら二人は何者だい？」

　この店主の質問には、サラサが先に反応する。しかし頰ほおがふくらむほど食べ物を詰つめ込こんだ状態で、まともにしゃべれるはずがなかった。

「ほふほふぃてふれわ──」

　代わりに、ユトが説明しようとしたのだが。

「なめるなよ、このクズ共！」

　突とつ然ぜん、怒ど号ごうが聞こえたかと思えば、食堂の窓を破って人が飛び込こんできた。というより、吹ふき飛ばされてきたと言った方が正しい。

　現れたのは作業着姿の男性だった。さらに、同じ格好の若者が五人ほどドアから店内に流れ込こんできた。彼かれらは吹ふき飛ばされてきた男性を囲み、心配そうに声をかけ始める。

　そこへ、今度は軍服のような格好をした男たちが三人、入ってきた。

「なんだってんだ、あんたら！」

　店主が声をかけると、軍服の一人、細身の男が鋭するどい目を向けてくる。

「ゴロゾウか……ちょうどいい。お前もまだ税を納めてなかったな」

「くっ、戦争が終わったばかりで……この店にそんな金があると思ってるのか？」

「この街の奴やつらはどいつも同じことを言うな。だが、盾たて突つくのはやめた方がいいぞ」

　軍服の男が手を振ふる。と、突とつ風ぷうが生まれ、作業着姿の若者たちを吹ふき飛ばす。彼かれらは食堂の壁かべに叩たたき付けられ、動かなくなった。軍服の男が使ったのは『風空ウイング系』の『一年魔ま術じゆつ』だ。

「なんてことを……」

「こいつらは満足に税を納めないくせに、我々の行く手をふさいだ。当然の罰ばつだ」

　店内の空気が張りつめる。妙みような静けさが辺りを包んでいた。

　そんな中、モキュモキュとサラサが食事をする音だけが響ひびく。こんな状じよう況きようでも、彼女かのじよは幸せそうな顔で料理を口に運んでいる。

　仕方ない、とユトはイスから立ち上がり、軍服の男に声をかけた。

「あのー、許可なく魔ま術じゆつを使うのは、この国でも犯罪ですよね？」

「なんだ、お前は。見ない顔だな。よそ者か」

「まあ、そんな感じですけど……」

「まさか今さらこんな街に来る奴やつがいるとはな。市長様のところに連れて行くぞ」

　リーダー格らしき細身の男が声をかけると、他の二人の軍服が動き出す。

「待ってくれ！　それは勘かん弁べんしてやってくれないか」

　店主がかばってくれた。しかし細身の男は馬ば鹿かにしたように笑うのだった。

「税も払はらえない奴やつがなにを言う。それは当然、あの方に対する意見なんだろうな？」

「ぐっ……汚きたない奴やつらめ……」

　店主が悔くやしそうにつぶやく。その様子を見て、軍服の男たちが楽しそうに笑う。

　ユトには今ひとつ状じよう況きようが理解できなかった。

「僕ぼくらは鉄道が動けば、すぐに街から出て行きますよ？」

「残念だったな。この街に入った時点で、お前らは市長様の所有物だ」

　細身の男がユトの腕うでを乱暴に摑つかみ上げてくる。おかげで反射的にやってしまった。

「スティール」

　言葉と共にユトの腕うでを竜たつ巻まきが包む。さっき男が使った『一年魔ま術じゆつ』を『奪取ステイール』したのだ。

「ぐあぁッ！」

　細身の男は悲鳴を上げてその場にうずくまった。しかし彼かれもそれなりに経験があるらしく、すぐに立ち上がり、ユトを睨にらみつけてくる。

「貴様……魔ま術じゆつ士しか！」

「一応、公認魔ま術じゆつ士しです」

「『世界魔ま術じゆつ士し協会』だな。まさかこの街の調査に来たのか？」

「えっ？　いや、そういうわけじゃなくて──」

「ならば遠えん慮りよはしない」

　細身の男は両足で踏ふん張れる体制を取り、両手をユトへ向けながらつぶやいた。

「『十年魔ま術じゆつ』……」

「ちょっと待って！」

　さすがにユトも慌あわてた。こんな狭せまい場所で派手な魔ま術じゆつを使われるのはまずい。後ろには店の主人と、まだまだ食事中のサラサもいるのだ。

　しかし細身の男は周りの状じよう況きようなんておかまいなしだった。

「『小さなつむじ風リトルツイスター』！」

　止めに入る寸前に魔ま術じゆつが発動。とてつもない突とつ風ぷうが店内に吹ふき荒あれる。ユトは至近距きよ離りでまともに食らい、こらえきれなかった。

　吹ふき飛ばされ、身体からだごと壁かべに叩たたき付けられる。でも、そのわりに柔やわらかな感かん触しよくだった。

「ユト……」

　壁かべがしゃべった──わけではなく、ユトの身体からだはサラサに受け止められていたのだ。

「ごめん、サラサ……」

　言いながら、ユトは状じよう況きようを確認する。店内はめちゃくちゃだ。店主は無事だが、カウンターの棚たなに並ぶ酒瓶びんはすべて割れていたし、食器や調理器具、そしてサラサが食べていた料理までが辺りに散乱してしまっている。

「うぅ……まだ食べてないのに……」

　サラサは涙なみだ目めで床ゆかに散らばった料理を見つめていた。じっと見つめていた。と思ったら、いきなり床ゆかに落ちた料理を拾って食べ始めた。
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「サラサ！　ダメだよ！」

「だって、このままじゃお腹なかが鳴っちゃう」

「でも床ゆかに落ちたものを食べるのは、やっぱり汚きたないよ」

「食べられるなら汚きたなくないもん」

　子供の頃ころからの習性で、サラサはなんでも拾ってくるし、拾ったものも口に入れてしまうのだ。ユトがいくら注意しても、この癖くせは一向に治らない。でも見る限り、一応は綺き麗れいなところを食べているようだ。変なところで成長している。と、ユトは苦く笑しようしてしまった。

「まったく、仕方ないな……」

「なにが仕方ないんだ？」

　後ろから怒いかりに満ちた声が聞こえてくる。そういえば彼かれらと揉もめていたのだ。

　どうしたものかとユトが考えていると、金きん髪ぱつの少女が前に進み出てきた。

「ユト、ここからはクリアーズの戦せん闘とう＆食べ物の恨うらみ担当、わたしの出番だよ」

　どんな速さで食べ終えたのか。床ゆかに散乱していた料理がほとんどなくなっている。

「覚かく悟ごしなさい！」

　軍服の男たちに向けてサラサがビシッと指をさす。両者の間に緊きん張ちよう感がみなぎる。そしてお互たがいがほぼ同時に魔ま術じゆつを発動させようとした時だった。

「やめてください！」

　入口の方から、悲鳴に似た叫さけび声ごえが聞こえてきた。

　そこには一人の女性が立っている。白いワンピースを着ていて、腰こしよりも長い黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的。清せい楚そで真面目そうな印象を受ける。そんな彼女かのじよが悲痛な表情で訴うつたえていたのだ。

　だが、サラサにはちょっと遅おそかった。

「あっ」と漏もらしながら、金きん髪ぱつの少女は魔ま術じゆつを発動させてしまう。

　激しい破は裂れつ音と共に空中に火花が散り、雷らい撃げきが軍服の男たちを襲おそった。

　三人のうち二人はまともに食らい、すぐに崩くずれ落ちる。それでも、サラサも途と中ちゆうで止めようとしたのだろう。細身の男にだけは雷らい撃げきがヒットしなかった。

　その彼かれが、怒いかりと恐おそれの入り交じった顔でサラサを睨にらみつけてくる。

「貴様……」

「てへっ、ちょっと腕うでが滑すべっちった。でも、食べ物を粗そ末まつにする方が悪いんだからね！」

「くっ……なめるなよ」

　両者の緊きん張ちようが再び高まり始める。そこに黒くろ髪かみの女性が割って入ってきた。

「お願いですから、これ以上お店を荒あらさないでください！」

「確かに……ここで暴れるのはまずいよ」

　ユトも注意をした。すると、サラサが頭を差し出してくる。

「じゃあ、なでなでして。わたし、がんばったよ」

「……そうだね。サラサはよくがんばった」

　かなり恥はずかしいが、仕方ない。ユトはふわふわの金きん髪ぱつをなでてあげた。するとサラサの頰ほおがほんのり色づき、表情は今にもトロけそうになる。

「はぁ～、やっぱりユトのなでなではいいなぁ～」

　さっきまでの緊きん張ちよう感はどこへ行ったのか。サラサは温泉にでも浸つかっているかのようだ。

　一方、軍服の男には黒くろ髪かみの女性が近づき、落ち着き払はらった態度で声をかけていた。

「これ以上お店を荒あらされると、納める税金がさらに減ってしまいます。そうなると、市長様もあなたのことを放っておかないと思いますよ」

　その市長という人物はよほど恐おそろしい相手らしい。細身の男があからさまに狼ろう狽ばいしていた。

「わ、わかった。今回は引いてやる。しかし公認魔ま術じゆつ士しの件は報告させてもらうからな」

　捨て台詞ぜりふのように言うと、彼かれは仲間二人を引きずりながら、そそくさと出て行った。

　ようやく静かになった店内。しかし辺りは戦場かと思うほどの荒あれようだ。

「くそっ……魔ま術じゆつ士しくずれのゴロツキどもが。いつまで戦争気分でいやがる」

　店主が悪態をつくのも仕方ない。正直なところ、ユトは退散するべきだと思った。が、ふいに隣となりから、『ぐぅー』という効果音が聞こえてくる。

　サラサが頰ほおを赤くしながら腹を押おさえていた。そしてユトに恨うらめしそうな目を向けてくる。

「ユトが落ちたものは食べるなって言うから……」

「いや、結構食べてたと思うんだけど……」

　そんなやり取りをしていると、店主がユトたちに近づいてきた。サラサは足元の皿を拾い、期待の表情で待ち構える。が、彼かれは怖こわい顔で言うのだった。

「出て行ってくれ」

「ほへ……」

　予想外の一言に、サラサは完全に呆あつ気けに取られていた。

「あんたらも魔ま術じゆつ士しなんだろ。料カ金ネはいらないから、すぐに出て行ってくれ」

　一方的で、頑かたくなな態度だった。理由を説明してくれる雰ふん囲い気きでもない。

「とりあえず行こう」

　ユトはサラサの腕うでを引く。が、彼女かのじよはショックを受け、その場にヘタリこんでしまった。

「なんで？　ちゃんと落ちたのも食べたのに……」

　サラサはもう半泣き状態だ。そんな彼女かのじよを背中に乗せ、ユトは店をあとにするのだった。
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　鉱山の街は、すっかり夜もふけていた。石いし畳だたみの道には街灯がともり、左右に並ぶ建物からは黄色い光が漏もれてきている。ただ、戦争の傷きず跡あとがまだ癒いえていないのか、辺りには寂さびしげな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。行きかう人の顔にも、疲ひ労ろう感が滲にじんでいるようだ。

「ぐぅ……ぐぅ……ぐぅ……」

　隣となりを歩く金きん髪ぱつの女の子は、さっきからわざとらしく変な効果音を口にしている。ユトはいい加減にうんざりしてきた。

「サラサ、そろそろやめてくれないかな？」

「だってお腹なかが減ったんだもん」

「それはサラサが財さい布ふを失なくすから……」

「わたしは預かってないもん」

　元を辿たどれば、原因は昼間の仕事にある。略奪者プレデターとの戦いのあと、ユトは泥どろだらけの服を着がえることになり、その際に財さい布ふをサラサに預けた──預けたはずなのだ……。

「さっきのお店も、追い出されなかったら、今ごろ皿洗いしてるところだよ？」

「わたし、お皿洗うの好きだもん」

「いや、そういうことじゃなくてね……」

「もういいでしょ、ユト。過去を悔くやんでも仕方ないの。大事なのは未来のことだよ」

　珍めずらしくサラサが立派なことを言っている。間ま違ちがってはいないと、ユトも思うのだが。

「それに、ほら。そこら辺を探せば、きっと木の実がいっぱい見つかるから！」

　今度は危険なことを言い出したと思ったら、サラサはいきなり地面に這はいつくばった。そして街路樹の下を探し始める。おかげで道を行きかう人々の注目を一いつ斉せいに集めてしまう。

「ちょっと、サラサ。やめてよ！」

　ユトは慌あわてて止めに入る。と、サラサは左右にゴロゴロしながら、だだをこね始めた。

「だって、お腹なかすいたんだもん。もう動けなーい。おんぶして、おんぶー」

「勘かん弁べんしてよ……」

　もう疲つかれてしまい、ユトもその場に座すわり込こんだ。すると、サラサが上半身だけ起き上がり、抱だきついてくる。

「ごめんね、ユト……」

「いいよ。僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶだから」

「木の実、食べる？」

　サラサは服のポケットから、お気に入りの白い木の実袋ぶくろを取り出してくる。

「じゃあ一つだけ」

　赤い木の実は柔やわらかくて甘あまかった。

　サラサはユトに抱だきついたまま、硬かたそうな木の実をポリポリ。幸せそうに食べている。

　ちょうどいい重みと温ぬくもりのせいか、ユトの口から大きなため息が漏もれる。その時だった。

「どうされたんですか？」

　道を歩く人々の中から一人の女性が声をかけてきた。長い綺き麗れいな黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的で、白いワンピースを着ている。その姿に、ユトは見覚えがあった。

「先ほどはすみませんでした。でも、こんな道の真ん中でなにを？」

「いえ、まあ……色々と事情が……」

　ユトは自分たちの身に起きた不幸を黒くろ髪かみの女性に語った。すると彼女かのじよはとても信じられそうにないことを言ってくる。

「だったら、ぜひ私の家に来てください」

「えっ……いいんですか？」

「もちろんです。叔お父じに話を聞いて、お礼をしたいと思ってましたから」

「叔お父じさんって、もしかして食堂の？」

「はい。私はコロンと言います。叔お父じはゴロゾウという名前で、二人で食堂をやってるんです」

「だけど、叔お父じさんは僕ぼくらのことを嫌きらってるんじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶです。反対されても、私が説得してみせますよ」

　長い黒くろ髪かみの女性が優やさしい微笑ほほえみを浮うかべる。そんな彼女かのじよの姿が、ユトには輝かがやいて見えた。







　恐こわい店主に負けないコロンの説得のおかげで、二人は食堂の上に泊とめてもらえることになった。さらに食事までふるまってもらい、サラサも大満足な様子だ。案内された部屋のベッドに寝ね転ころがり、幸せそうに腹をさすっている。

「はぁ～、食った食ったねぇ」

「行ぎよう儀ぎ悪いなぁ」

　そう言いながら、ユトもくつろいでいた。残された問題は、この街の鉄道だ。どうにかしないと、また地じ獄ごくの船旅を味わうことになる。

　窓の外を眺ながめながら考えていると、下に黒くろ髪かみの女性がいるのを見つけた。

　ユトは話を聞ければと思い、庭に出てみる。彼女かのじよはまだ同じ場所にたたずんでいた。

「コロンさん」

　声をかけると、黒くろ髪かみの女性は振ふり向き、穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべた。

「ユトさん。どうしましたか？」

「話を少しだけ……いいですか？」

　そう尋たずねたところで、ユトの背後から大声が追いかけてきた。

「ユトー、わたしを置いて行かないでー」

　サラサは走ってきた勢いのまま、ユトの背中に飛びついてくる。危あやうく倒たおれるところだった。

「危ないだろ、サラサ！」

「だって、独りぼっちにするから……」

　そんなやり取りをしていると、黒くろ髪かみの女性がくすりと笑い声を漏もらした。

「本当にお二人は仲のいい恋こい人びと同士なんですね」

　ただでさえ恥はずかしいのに、そんな風に言われるとユトは気まずく感じてしまう。それは背中に乗っている金きん髪ぱつ少女も同じだったらしく、

「なっ、ななな、なに言ってるの！　わたしとユトは別にそういう関係じゃないよ！」

　サラサにしては珍めずらしく、真しん剣けんな態度で否定していた。だったら背中から下りてくれよ、とユトは思う。コロンもその辺りを疑問に感じたようだ。

「すみません。とても仲良さそうに見えたので。では、お二人はどんな関係なのですか？」

「関係って……わたしにとってユトはユトで、それ以外にないもん！」

　よくわからないことを言いながら、サラサはユトの頭をグリグリと動かす。照れ隠かくしなのだろうが、放っておくと首が折られそうだ。

「サラサ、とりあえず下りてくれないかな？」

「また重いとか言うの？　仕方ないでしょ。食後なんだから！」

　やはり下りるつもりはないらしい。ユトはため息を一つ。そこへ助け船が送られてくる。

「そうだ、デザートを食べませんか？」

　コロンの提案のおかげで、ようやくサラサはユトの背中から下りてくれた。

　持ってきてくれると言うので、しばらく庭で待っていると、すぐに彼女かのじよが戻もどってくる。その手に二人分のデザートを持って。

「プリンだぁー、しかも木の実が入ってる！　やったやった！」

　サラサは子供のようなはしゃぎっぷりで、さっそくデザートを食べ始めた。

「一応、ウチの名物なんです。今はなかなか振ふる舞まう機会もないですけど」

　コロンは寂さびしそうに言いながら、遠くを見つめる。その視線の先には、光る塔とうのようなものがあった。結構な距きよ離りがありそうだが、ソレは確かな存在感を示している。ユトも街に入った時から気になってはいた。この街の中央付近に聳そびえる、ひときわ高い塔とうのような建物が。

「あの高い建物はなんなんですか？」

「『希望の塔とう』です。鉱山の街、メタルベース市の復興の象しよう徴ちようです」

「復興……ですか？」

「実はこの街は、六年前の魔術大戦のせいで、大変な被ひ害がいを受けたんです。建物も、道も、鉱山も、何もかも跡あと形かたもないほどボロボロになってしまって……。それでも住民たちは、懸けん命めいに街を復興させました。その間、人々の心を支えたのが、あの塔とうでした。前の市長が、魔ま術じゆつで様々な金属を合成させて建てたんです。みんなで一つになって頑がん張ばろうと」

「前の市長？　その人は、今はいないんですか？」

「亡なくなりました。一年前に……事故で……。その後任が……今の市長なんです」

　コロンの口ぶりには悔くやしさが潜ひそんでいた。ユトは訊きいていいものかどうか迷ってしまう。が、隣となりからのん気な声が尋たずねていた。

「その人って悪いやつ？」

　サラサは訊きいておきながら、スプーンをくわえたままで、それほど話に興味がある風でもない。それでもコロンは丁てい寧ねいに対応してくれていた。

「悪いとまでは……でも市民の暮らしは苦しくなりました。鉄道が封ふう鎖さされて、鉱物の輸出もままならず、人の交流も途と絶だえて……なのに税金ばかりが上がって」

「ほへ？　そんなの無視すればいいのに」

　サラサがいい加減なことを言っていた。ユトは注意するつもりで、彼女かのじよのカラフルな服を引っ張る。が、本人は全く理解していない様子だ。

「できればいいんですけど。彼かれの魔ま術じゆつによる支配は絶対で、住民は誰だれも逆らえないんです」

「わかった！　その人、魔ま術じゆつ士しだ！」

「ええ。六年前、魔術大戦の最さ中なか、この街を破は壊かいした張本人だと聞いています。だから住民たちは揉もめないよう、彼かれに従っているんです。また街を破は壊かいされるのは避さけたいですから」

　果たしてコロンの説明をどこまで理解できたのか。サラサはあくびを嚙かみ殺ころしていた。

　ふいに強い風が小さな庭を駆かけ抜ぬける。

「きゃっ」

　コロンの白いワンピースと、長い黒くろ髪かみが波打つ。彼女かのじよは困ったように笑う。その笑え顔がおが儚はかなげで、優やさしくて、ユトは少し見とれてしまう。と、目の前にサラサのふくれっつらが現れた。

「ユト……なに見てるの？」

「いや、別になにも……」

「コロンさんの髪かみを見てたんでしょ。知ってるんだから。ユトは黒い方が好きだもんね」

「そんなこと言ってないだろ」

　とはいうものの、半分くらいは当たっているので言い訳が難しい。

　サラサはコロンの方を見ながら悔くやしそうにつぶやいていた。

「じゃあわたしも黒にする……」

「サラサさんの髪かみもお綺き麗れいですよ」

「だって長さも負けてるもん。確かに綺き麗れいだし……ユトが見とれるほどだし……」

「私のたった一つの自じ慢まんなんです。幼い頃ころに亡なくなった母を真ま似ねして、ずっと伸のばしているんです……って、すみません。つまらないことをベラベラと」

「つまらなくない。それなら納なつ得とくできる……かな？」

　サラサはふくれた頰ほおから空気を抜ぬくと、にっこり微笑ほほえんだ。それに応じるように、コロンも優やさしげな微笑ほほえみを浮うかべていた。
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　なにやら騒さわがしい気配に、ユトは目を覚ました。とりあえず部屋内を見回すが、隣となりでサラサが寝ねている以外は、眠ねむりにつく前となにも変わらない。

「サラサ……相変わらず独りで寝ねれないのか。ほら、起きてよ」

　ユトは金きん髪ぱつ少女の身体からだを揺ゆすってみるが、まるで起きる気配がない。幸せそうな顔で寝ね息いきを立てている。

「まあ今日は特に用事もないし、寝ねててもいいけどさ」

　しかしうつ伏ぶせの態勢で苦しくないのだろうか。ちょっとした疑問を感じつつ、ユトは無意識にサラサの髪かみをなでる。相変わらず真綿のようにふわふわだ。なでていると、後うしろ髪がみが左右に分かれ、うなじが露あらわになってくる。ユトはそこにアザのようなものを見つけた。

「なんだろ、コレ……」

　まるで『太陽』をかたどったようなアザだった。普ふ通つうの傷にしては形がはっきりしていて、妙みようにシンボリックだ。

　サラサとは長いこと一いつ緒しよに過ごしてきたが、ユトは初めて見る。なんなのか今度、本人に訊きいてみよう。そう思った時、ふいに窓の外から悲鳴のような声が聞こえてきた。

「お願いです。やめてください。本当に知らないんです！」




　ユトは急いで外に出てみた。食堂の前に人だかりができている。その中心にいるのは、長い黒くろ髪かみの女性、コロンだ。そして彼女かのじよの目の前には、異様な雰ふん囲い気きの人物が立っていた。

　遠目からでもはっきりわかるほど、その男は巨きよ大だいな体たい軀くをしている。背せ丈たけは普ふ通つうの大人の倍近くあった。軍服の上からでもわかるほど筋肉はごつい。顔もごつごつしていて、頭に髪かみはない。大きな背中を丸めた姿も相まって、どことなく亀かめのようにも見える。

　ユトは群衆をかきわけ、輪の中心にたどり着く。と、さっそくコロンが声をかけてきた。

「ユトさん……すみません」

「なぜ謝あやまるんですか？　それより、いったいなにが……」

　ユトは目の前に立つ巨きよ大だいな男に目を向けた。近くで見ると、なおさら迫はく力りよくを感じる。

「お前らだな。街で暴れて治安を乱している魔ま術じゆつ士しというのは」

　岩を砕くだくような声で言うと、男は凶きよう悪あくな笑えみを見せた。どうやら目当てはユトたちだったらしい。コロンが必死に「違ちがう」と訴うつたえているが、今さら通じそうになかった。

「暴れた？　そんなに大したことはしてないはずだけど」

　ユトはとぼけてみた。すると、巨きよ大だいな男が後ろに控ひかえる軍服姿の男たちに声をかける。昨日とは別の連中だ。彼かれらは何かを運んでくると、それを乱暴に地面に投げ捨てた。

　人だった。軍服を着た男が三人。こちらには見覚えがある。昨日、食堂に押おし入ってきた連中だ。しかし判別が難しいほど、全身がボコボコにされていた。

「お前たちにやられたらしい」

「なるほど。そういうことか……」

「この街は、オレ様が責任を持って統治している。だからお前らみたいに治安を乱す輩やからを放置しておくことはできない。市長としてな」

「市長さんは魔ま術じゆつ士しなんですよね？　一応、訊きいておくけど、『公認』じゃないですよね？」

　ユトが確認すると、巨きよ大だいな男は馬ば鹿かげたことを質問するなと言わんばかりに高笑いを上げる。

「公認だと？　公認のなにが偉えらい？　魔ま術じゆつ士し協会に属する魔ま術じゆつ士しなど、魔術大戦に参加した魔ま術じゆつ士しの一割にも満たないだろ」

「でも今は、魔ま術じゆつ士し協会の許可なく魔ま術じゆつを使うことは原則禁止されていますよ」

「使ったらどうする？　オレ様を捕つかまえるのか？」

「必要があるなら」

　ユトがそう答えると、市長のみならず、周りにいた軍服姿の男たちまで笑い声を上げた。

「なんで笑うのさ」

「オレ様を捕つかまえる？　それはネズミがライオンを嚙かみ殺ころすと言ってるようなものだ」

「あなたはそんなに立派なライオンなんですか？」

「お前のような子供では、あの地じ獄ごくの魔術大戦を経験してないだろう。それでも聞いたことくらいはあるはずだ。『ラストナンバー』の話を」

「ラストナンバー……？」

「知らないか？　魔術大戦末期、たった一人で世界中の魔ま術じゆつ士しを敵に回した〝最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士し〟……『ラストナンバー』と呼ばれた魔ま術じゆつ士しのことだ」

「……聞いたことはあります」

「ラストナンバーの出現が、長きに渡わたる魔術大戦を終結させたと言われるほどだ。世界中の魔ま術じゆつ士しを殺し、世界中の街を破は壊かいしつくした、最さい凶きよう最悪の魔ま術じゆつ士しだよ！」

　巨きよ大だいな亀かめのような男は自じ慢まんするように語っていた。しかし何がそんなに楽しいのか、ユトにはさっぱりわからない。

「それがどうしたんですか？」

「まだわからないか？　勘かんの悪い奴やつだ」

　市長はそう言うと、軍服の袖そでをまくり上げ、左の二の腕うでを露あらわにした。そこには『17』という数字が彫ほられている。その数字を見せつけるようにしながら、市長はこれ以上ないほど満面に笑えみを浮うかべていた。が、やはりユトにはピンとこない。

「……どゆこと？」

　すっとぼけたユトの態度に、市長は業ごうを煮にやしたようだ。目を吊つり上げ、巨きよ大だいな足をドンと踏ふみしめながら言うのだった。

「オレ様がそのラストナンバーだ！」

「えっ……えぇッ!?」

　これにはユトも飛び上がりそうになるほど驚おどろかされた。

「ようやく理解できたようだな。鈍にぶいガキが。なめた態度を改めろ。オレ様は、魔術大戦の最さ中なか、たった一人で世界中の魔ま術じゆつ士しを相手にした男だぞ」

「いや、悪いことしてるなら捕つかまえるけど」

　ユトは思っていたことを素す直なおに伝えた。というか、それが仕事なのだから仕方ない。

「クソガキが……。大戦の経験がない分、恐おそろしさも知らないのか。どうやら、この街の住民のように、一度その身に叩たたき込こんでやる必要があるな」

　男の巨きよ大だいな体たい軀くから放たれる気配が変わった。魔ま術じゆつを使おうとしている。ユトはすぐに察した。が、まずい。この群衆の中で派手な魔ま術じゆつを使われると、周りに被ひ害がいが出てしまう。

「ラストナンバーの恐きよう怖ふを思い知──」

　市長が言葉と共に腕うでを振ふり上げた、その瞬しゆん間かんだった。

「ユト、危なああぁいッ！」

　小鳥が叫さけぶような声と共に、カラフルな『何か』が群衆を飛び越こえてくるのが見えた。その『何か』が勢いのまま、巨きよ大だいな亀かめ男おとこの頭に見事な蹴けりを放つ。

「──っうごぉ……」

　大きな身体からだがうずくまるほどの衝しよう撃げきだったらしい。

　そんな攻こう撃げきを加えた張本人は、エメラルド色の目でユトを睨にらむと、ふわふわの金きん髪ぱつをなびかせ走り寄ってくる。

「なんで置いてくの？」

　サラサはユトの胸むなぐらを摑つかむなり、思いきり揺ゆらし始める。

「わたしが起きた時はいつも側そばにいてって言ってるでしょ！」

　周りの群衆が目に入らないのか、サラサは恥はずかしげもなく絶ぜつ叫きようしていた。よく見ると、その目に涙なみだが溜たまっている。

　こんな時でも彼女かのじよは相変わらずだ。おかげでユトはすっかり緊きん張ちようが抜ぬけてしまった。

「ごめんよ。でも僕ぼくは何度も起こしたからね」

「ちゃんと起きるまで起こさないと起こしたとは言わないの！」

　サラサがよりいっそう激しくユトを揺ゆらす。そして文句の追加をしようとした時だった。

「『疾走かまいたちシツクルウイング』」

　つぶやく声が聞こえ、疾しつ風ぷうが脇わきを通り抜ぬけた。同時に、ユトの頰ほおに痛みが走る。

「っつぅ……」

「ユト、血が！」

　サラサは心配そうな顔をしたかと思えば、すぐに怒ど気きのこもった目で後ろを振ふり返る。そこには、巨きよ大だいな亀かめのような男が立っていた。

「なめるなよ、クソガキども……」

「そっちこそ、わたしのユトのかわいい顔になんてことするの！」

「その気になれば、首を飛ばすことだってできたぞ。オレ様が誰だれだかわかってるのか？」

「ほへ？　誰だれって……スッポンの仲間……？」

　このタイミングで、サラサが大ボケをかました。本人はいたって真面目なのだが、気持ちが張りつめていた周りの人間にとってはいい迷めい惑わくだ。住民はおろか、部下の軍服たちまでが笑い声を漏もらしてしまう。それが、さらに市長の怒いかりを増ぞう幅ふくさせた。

「黙だまれ！」

　大地を震ふるわせるほどの絶ぜつ叫きよう。そして放たれた魔ま術じゆつが、軍服の男たち数人を切り裂さいた。

　血だまりに沈しずむ男たち。その光景を目の当たりにし、群衆は一転してパニック状態になってしまう。周りを囲んでいた人たちは、悲鳴を上げながら一いつ斉せいに逃にげ始めた。

「ラストナンバーをなめた罪は万ばん死しに値あたいする。戦場の地じ獄ごくがどういうものか教えてやるよ」

　市長は巨きよ大だいな体たい軀くを震ふるわせながら、血走った目でユトたちを睨にらみつけていた。

「どうしようか……ユト？」

　ようやく事態の深刻さを理解したのか、サラサがユトの服を引っぱり尋たずねてきた。

「戦場帰りの魔ま術じゆつ士しは厄やつ介かいだ。どんな魔ま術じゆつを隠かくし持ってることか……。でも回収しないと」

「魔ま術じゆつを使わせる？」

「うん。どんな魔ま術じゆつでも、一度この目で見ない限り『奪取ステイール』はできないからね」

　ユトとサラサのこそこそ話。それが聞こえたわけでもないだろうが、巨きよ大だいな亀かめ男おとこは不敵な笑えみを浮うかべていた。

「わかるぞ、お前らの考えていることなんてな。オレ様の魔ま術じゆつを奪うばいたいんだろ？　魔ま術じゆつ士し同士の戦いは、詰つまるところ相手が所有する魔ま術じゆつをいかに『奪取ステイール』するかだからな」

「別にぃー、そんなこと言ってないもーん。木の実の話をしてただけだもーん」

　サラサがとぼける。それが気に入らなかったのか、市長は再び魔ま術じゆつを使う気配を見せた。だが──、

「やめてください！」

　突とつ如じよ、一人の女性が間に割って入る。彼女かのじよは長い黒くろ髪かみを翻ひるがえし、必死な表情で訴うつたえていた。

「お願いですから、これ以上の争いはやめてください」

「コロンさん……」

　彼女かのじよの想おもいはわかるが、タイミングが悪すぎる。まだ相手の実力もわからないこの状じよう況きよう。いくらサラサでも、コロンを守りながら戦うのは厳しい。と、ユトも身構えた。

　しかし予想に反して、市長はニヤリと笑う。

「ロンドーの娘むすめがそこまで言うのなら、許してやらないでもない。ただ、ここで一人くらいは責任を取ってもらわないと部下にも示しがつかん。さて、誰だれにするか……」

　巨きよ大だいな男の目線が、ユト、サラサ、コロンと、獲え物ものを品定めするように動いていく。

　誰だれを攻こう撃げきされても、ユトはすぐに動けるだけの準備をしていた。そのつもりだった。だが、完かん璧ぺきとはいかなかった。

「ママー」

　ふいに聞こえた涙なみだ声ごえ。いつの間にかコロンのすぐ近くに小さな女の子がいる。母親とはぐれたのか、泣きながら辺りをさまよっていたようだ。

「ちょうどいいのがいたな」

　市長が濁にごった声と共に腕うでを振ふるう。ユトはもちろん、サラサも間に合う距きよ離りじゃなかった。

　次の瞬しゆん間かん、自分の身を盾たてにするように、黒くろ髪かみの女性が女の子を抱だきしめていた。

　その肩かたから背にかけ、ワンピースの白い生き地じにじんわりと赤い血が滲にじむ。

　けれどそれ以上に、ユトはショッキングな光景を目の当たりにしていた。

　ハラリと、薄うすい布が舞まうように、黒い絹のような髪かみが、束となって地面に落ちた。

　腰こしに届くほど長かった彼女かのじよの後ろ髪がみが、うなじが見えるほど短くなっていた。

　亡なくなった母親を真ま似ねしていると言っていた、唯ゆい一いつの自じ慢まんだと言っていた、彼女かのじよの髪かみが、その根元からごっそりと切られてしまっていたのだ。

「グハハハハハッ、運がいいな、娘むすめ！　ガキの首を狙ねらったのにな！」

　下品な笑い声と共に、巨きよ大だいな男が興奮した声を上げていた。

　ユトはもちろん腹立たしい気分だった。が、それ以上に怒おこっている人物がいた。

「運がいいって……？」

　サラサは眉み間けんにシワを寄せ、顔を震ふるわせていた。今にも爆ばく発はつしそうな雰ふん囲い気きだ。

「どうした？　魔ま術じゆつを使うなら使えよ。奪うばってやるぞ。このラストナンバー様がな！」

　サラサは挑ちよう発はつだろうと警けい戒かいする様子もない。言われるままに魔ま術じゆつを使おうとする。

　しかし、その身体からだに飛びついてくる人がいた。

「やめてください！」

「コロンさん？　なんで……」

　肩かた口ぐちを血で染め、髪かみの短くなったコロンに抱だきつかれ、さすがにサラサも困こん惑わくしていた。

「もうこれで終わりですから……もう争わないで……」

「でも髪かみが──」

「いいんです！　髪かみで済んだだけ良かったんです。……あと一日、一日の辛しん抱ぼうですから」

「えっ……？」

　サラサは戸と惑まどいながら、目の前の巨きよ大だいな男を見る。市長は変わらずニヤけていた。

「そうか。明日が約束の日だったな。ちゃんと覚えているぞ」

　彼かれの言葉に、コロンはどことなくホッとした様子だった。そしてサラサに、いっそう強く訴うつたえる。

「もう誰だれも苦しまなくて済むんです。だからこれ以上の争いを起こさないでください」

　そこまで言われたら仕方ない。ユトたちもむやみに暴れる気はないのだ。

「いいだろう。コロン、明日はお前がオレ様のところに来い。それと公認魔ま術じゆつ士しのガキども、お前たちも一いつ緒しよに来い。話がある」

　最後までニヤついた表情だったが、市長はとりあえず矛ほこを収めた。そして巨きよ大だいな体たい軀くを揺ゆらしながら、部下の軍服たちを引き連れ去って行くのだった。

　その姿が完全に見えなくなった頃ころ、

「コロンさん！」

　彼女かのじよは意識を失った。
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　客のいない夜の食堂内には重苦しい空気が漂ただよっていた。ユトはサラサと並んでカウンター席に座すわっていたが、口を開く気にはなれなかった。

　そこへ店主のゴロゾウが姿を見せる。ユトはさっそく尋たずねた。

「どうでしたか、コロンさんは」

「傷は思ったよりも浅かったよ。でも髪かみの方はな……。今日は休ませてやってほしい」

　報告を聞き、ユトは少しだけ息をつけた。でも昼間の自分に対するイラ立ちは消えない。

　サラサも初めはプリプリしていたが、店主に料理を出されると、嬉うれしそうに食べ始める。

　ゴロゾウが落ち着いたところで、ユトは訊きいてみることにした。

「あの男……市長ですけど、何者なんですか？」

「名前はババルーバ。ガキの頃ころ、俺おれらと一いつ緒しよにこの街で育った奴やつだ」

「ラストナンバーとか言ってましたけど」

「さあな。ただ、他の奴やつらが六年前の終戦後すぐに帰ってきたのに、奴やつが帰ってきたのはちょうど一年前。前の市長──俺おれの兄貴が死んだ日だった」

「前の市長って、この街を復興した？　その人がお兄さんってことは……ん？」

「要するに、コロンの父親が前の市長ってことだよ。戦争が終わってボロボロだった街を、兄貴が先頭に立って復興させたんだ」

「なるほど。でも……亡なくなったんですよね？」

「顔に似合わず、訊ききにくいことをズバズバ訊きく奴やつだな」

「すみません」

　ユトは深々と頭を下げた。すると慰なぐさめのつもりなのか、サラサが頭をなでてくる。

「謝あやまることはねぇよ。兄貴が死んじまったのは事故のせいだ。鉱山内で爆ばく発はつが起きて、取り残された連中を助けに行こうとしたんだが……。まあ、この街じゃ珍めずらしくないことだ」

　そう言いながらも、元から渋しぶい彼かれの顔がよりいっそう渋しぶくなっていた。

「それで、あの市長が成り代わったと。彼かれは魔ま術じゆつ士しなんですよね？」

「俺おれの兄貴もそうだった。あの戦争じゃ、少しでも才能がある奴やつは国に召めし抱かかえられて戦場に送られたからな。中には、まだ幼い子供だっていたよ」

「魔術大戦……ですよね？」

「ああ。最初は『公こう魔ま十七家』と、それに対たい抗こうする『奪だつ還かん同盟』ってのが五十年ほど戦争をしてたんだ。その争いが世界を巻き込こんで、『魔術大戦』に発展してな。多くの魔ま術じゆつ士しが戦場で命を落とした。兄貴が帰ってこられたのは奇き跡せきみたいなもんだ。けど、その間に嫁よめさん──コロンの母親が病気で死んじまって……街もボロボロにされちまって……」

「ラストナンバーが街を破は壊かいしたんですか？」

　ユトが尋たずねると、ゴロゾウは目を閉じ、一つ一つ思い出すように語りだした。

「あれは雲一つない晴れた日のことだった。この街で一番の鉱山がいきなり爆ばく発はつしたんだ。何かと思って見に行こうとしたら、急に身体からだが動かなくなって……砂すな嵐あらしみたいのに巻き込こまれて……もうそこからは記き憶おくがない。気づいたら街が消し飛んでやがった」

「そうですか……」

「当時の俺おれには訳がわからなかったが、あとで世界中の街でも似たようなことが起きてたってことを知ったよ。そしてラストナンバーってやつのことも聞いた」

「最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士し……というやつですね」

「正体は不明らしい。兄貴は悪あく魔まみたいな奴やつだって言ってたよ。だけど最後は、世界中の魔ま術じゆつ士しに追われて、すべての魔ま術じゆつを奪うばわれて行方ゆくえ知れずになったらしい」

「正体不明で行方ゆくえ不明……それなのに、よく彼かれがラストナンバーだとわかりましたね」

「人造魔ま術じゆつ士しは、作られた順にシリアル番号が振ふられていて、『ナンバーズ』とも呼ばれていた。その最後の数字が『17』ってのは有名な話らしい」

「ああ、あの腕うでの入れ墨ずみですか。それじゃ一応、根こん拠きよはあるんですね」

「俺おれは、ババルーバの野や郎ろうが最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しだなんて眉まゆ唾つばだけどな。ガキの頃ころは、ピーピー泣きながら俺おれたち兄弟の後ろにくっついてたような野や郎ろうだ。まあ戦場から生きて帰ってきたってことは、それなりの魔ま術じゆつ士しなのかもしれねぇが」

　強面こわもての店主は吐はき捨すてるように言った。よほど魔ま術じゆつ士しが嫌きらいなようだ。話を聞く限り、それも仕方ない。ただ、ユトも魔ま術じゆつ回収屋としての立場から、まだ訊きいておきたいことがあった。

「市長が所有する魔ま術じゆつの情報、少しでもいいから知りませんか？」

「訊きいてどうする？」

「僕ぼくらは魔ま術じゆつ回収屋ですから」

「奪うばうってのか？」

「必要があるなら」

「それでまた戦争を始めようってのか？」

「そういうわけじゃ……」

「違ちがうってのか？　魔ま術じゆつを奪うばい合うことが魔術大戦の原因じゃねぇか！」

　至近距きよ離りで怒ど鳴なられ、返す言葉がなかった。

　ユトが沈ちん黙もくしていると、隣となりでドンと皿を置く音が聞こえてきた。さらに、場にそぐわないほんわか声が聞こえてくる。

「はぁ～、おいしかったぁ。ごちそうさま」

　サラサは幸せそうな笑え顔がおを浮うかべていた。そして目が合うと、ユトに抱だきついてくる。

「うーん……なんか眠ねむくなってきた」

　サラサは難しい話を聞くと、すぐに眠ねむくなってしまう特性があった。とはいえ、多少は場の空気を読んでほしいところだ。強面こわもての店主が睨にらんでいる。

「サラサ、真面目な話をしてるところなんだよ」

　ユトがこっそり耳打ちすると、サラサは一応、身体からだを起こす。だが、あくび混じりに口にした言葉は、さらに店主の機き嫌げんを損そこねるものだった。

「だって、よくわからないんだもん」

「お嬢じようちゃん……あんたも魔ま術じゆつを奪うばい合ってるんじゃねぇのか？」

「ほへ？　それがどうしたの？」

「お前さんは戦争を体験してないから知らないんだろ！　魔ま術じゆつのせいで、どれだけの人間が不幸になったと思ってやがる！」

「うん。わたしのパパとママも、戦争で死んだよ」

　サラサはあっさりとそのことを告白した。まるで気にした風もなく、それどころか穏おだやかな笑えみを浮うかべていたほどだ。

「だけどね、パパもママも言ってたよ。『魔ま術じゆつは人を笑え顔がおにすることができる』って。だからわたしは、魔ま術じゆつで人を、ユトを笑え顔がおにしてあげるの」

　サラサがユトにウインクする。もう何度目だろうか。でもユトはなにも言えず、うつむくことしかできなかった。聞くたびに同じような反応しかできない自分が情けない。

　ゴロゾウもばつが悪そうにしていた。そんな彼かれに、サラサがにこやかに話しかける。

「昔のことは知らないけど、わたしたちは大だい丈じよう夫ぶだよ。不幸になんてならないもん」

　これがサラサのいいところだ。常に前向きで、どんな時でも、なにがあっても明るく楽しそうにしている。そして自分だけじゃなく、他人まで笑え顔がおにしようとするのだ。

　その想おもいは、きっと店主にも伝わったことだろう。

「……悪かったな。協力するよ。けど、魔ま術じゆつの情報なんて意味あるのか？」

　そこでサラサがユトの方を見つめてくる。説明は任せるといった感じだ。

「魔ま術じゆつを『奪取ステイール』するには三つの条件があるんです。一、その魔ま術じゆつを自分の目で見ること。二、服ごしでもいいから相手の身体からだに触ふれること。そして三、奪うばう魔ま術じゆつが十七系統のどれに属するか判別すること。系統ごとに奪うばい方が変わるので、特に三つめが重要になります。魔ま術じゆつの系統がわかれば、それだけ『奪取ステイール』もしやすくなるんです」

「そうなのか。けど悪いな。やっぱり魔ま術じゆつのことはわからねぇ」

　ユトもそこまで期待していたわけじゃない。なにしろ魔ま術じゆつの情報は、魔ま術じゆつ士しにとっては命の次に大事なものなのだ。だから普ふ通つうは、人前で魔ま術じゆつを使うことだって避さけようとする。使うとしたら、そうせざるを得ない状じよう況きようか、奪うばわれても構わないレベルの魔ま術じゆつだけだ。

「でも待てよ。前に奴やつが『〝千年魔ま術じゆつ〟を一つだけ持っている』と言ってた気が……」

「千年魔ま術じゆつ？　本当ですか？」

「そんなにヤバイのか？　千年魔ま術じゆつってのはなんなんだ？」

「『千年』というのは、魔ま術じゆつのランクです。大きく分けて、他に『百年』と『十年』と『一年』があるんだけど……簡単に言うなら、全く同じ魔ま術じゆつが発見されるまでにどれだけの時間が経たつかの目安です。要するに希少価値のランクですね」

「『千年魔ま術じゆつ』は、千年に一度しか見つからないってことか？」

「一応そうです。ただし千年魔ま術じゆつの場合、同じ魔ま術じゆつを目にすることは滅めつ多たにないですけど」

「どっちにしろ強力な魔ま術じゆつなんだろ？　あの野や郎ろうが持ってるのは。恐おそろしいな……」

　ゴロゾウが険しい顔つきになる。と、横から金きん髪ぱつ少女がのほほんとした声を上げる。

「千年魔ま術じゆつくらい、わたしだって持ってるよー。しかも一つじゃなくていっぱい」

　なぜかサラサは勝ち誇ほこった顔をしていた。いまいち状じよう況きようを理解していないらしい。

「本当にラストナンバーなら、どんな魔ま術じゆつを隠かくし持ってるかわからないよ。注意しないと」

「わかってるもん。ユトってば、わたしのこと、子供扱あつかいして……」

　ジッと睨にらみつけてきたと思ったら、サラサはまたユトに抱だきついてくる。さらに、くすぐり始めた。

「やっ、やめて！　僕ぼくが悪かったよ」

「アハハ、そうそう、笑え顔がおだよ笑え顔がお。暗くなっちゃダメなんだから」

　サラサはそう言ってユトをくすぐり続ける。口を開けたところに木の実を放り込こんでくる。ユトが危あやうく飲み込こみそうになって盛せい大だいにむせ返ると、慌あわててサラサは背中をさする。

　そんな二人の様子を見ていた食堂の店主も、思わず笑えみを漏もらしてしまうのだった。




　　　　　　　　　　５




　翌日、食堂から出てきたコロンの姿は、ユトにはショックなものだった。その白い服装こそ変わらないが、髪かみはすっかり短くなっていたのだ。彼女かのじよが気き丈じように振ふる舞まうほど、ユトの気分は沈しずんでしまう。おかげで市長の元へ向かう途と中ちゆうの空気は重苦しかった。

　それでも隣となりを歩くふわふわ金きん髪ぱつの少女だけは、普ふ段だんとなにも変わらない。

「ねぇ、コロンさん。昨日の約束ってなんなの？」

「彼かれが……ババルーバさんが市長を務める期間の約束です」

「ほへ？　どゆこと？」

「今の市長は一年前、前の市長が死んだ日に街に戻もどって来ました。彼かれは市長の代わりを務めると言いだしたのですが、住民たちは懐かい疑ぎ的でした。そこで一年という期間を設け、臨時の市長として任せることにしたんです」

「ほぉほぉ、なるほどなるほど」

　本当に理解しているのかわからないが、サラサはもっともらしくうなずいていた。

「中央政府にも協力を求めたんですが、国にもまだ余よ裕ゆうはないみたいで……。そうこうしている間に市長の専横が始まりました。鉄道を封ふう鎖さし、魔ま術じゆつ士しを集めて軍隊のようなものを作り、気づけば逆らえない状じよう況きように……。でも、今日で約束の一年ですから」

　コロンは雰ふん囲い気きを変えるように、最後だけは努めて明るい笑え顔がおを作っていた。







　市長が待っていると案内されたのは、街の真ん中に建つ巨きよ大だいな灰色の塔とうだった。色んな金属を混ぜ合わせて造られたというだけあって、近くで見るとかなりまだらな模様をしている。市長はこの塔とうの最上部に部屋を作って市政を行っているという。

　コロン、サラサと共に、ユトはエレベーターに乗って上じよう昇しよう。

　案内されたのは、想像以上に殺風景な部屋だった。棚たなや机はおろか、イスさえ置かれていない。本当にこんなところで仕事ができるのかと疑ってしまうような部屋だ。

　無む駄だに広いだけの部屋に、巨きよ大だいな亀かめのような男は一人で待っていた。その顔には、相変わらずの嫌いやらしい笑えみが浮うかんでいる。

「よく来たな。歓かん迎げいしてやる」

　妙みように友好的な雰ふん囲い気きだ。意図が読めない。ユトは最大限に警けい戒かいする。一方で、コロンは周りのことを気にする余よ裕ゆうもないらしく、さっそく切り出していた。

「約束どおり、今日であなたには市長を辞やめてもらいます」

「慌あわてるな。それよりも、オレ様がなぜお前らをここに呼んだかを考えろ」

「どういう意味ですか？」

「お前ら三人はな、魔ま術じゆつ士しとしての才能があるんだよ。後ろの二人は言うまでもなく、コロン、お前もロンドーの娘むすめだ。才能がある」

「だったらなんだって言うんですか？」

「察しが悪いな。お前らは、オレ様の部下として働くんだよ」

「ふざけないで！　あなたは市長を辞やめるはずじゃないですか！」

「臨時のな。今日からは正式な市長だ」

　巨きよ大だいな亀かめ男おとこは悪あく辣らつな顔で言うと、部屋を揺ゆらすほどの高笑いを上げた。

　耳をふさぎたくなる馬ば鹿か笑わらいの中、コロンが力なく崩くずれ落ちる。

「そんな……ひどい……」

　倒たおれそうになるコロンの身体からだをユトが支えた。そしてカラフルな少女が前へ進み出る。

「ふっふっふ、ここからはわたしの出番だね」

「公認魔ま術じゆつ士しか。お前はどうだ？　オレ様の部下になるだろ？」

「なってどうするの？」

「ここを拠きよ点てんに、魔術大戦に備える！　大戦の再開はすぐそこにまで迫せまっているんだ。だからオレ様は魔ま術じゆつ士しを集めた。今度こそ公こう魔ま十じゆう七なな家け側につき、大暴れしてやる。奴やつらに認められて相応の地位に就つけば、おいしい思いもできるぞ」

　市長が自分勝手な目的を語る。サラサはうなずきながら聞いていたと思ったら、

「おいしいって、木の実がたくさん食べられるの？」

　ちょっと流されかけていた。

「木の実だろうが、なんだろうが、好きなだけ食わせてやる！」

「好きなだけ……」

　サラサの口からよだれが垂れ始めた。これはまずいと思い、ユトは声をかける。

「サラサ、ダメだからね」

「ユト！　じょ、冗じよう談だんに決まってるでしょ。アハハ……」

　誤ご魔ま化かすように笑ってから、サラサは市長の方に向き直った。

「ユトがダメって言ったらダメなの！　木の実くらい、自分で集められるもん。あと、わたしはユトと一いつ緒しよに探してるものがあるし、けっこう忙いそがしいんだから」

　サラサは市長に向けてビシッと指を差す。それから振ふり返り、ウインクをしてくる。ユトは嬉うれしいような、申し訳ないような思いだ。

　一方、提案を拒きよ否ひされた大男の顔は、見る見るうちに怒いかり色に染まっていく。

「貴様もオレ様の誘さそいを断ると言うのか……？」

「木の実だけならもらってあげてもいいよ！」

　サラサは本気で言っているが、相手にとっては挑ちよう発はつでしかない。

「ガキが……調子に乗るなよ──千年魔ま術じゆつ、『流体合金アルケミストオブの錬金術師ダイナミツクメタル』！」

　市長が叫さけぶ。まさかそんなレアな魔ま術じゆつが出てくるとは、ユトは思ってもみなかった。

「サラサ、まずい！」

　ユトが声を上げるよりも早く、すでに変化は現れていた。

　それまで鋼鉄のように硬かたかった床ゆかが、泥どろみたいに柔やわらかくなり、波のようにうねり始める。床ゆかだけじゃない。壁かべも、天てん井じようも……部屋全体がぐにゃぐにゃと、形を崩くずし始めていた。

「なんなの、これ！」

　底なし沼ぬまのごとく床ゆかに足が沈しずんでいき、さすがにサラサも慌あわてる。その様子を見て、巨きよ大だいな亀かめ男おとこは実に楽しそうに吠ほえていた。

「お前らはここで終わりだ！　飲み込こんで、押おし潰してやる！」

「そっちも飲み込こまれてるじゃん！」

　確かに市長の巨きよ大だいな身体からだも、すでに半分ほどが床ゆかの中へと沈しずんでいる。が、もちろん術者である彼かれは平気だ。

「誘さそいを断るとは馬ば鹿かな奴やつらめ！　ここから逃にげる術すべはないぞ。合金の一部になれ！」

　サラサが振ふり向き、「ユト！」と声をかけてくる。お互たがいに腕うでを伸のばし、どうにか手をつなぐ。もう片方の腕うでには、すでにコロンを抱だいている。どうにか行けそうだ。

　──あまり派手な魔ま術じゆつは使いたくないけど、しょうがない。

「百年魔ま術じゆつ……『気まぐれな運び屋ランダムトランスポーター』」

　ユトはつぶやく。次の瞬しゆん間かん、視界が飛んだ。




　かなりの衝しよう撃げきと共に、ユトは地面に落っこちた。どうにか受け身は取ったものの、背中に何かが乗っていて起き上がれない。でも、この重みには覚えがあった。

「お……重いよ……」

「なっ、また重いって言ったぁ！」

「やっぱりサラサか。早くどいて……」

　しかしユトをイスがわりにしている金きん髪ぱつ少女は、立ち上がるよりも先に疑問を口にする。

「ここはどこなの？」

「知らないよ。『気まぐれな運び屋ランダムトランスポーター』は人数制限なしに瞬しゆん間かん的な空間移動ができるけど、方向と距きよ離りの制せい御ぎよはできないから。むしろ地面ギリギリに飛べただけでも運が良かった」

「よくわかんない……。まあ、あそこから抜ぬけ出せたし、よかったよかった」

　そんな話をしていると、すぐ側そばからコロンの声が聞こえてきた。

「あれを……」

　彼女かのじよはすでに立ち上がり、遠くの方を見つめていた。

　そこには巨きよ大だいな塔とうが建っている。だが、入る前に見たのとは形が違ちがう。巨きよ大だいでまっすぐだった塔とうが、人のような形に変わっていたのだ。しかも動いている。

　その姿は、まるで金属の人形──いや、巨きよ人じんだ。

「なに、あの魔ま術じゆつ……」

　サラサも見たのは初めてだろう。驚おどろきを隠かくせないようだ。もちろんユトも、これほど巨きよ大だいな規模で目にしたことはない。

「『流体合金アルケミストオブの錬金術師ダイナミツクメタル』は、『金属ソード系』の千年魔ま術じゆつだよ。あらゆる金属を自在に操作することができるんだ」

「それってすごいの？」

「まあ珍めずらしいのは確かだね。そもそも金属がなければなんの意味もない魔ま術じゆつだし」

　ユトとサラサが話していると、またコロンの吐と息いきのような声が聞こえてくる。

「アレは父の魔ま術じゆつです……」

　唐とう突とつにもたらされた新情報。そのことについて尋たずねようとするが、コロンはすでに駆かけだしていた。

「あっ、ちょっと待っ──」

　サラサは立ち上がって追いかけようとする。けれど、

「きゃっ！」

　ユトの身体からだにつまずき派手に転がった。さらに、サラサのポケットから小こ袋ぶくろが飛び出し、辺りに木の実をまき散らしていた。

「うっ……うぅ……」

　顔だけ上げ、涙なみだ目めで睨にらんでくる金きん髪ぱつの少女。しかし泣きたいのはユトの方だ。ただでさえ踏ふみつけにされていたのに、思いきり脇わき腹ばらを蹴けられたのだから。

「ユトが仕返しした……」

　サラサは涙なみだ目めで木の実を集め始める。集めながら、いくつか口に放り込こんでいた。

「仕返しなんてしてない──って、そんなことを言ってる場合じゃないだろ！」

　金属の巨きよ人じんとの位置関係を考えれば、今いる場所は街の外れということになる。コロンが何をするつもりかわからないが、すぐにでも追いかけないと。

　しかし金きん髪ぱつの少女は、木の実を集め終えてもまだ立ち上がろうとしなかった。

「だって痛いんだもん……」

　サラサは足をさすりながら、潤うるんだ瞳ひとみでユトを見つめてくる。完全にだだっ子モードだ。

　ユトは仕方ないとため息を一つ。側そばまで行くと、ふわふわの金きん髪ぱつをなでながらつぶやいた。

「『痛いの痛いの飛んでいけサナサナコリタデラナ』」

　使ったのは『医毒リブラ系』の十年魔ま術じゆつだ。すぐに怪け我がを治せるほどの効果はないが、しばらくの間は痛みを忘れさせてくれる。

「おっ……ふっかーつ！」

　サラサは勢いよく立ち上がり、にっこり笑え顔がおを向けてくる。

「ありがとう、ユト」

　こんな状じよう況きようでも、彼女かのじよの暖かな笑え顔がおには癒いやされる。だからユトは、ついついわがままを聞いてしまうのだが。

「それじゃあとはわたしに任せて！」

　自信満々に言い、サラサはあっという間に走り去ってしまう。そのカラフルな姿が視界から消えた頃ころになって、ようやくユトはほんわか気分から我に返った。

「待った！　僕ぼくも行くよ！」




　雲を貫つらぬくほど高く聳そびえる金属の巨きよ人じんのおかげで、ユトは道に迷うことはなかった。だが先行しているはずの二人の姿は一向に見つからない。

　やがて随ずい分ぶんと近づいたところで、道の向こうから逃にげてくる人の群れに巻き込こまれた。さらに進むと、開けた場所に出る。そこでユトは、街で起きていることを目もく撃げきした。

「どこへ行った、クソガキどもおぉッ！」

　空が唸うなるような声が、上から降ってくる。金属の巨きよ人じんとなった市長の声だ。彼かれは怒いかりの雄お叫たけびを上げ、その巨きよ大だいすぎる体たい軀くで暴れていた。

　金属の巨きよ人じんが足を、腕うでを振ふりまわす。家は枯かれ葉のように踏ふみつけられ、道は爆ばく風ふうを浴びたようにめくれ上がる。まさに戦争でも始まったかのような迫はく力りよくで、街が破は壊かいされていく。

　辺りは恐おそらく住宅地だったはずだ。しかし、もはやユトの背せ丈たけを越こえるものは、ほとんど残されていなかった。広場というには、あまりに荒こう廃はいした景色が広がっている。

　六年前までは、毎日のようにこんな景色を見ていた。

　記き憶おくが刺し激げきされ、ユトの怒いかりのボルテージが上がって行く。無意識に、頭にかぶる帽ぼう子しに手が伸のびる。その時だった。

「やめてください！」

　荒こう廃はいした空間に、女性の声が響ひびく。白い服を着た彼女かのじよが、金属の巨きよ人じんを挟はさんで反対側に立っていた。

「そこにいたのか……」

　空から降るくぐもった声。表情は見えないが、市長の嫌いやらしい笑えみが目に浮うかぶ。そんな相手に対して、コロンは必死に訴うつたえていた。

「お願いです。街を、みんなを、これ以上、苦しめないで！」

「そんな泣き言が通じると思ってるのか？」

「あなたもこの街で生まれ育った仲間じゃないですか！」

「だったら、オレ様に従うか？」

「少しくらいなら、またみんなで耐たえて……」

　コロンは苦く渋じゆうの表情でつぶやく。髪かみを切られ、約束を反ほ故ごにされ、それでも彼女かのじよは耐たえようというのだ。

　その懸けん命めいな想おもいが相手に届くことを、ユトは心のどこかで期待していた。だが──、

「馬ば鹿かな女だ……オレ様に逆らった報いを受けろ！」

　巨きよ大だいな金属の腕うでが、儚はかなげな女性の頭上に振ふり下ろされる。

「やめろおおぉぉ──」

　ユトの叫さけび声ごえ。それをかき消すほどの衝しよう撃げき音と共に、大木よりも太い金属の腕うでがコロンの身体からだを圧おし潰つぶした──はずだった。

「百年魔ま術じゆつ、『身体能力進化フイジカルエリート』……」

　砂ぼこりの中から、ユトのよく知る声が聞こえてきた。

　少しずつ視界が晴れていく。と、そこには巨きよ大だいな金属の腕うでを片手で受け止める、カラフルな装よそおいの少女が立っていた。

「サラサ！」

　そのすぐ横には、倒たおれ込こんだ格好のコロンの姿もある。

　ギリギリでサラサが間に合ったことに、ユトはホッと一息つく。が、すぐに気を引き締しめ直した。

　サラサは『肉体マツスル系』の魔ま術じゆつで身体能力を強化し、金属の巨きよ人じんの腕うでを受け止めている。だが表情を見る限り、次の行動に移れるほどの余よ裕ゆうはなさそうだ。

「グハハハハハハッ、どうした、公認魔ま術じゆつ士し！　そこからどうするつもりだ？　オレ様の身体からだに触ふれなければ、『奪取ステイール』もできないだろ。だが、この魔ま術じゆつを使っている限り、オレ様は金属に守られている。わかったら、大人しく潰つぶれてろ！」

　金属の腕うでの圧力が増す。地面に亀き裂れつが走り、サラサの身体からだが沈しずみ込こむ。彼女かのじよはもう片方の腕うでも伸のばし、必死な表情でその圧力を支える。

「ぐっ、うぐぐ……このくらい……」

　明らかに厳しい状じよう況きようだ。ユトは駆かけ寄ろうとする。と、またコロンが声を上げた。

「もうやめて……」

　か細い声だった。それに、市長の激しい声が応じる。

「何をやめると言うんだ？　破は壊かいか？　支配か？　争いか？　やめられるわけがないだろ。こんな力を持ってるんだ！　魔ま術じゆつってのは、破は壊かいと争いのためにあるんだよ！」

　声の調子で、さらに腕うでに力が乗ったことがわかる。しかし──。

　サラサの両りよう腕うでは逆に、その圧力を押おし返し始めていた。

「違ちがうもん……」

「なんだと……くっ、どこにそんな力が……」

「わたしは魔ま術じゆつで人を笑え顔がおに……ユトを笑え顔がおにするんだから！」

　サラサは声に力を込こめ、全身をバネのように跳はね上げた。

　大木のような金属の腕うでが、激しく弾はじかれる。その勢いで、金属の巨きよ人じんの全身までが大きく揺ゆらいだ。

　それでも倒たおれたわけではない。市長の怒いかりの声が聞こえてくる。

「くだらない理想ばかり吐はきやがって。虫唾むしずが走る！　魔ま術じゆつで笑え顔がおにするだと？　前に同じようなことを言った男は、オレ様の前であっさりくたばったぞ」

「……なんの話？」

「そこにいるコロンの父親だよ。オレ様の前の市長、ロンドーだ。奴やつもほざいてたな。『魔ま術じゆつは使い方しだいで希望を生むことだってできる』と」

　急な話の展開に、サラサは言葉が出てこない。代わりに、コロンがつぶやきを漏もらした。

「なんで父が……あなたに……？」

「察しが悪いな。どうしてオレ様が奴やつの魔ま術じゆつを持ってると思ってるんだ？」

「どうしてって……わからないです……」

「馬ば鹿かな娘むすめだ！　奪うばってやったに決まってるだろ！」

「えっ、でも父は一年前に事故で……」

「オレ様が殺したんだよ。事故に見せかけてな。そして、魔ま術じゆつも、市長の座も、この街も、希望の塔とうも、すべてを奪うばってやった！」

　最高に興奮した声と、品性下げ劣れつな高笑いは、恐おそらく街の隅すみ々ずみにまで届いたんじゃないかと思うほど激しかった。

　サラサの顔にも怒いかりが滲にじむ。今にも飛び出して行きそうな気配だ。ただ、コロンを守りながらでは、思う存分に戦えないだろう。と、ユトは急いで二人の元まで駆かけ寄った。

「サラサ、こっちは僕ぼくが引き受けるよ」

「ユト！　待ってたよ」

　本当はもっと早く来られたはずだ。でもユトは自分が戦うべきかどうか迷ってしまい、遅おそくなってしまった。サラサに任せておけるなら、それが一番なのだが。

「一人で大だい丈じよう夫ぶ？」

「もちろん！」

　元気に返事をしてから、サラサはすぐに集中し始める。そして両手を前方に伸のばし、静かに口ずさむ。

「千年魔ま術じゆつ……『無切天断乃長太刀アダマテインブレイド』」

　両手の先の空間が激しい光に包まれ、強い風が辺りに吹ふき荒あれる。少女のカラフルな服と、長い金きん髪ぱつが激しく波打つ。

　次の瞬しゆん間かん、サラサの両手には一本の刀が握にぎられていた。

　その刀、刃やいばはどんな光も跳はね返かえすほどの輝かがやきを放ち、まるで金こん剛ごうのよう。長さは、少女の背せ丈たけと同じくらいはあろうか。

　サラサは刀を構え、満足そうに微笑ほほえみながら金属の巨きよ人じんを見上げる。

「ラッキー。強度は最高の『10』だ」

「魔ま術じゆつか……しかし、なんだそれは！」
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　市長の動どう揺ようが声から伝わってくる。彼かれは恐おそらく聞いたこともない魔ま術じゆつだろう。ユトでさえ、サラサと出会うまで見たことがなかった魔ま術じゆつだ。

　サラサの使うこの魔ま術じゆつは、千年魔ま術じゆつの中でも、レア中のレアだと言っていい。

「大だい丈じよう夫ぶなんですか……」

　すぐ側そばから、かすれた声が聞こえてくる。コロンは不安そうにサラサを見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶ」とユトは答えた。「今日のサラサは絶好調だから」

「どうしてわかるんですか？」

「あの魔ま術じゆつ……『無切天断乃長太刀アダマテインブレイド』は、千年魔ま術じゆつのくせにランダム要素があって、使うたびに刀身の強度が変わるんです。一日に一回しか使えないから、強度１のふにゃふにゃを引いたら最悪。でも今日のサラサが引いたのは強度10。あの刀に斬きれないものはない」

　コロンにだけ聞こえるくらいの小声の解説。それが終わるのとほぼ同時だった。

　金属の巨きよ人じんが腕うでを振ふり上げた。

「死にやがれ！」

　迫せまりくる巨きよ大だいな金属の塊かたまり。

　少女は刀を構えたまま飛び上がる。

　そして横一文字──振ふりぬく。

　シュッ。風を切る音がかすかに聞こえた。

　衝しよう撃げきはない。まるで無を斬きるがごとく。静かに、あっさりと、巨きよ大だいな金属の腕うでは、その中ちゆう途とで接合を断たち切られた。

　見事だ。と思ったら、

「ヤバっ──」

　サラサの驚おどろき詰つまる声が聞こえてくる。金属の巨きよ人じんの腕うでを斬きったはいいが、そこから先のことは考えていなかったようだ。

　巨きよ大だいな金属の塊かたまりがユトたちの方へ向かって落下してくる。肝かん心じんなところでドジを発揮する辺りが彼女かのじよらしい。もちろんユトは予測済みだ。

「『従属されし引き合う力パーフエクトグラビテイ』！」

　落下してくる物体が、途と端たんに動きをスローに変える。ふわりと、風のゆりかごにでも乗ったかのように、巨きよ大だいな金属の塊かたまりは静かに地面にたどり着いた。

「ナイス、ユト！　でもその魔ま術じゆつ、初めて見るような……」

　サラサの怪け訝げんそうな顔を見て、ユトはまずいと思った。

「そうだっけ？　実はこれも使い勝手が悪くてさ──って、この話はあとだ」

　実際は逆だ。この『千年魔ま術じゆつ』はとても使い勝手がいい。だが、サラサの前──というか大っぴらには使いたくない代しろ物ものなのだ。

「じゃあ、あとで詳くわしいことを聞かせてね！」

　サラサは金属の巨きよ人じんの方へ向き直り、長い刀を構える。そして飛び上がろうとするが。

「ひぃっ！　うわあああぁぁ──」

　とてつもない音量の悲鳴を上げ、市長が逃にげ始めた。

　ドシンッドシンッ、と地面を揺ゆらしながら、その巨きよ体たいが遠ざかって行く。

　まさか片かた腕うで（しかも自分のではない）を斬きられただけで、この反応はユトも予想外だ。

「ほへ……？」

　サラサも追いかけるのを忘れ、呆あつ気けに取られていた。

　だが市長の巨きよ大だいな金属の身体からだは、動き回るだけで街に被ひ害がいを与あたえるのだ。

「サラサ、とにかく彼かれの動きを止めないと！」

「あっ、うん！　でも間に合うかなぁ……」

　サラサが追いかける。身体からだが大きい分、相手の方が速いのは確かだ。

　しかしサラサが離はなれてすぐ、ユトは『従属されし引き合う力パーフエクトグラビテイ』をコントロールする。

　特定の対象にかかる重力を自在に操あやつる。それがこの魔ま術じゆつの肝きもだ。離はなれていても、対象を視界に捕とらえていれば問題ない。

「ぐおおぉぉ、なんだああぁぁ──」

　動きの止まった金属の巨きよ人じんから絶ぜつ叫きようが聞こえてくる。もはや立っていることすらできなくなり、その場にうずくまっていた。

　そこへサラサが到とう着ちやく。そして──いくつもの閃せん光こうが空くうを斬きった。
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　ユトがコロンと共に駆かけつけた時には、市長はすっかり金属の鎧よろいをはがされたあとだった。ほとんどパンツ一枚という情けない姿で、地面にへたり込こんでいる。

「やったよー、ユト！　なでてなでて」

　サラサは飛びつきながら、頭を差し出してきた。ユトがその柔やわらかな金きん髪ぱつをなでると、彼女かのじよの頰ほおはほんのり色づき、表情もトロけそうになる。ただ、緊きん張ちようを緩ゆるめるのは少し早い。

「サラサ、まだ『奪取ステイール』が残ってるよ」

「ほへぇ……どっちがするの？　これって攻こう撃げき系？　サポート系？」

「使い方しだいかな。前の持ち主は街の『希望』のために使ってたみたいだし」

　ユトはちらりとコロンを見る。彼女かのじよはなんとも言えない複雑な表情を浮うかべていた。

「父は言ってました。『いつか街の人たちが力を合わせて、塔とうを越こえる建物を造るんだ』って。みんなも、塔とうがあるから頑がん張ばれるっていつも口にしていました……それなのに……」

　コロンは、巨きよ大だいな体たい軀くの市長を見つめていた。でも睨にらむのとは少し違ちがう。言いたいこともたくさんあるのだろうが、言葉が上う手まく見つけられないようだ。

　ともかく魔ま術じゆつは回収しないといけない。話し合いの末、サラサが市長の魔ま術じゆつを『奪取ステイール』することになった。そして彼かれに手を伸のばそうとするが。

「や、やめろ！　千年魔ま術じゆつを奪うばわれる時の痛みは尋じん常じようじゃないんだ！」

「ほへ？　そうだっけ？」

「お前、公認魔ま術じゆつ士しのくせに、そんなことも知らないのか！」

　市長がサラサに向かって吠ほえる。その言葉には、思わずユトもうなずいてしまった。サラサは魔ま術じゆつを扱あつかうセンスは抜ばつ群ぐんだが、魔ま術じゆつに関する知識は一向に身につかないのだ。市長もそれを察したのか、必死に説明していた。

「魔ま術じゆつのランクが高いほど、奪うばわれる時の痛みも強くなるんだよ。千年魔ま術じゆつの場合、一いつ般ぱん人じんならショック死するほどの痛みだぞ！　オレ様を殺す気か！」

「でも確か、ゆっくりやれば大だい丈じよう夫ぶって聞いたような……」

「ああ、時間をかけて『奪取ステイール』すれば、その分だけ痛みも和やわらぐ。身体からだに張ったテープをはがす時みたいにな。……そうしてくれるのか？」

「うーん……めんどい」

　サラサが冷たい一言を放つと、市長は涙なみだを流して嫌いやがり始めた。まるで注射前の子供のようだ。気持ちはわからなくもない。ユトだって、あの痛みにはいまだに慣れないのだ。

「サラサ、さすがに千年魔ま術じゆつはキツイよ」

「だってゆっくりやってたらお腹なかがすいちゃうもん……」

「仕方ない。僕ぼくの魔ま術じゆつで痛みを和やわらげるよ」

「えー？　まさかアレを使うの？」

　サラサは不満そうだったが、ユトは魔ま術じゆつを使ってやることにした。

「『痛いの痛いの飛んでいけサナサナコリタデラナ』」

　これで市長が負う痛みは緩かん和わされるはずだ。しかしまだサラサが納なつ得とくしていない。

「ぶー、それはわたし専用の魔ま術じゆつなのに……」

　ユトはあとで彼女かのじよにもやってあげると約束する。それでようやくサラサは行動を開始した。

「スティール！」

　どんな魔ま術じゆつ士しであっても、この作業だけは同じだ。相手の身体からだに触ふれ、一定の時間をかけなければ魔ま術じゆつを奪うばえない。一いつ般ぱん的な魔ま術じゆつ士しが千年魔ま術じゆつを奪うばう場合、最低でも五秒は必要だろうか。その上で、十七つの系統、それぞれに合わせた奪うばい方をする必要がある。

　奪うばう魔ま術じゆつの系統に合わせ、主に腕うでに変化が現れる。今回は『金属ソード系』の魔ま術じゆつ。だからサラサの腕うでは、金属で固められたような見た目に変化していた。『肉体マツスル系』のように腕うでが太くなるよりもマシだとユトは思うのだが、彼女かのじよは嫌いやだったらしい。サラサは二十秒もかけずに『奪取ステイール』を終えようとしていた。

「サラサ、まだ早い！」

　ユトは注意するが、遅おそかった。

「ぐおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉ──」

　大地を割りそうなほどの絶ぜつ叫きようと共に、市長が地面を転がる。巨きよ大だいな体たい軀くを右に左に揺ゆらしながら、彼かれは痛みに苦しんでいた。ユトの魔ま術じゆつで緩かん和わさせたにもかかわらず、この痛がりようだ。やはり千年魔ま術じゆつの『奪取ステイール』には注意しないと──次からは。

　市長はしばらく痛みに苦しんでいたが、唐とう突とつにその動きが止まった。気絶したのだ。

　仕方ないので、ユトはさらに痛みを緩かん和わする魔ま術じゆつをかけ、それから彼かれを起こした。

「ぐっ……うっ……うぅ……」

　痛みはまだ引いていないらしく、市長はユトたちを親の仇かたきを見るような目で睨にらみつけてくる。

「ガキども……オレ様は最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しだぞ。こんなことをしてタダで済むと思うなよ」

　懲こりない人だ。ユトが思っていると、さらに市長がつぶやくように言った。

「『弾幕鳳仙花バレツジバルサム』」

　途と端たんに、市長の周りに拳こぶしほどの大きさの火球が出現した。数は五つ。

「魔ま術じゆつ？　しつこいよ！」

　サラサが再び戦せん闘とう態勢に入ろうとする。それを、市長は大げさな身み振ぶりで止めた。

「やめておけ！　オレ様に触ふれれば、この火球が一気に爆ばく発はつするからな」

「ほへ？　まだ発動してないの？　どんな魔ま術じゆつ？」

「簡単に言うなら、爆ばく弾だんだ。この火球一つで、街を吹ふき飛ばせるくらいの威い力りよくがある」

「ウッソー？　それだと自分も一いつ緒しよに吹ふき飛んじゃうよ」

「仕方ない。人ナ造ン魔バ術ー士ズは、敗北したら自じ爆ばくする決まりだからな。最後に使うのが、この千年魔術、『弾幕鳳仙花バレツジバルサム』だ。オレ様を動かそうとすれば、それだけでも火球は爆ばく発はつするぞ」

　彼かれの言っていることが本当なら、確かにとんでもない魔ま術じゆつということになるが。

「そんなことはやめてください！」

　コロンが必死に訴うつたえる。だが、市長は頑がんとして魔ま術じゆつを取りやめようとはしない。

「お前はロンドーの娘むすめだ。できればオレ様も殺したくはない。奴やつには世話になったからな」

「だったら街を破は壊かいするようなことはやめて！　罪を償つぐない、一からやり直しましょう！」

「無む駄だだ。人造魔ま術じゆつ士しに希望なんてない。それより、逃にげるなら早くした方がいいぞ」

「えっ、なぜ……」

「この魔ま術じゆつは、時間がきたら自動的に発動するんだよ。オレ様はスイッチを入れただけで、すでにカウントダウンは始まっている。残りはあと一分ほどだ」

「そんな……それじゃ街の人は……」

　腰こしでも抜ぬけたのか、コロンがその場にへたり込こんでしまう。対して、元気よく反応したのはサラサだった。

「そういうことは早く言ってよ！　急いで木の実を集めないと！」

　サラサがユトの腕うでを取って走り出そうとする。が、ユトはその場に踏ふみとどまった。

「どうしたの、ユト？　木の実いらないの？」

「その前に、訊ききたいことがある」

　ユトは市長に目を向ける。彼かれは妙みように落ち着いた表情を浮うかべていた。

「なんだ？　冥めい途どの土産みやげになんでも答えてやろう」

「本当に死ぬ気なの？」

「ああ、オレ様は人ナ造ン魔バ術ー士ズだ。戦場でしか生きられない悲しき殺さつ戮りく兵器だ……」

　巨きよ大だいな身体からだに似合わぬ自じ嘲ちよう。まるで何かに酔よっているような雰ふん囲い気きだ。

「早く、ユト！　爆ばく発はつしちゃうよ！」

「今さら逃にげても間に合わないよ。まさかこんな展開になるなんてね……サラサ」

　と、ユトは金きん髪ぱつの少女に顔を向け、エメラルド色の瞳ひとみをまっすぐ見つめた。

「な、なに……？」

「いいかい？　これからなにが起きても落ち着いていて。僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶだからね」

「ほへ？　どういうこと？　なにが起きるの？」

　ユトは微笑ほほえんでみせる。そしてサラサから距きよ離りを取り、市長と向き合った。

「ユト、なにをするつも──」

「『暗黒の秘密部屋ブラツクボツクス』」

　サラサが言い終わるのも待たず、ユトは魔ま術じゆつを発動させた。




　突とつ然ぜん、サラサの目の前に黒い壁かべが立ちはだかる。少し離はなれたところから見ると、それは大きな黒い箱だった。高さは二階建ての家くらいで、かなり頑がん丈じようそうだ。

　サラサはすぐに気づいた。ユトと、市長の姿がない。黒い箱の中だ。

「ユト！　どういうこと？　なんなの？　なにをするつもり──」

　サラサの中で不安がどんどん大きくなる。自じ爆ばくしようとしていた市長と、頑がん丈じようそうな黒い箱を出現させたユト。そして二人で、箱の中に入った。いや、ユトが入れたのだ。

「やめてよ！　ユト！　出てきて！　今すぐ戻もどってきて！」

　嫌いやな想像が頭の中を沸ふつ騰とうさせ、サラサは完全に我を忘れてしまった。悲鳴に近い怒ど鳴なり声を上げ、ひたらすら黒い壁かべを叩たたき続ける。だが、返事はない。

　そして、予告されてから一分が経たとうとしていた。




　　　　　　　　　　７




　黒い箱の中は、静けさに包まれていた。明かりはなく、市長が生み出した火球だけがわずかな光を放っている。本人は突とつ然ぜんのことに驚おどろいたのか、啞あ然ぜんとした様子だ。そんな彼かれに、

「一分」と、ユトは声をかけた。

「えっ？」

「もう一分経たったけど」

「一分？　あっ、これか！　いや、その……お前が奇き妙みようなことをするから、もう一分だけ伸のばしてやったんだ。さっさとこの魔ま術じゆつを解除して逃にげろ！」

「それなら、もう一分だけ待ってみようかな。この『暗黒の秘密部屋ブラツクボツクス』はさ、外界とは完全に隔かく離りできるんだ。光はもちろん、音も衝しよう撃げきも伝わらない」

「なんだ、お前……死ぬつもりなのか？」

「だって人ナ造ン魔バ術ー士ズは、戦場以外では生きられないんだろ？」

「オレ様は確かにそうだ。だが、お前みたいな子供には未来がある。殺したくはない」

「もう猿さる芝しば居いはいいよ」

「なっ──なにが猿さる芝しば居いだ！」

　狼ろう狽ばいして抗こう議ぎしてくる亀かめに似た大男。ユトは無視してつぶやいた。

「『弾幕鳳仙花バレツジバルサム』」

　ユトの周りにいくつもの火球が出現する。その数、二十は下らない。さらに、どんどん増えていく。

「ど、どういうことだ！」

「『弾幕鳳仙花バレツジバルサム』さ。しかし『千年魔ま術じゆつ』とは大きく出たね。本当は『十年魔ま術じゆつ』なのに。でも僕ぼくは好きだよ、この魔ま術じゆつ。だって術者の能力によって、出現する火球の数が変わるからね。実力の差がわかりやすいんだ」

　話す間にも火球の数は増えていく。百を超こえたところで、ユトも数えきれなくなった。

　火球の放つ明かりが黒い箱内を照らし出す。対照的に市長の顔は見る見る陰かげっていく。

「おっ……お前はなんなんだよ！」

「答えてもいいけど、まずはその不ぶ恰かつ好こうな十年魔ま術じゆつを消してくれないかな。どうせ、火球をコントロールして攻こう撃げきするだけの陳ちん腐ぷな魔ま術じゆつなんだし」

　ユトに魔ま術じゆつの正体を語られ、観念したのだろう。市長はあっさりと魔ま術じゆつを解除した。

「しくじったもんだ……まさかこの魔ま術じゆつを知ってる奴やつがいるとはな」

「大方、僕ぼくらが逃にげる間に、自分も逃にげようと思ったんだろ」

「なんでもお見通しってか。さすがは公認魔ま術じゆつ士しだな」

「別に公認魔ま術じゆつ士しだから知ってたわけじゃないよ」

「どういう意味だ？」

「僕ぼくがこの魔ま術じゆつを知ったのは六年以上も前──戦場でだよ」

　ユトは静かに告白した。だが、あまりに信じられない話だったのか、市長の反応は薄うすかった。

「お前が戦場に？　まだ子供のくせになにを言ってる？」

「そうだね。あの頃ころは、今よりも子供だった。まだ十歳さいにもなってなかったから」

「本気で言ってるのか？　あの地じ獄ごくのような魔ま術じゆつの奪うばい合いに参加してたって？」

「僕ぼくが他の魔ま術じゆつ士しから奪うばった魔ま術じゆつの数……１００００００から先は数えるのをやめたよ」

「ひゃ、百万？　そんなことできるわけねぇだろ！　ラストナンバーでもあるまいし──」

「そのラストナンバーだけど、あなたは勘かん違ちがいしてる。『17』という数字、あれはシリアル番号なんかじゃない。身体からだに埋うめ込こまれた『魔ま光こう石せき』という鉱石の数を表してるんだ。その石を人じん為い的に身体からだに埋うめ込こむことで、彼かれらは魔ま術じゆつ士しとしての能力を大おお幅はばにアップさせた」

「身体に石を埋うめ込こむだと？　なんだ、その馬ば鹿かげた話……」

「もちろん馬ば鹿かげていたさ。たった一つの魔ま光こう石せきを埋うめ込こむ実験だけで、百万以上の人間が犠ぎ牲せいになった。なのに、埋うめ込こまれる石の数は増やされていった。そして最終的に、17つの石を埋うめ込こんだ最後の人ナ造ン魔バ術ー士ズが生まれた」

「石の数17つが『最後の数ラストナンバー』ってことか……？　だが、なぜお前がそれを知ってる？」

「経験したことだからね」

　ユトは火球を消し、頭に乗せていたモコモコの帽ぼう子しを取る。それから静かに呼吸を整える。自分の中に隠かくしてある力を開放していく。溢あふれないよう慎しん重ちように。すると──。

「ウソだろ……」

　市長の目に映るのは、青白い光に包まれる少年の姿だった。彼かれの手、足、胴どう体たい、そして頭の各所が、まるで星座を形作る星のように、青白い光を放ちだしたのだ。

　光が室内をかすかに照らす。その薄うす暗ぐらい明かりの中で、少年は不気味に微笑ほほえんでいた。

　市長は思わず後ずさった。が、すぐに後ろの壁かべにぶつかってしまう。

「勝手に人の──『最凶の人造魔術士ラストナンバー』の名を語らないでほしいな」

　少年が囁ささやくように話す。女の子みたいな外見で、さっきまではまるで強さなんて感じなかった。そんな彼かれが、今の市長には悪あく魔まよりも恐おそろしく見えた。

「ひっ、ひいいぃぃ！　助けてくれ！　名前を語ったのは、出来心だったんだ！　戦場帰りの奴やつに聞いて、それでなんかカッコ良かったし、使えると思って──」

「ん？　あなたも戦場帰りじゃないの？」

「オレ様は……戦場に着いたその日に脱だつ走そうして、強ごう盗とうとかやってたら捕つかまって、魔ま術じゆつ士し専用の刑けい務む所しよに入れられて……その時にこの囚しゆう人じん番号を付けられて……」

「じゃあ、どっちにしろ悪い奴やつじゃないか」

「ち、違ちがう！　罪も償つぐなって、もう悪いことはしないつもりだった！」

「でも、コロンさんのお父さんを殺したんだろ？」

「アレは噓うそだ！　行くところがなくて困ってたら、ロンドーさんが昔のよしみで鉱山の仕事をくれて、でも事故が起きて、彼かれがオレ様を助けてくれたんだよ！」

「じゃあ、あの千年魔ま術じゆつは？」

「ロンドーさんが、みんなを助ける時に使ってて、でも本人は生き埋うめになって動けなくなって、それで……それでオレ様に託たくしてくれたんだ！　死の間ま際ぎわに……」

「それを悪用したと」

「仕方なかったんだ！　また魔術大戦が始まるって聞いたから……」

「それは誰だれに聞いたの？」

「刑けい務む所しよで一いつ緒しよだった奴やつが言ってた。そいつだけじゃねぇ。世界中の魔ま術じゆつ士しがスカウトされてる。正体は知らねぇが、魔ま術じゆつ士しを集めてまた戦争を始めようって奴やつがいるのは確かなんだ。だからオレ様はせめてこの街だけでも守ろうと魔ま術じゆつ士しを集めて……」

　事実なら放っておけない話だ。ユトは少し考え込こむ。と、ふいに彼かれが矛ほこ先さきを向けてくる。

「──そうだ！　そもそも六年前にこの街を破は壊かいしたのは、お前じゃないのか!?」

　急に浴びせられた非難の声。それに対してユトは、否定も弁解もするつもりはなかった。

「確かに……僕ぼくのせいで多くの街が破は壊かいされた。それは事実だよ」

「だったら偉えらそうに説教なんてするんじゃねぇよ！　お前こそが誰だれよりも知ってるはずだろ。魔ま術じゆつは奪うばい奪うばわれ、争いを生み、破は壊かいと死をもたらすんだ！」

　ユトは反論せず、黙だまっていた。そのせいか、市長はさらに勢いづいていた。

「世界を見てみろ！　戦争が終わっても奪うばい合いは終わらねぇだろ！　魔ま術じゆつなんてものはな、不幸しか生まないんだよ。ロンドーも、あの金きん髪ぱつ娘むすめも間ま違ちがってるんだ！」

　ユトの胸がざわつく。まだ小さな子供だった時の彼女かのじよの笑え顔がお、泣き顔が脳のう裏りに蘇よみがえってくる。そして、優やさしい言葉が思い出されてくる。

「それでも僕ぼくはサラサの考え方のほうが好きなんだ。『魔ま術じゆつで人を笑え顔がおにする』っていうね」

　だからこそユトはサラサの側そばにいたいと思うのだ。

「けっ、とんだ甘あまちゃんだな……。お前、本当に最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しなのか？」

「本物じゃなかったらなんなのさ？」

「いや、仮に本物だったとしても、六年前とは違ちがうだろ。知ってるぞ。ラストナンバーは、すべての魔ま術じゆつを奪うばわれ、生き死にも定さだかじゃないって」

「そんな話もあったね。だから？」

「もしラストナンバーが生きてたら、また世界中の魔ま術じゆつ士しに命を狙ねらわれることになるんじゃないか？　だからお前も正体を隠かくしてたんだろ！」

「確かに、奪うばったり奪うばわれたりはもう疲つかれたよ。でも事はそう単純じゃないんだ」

「なにを余よ裕ゆうぶってやがる。要するに、今のお前は戦えるだけの魔ま術じゆつを持ってないんだ！」

　弱点でも暴いたつもりなのだろうか、市長はすっかり元気を取り戻もどし、嫌いやらしい笑えみを浮うかべていた。しかも勝てると踏ふんだらしい。

「それなら怖こわくはねぇ！　『瞬ピ間ー最ク大ガ風ス──」

　市長が魔ま術じゆつで攻こう撃げきしてこようとする。が、彼かれが言い終わる前にユトはつぶやいた。

「スティール」

「えっ──」

　魔ま術じゆつが発動しないことに驚おどろく市長。その刹せつ那な、絶ぜつ叫きようと共に床ゆかを転がり始めた。

「ぎゃああぁぁ、いてええぇぇ──」

「たかが十年魔ま術じゆつの『奪取ステイール』で大げさだなぁ。その程度の痛みで騒さわいでたら、戦場じゃ生きていけないよ」

「くっ……ハァハァ……なぜだ？　まだ見せてないのに、なんでオレ様の持ってる魔ま術じゆつがわかった？　いや……それよりなぜ奪うばえた？　身体からだに触ふれてないのに……腕うでにも変化がなかったし……」

　市長は恐おそれと疑問を表情に浮うかべ、後ずさる。手の届かない距きよ離りに逃にげるつもりのようだ。魔ま術じゆつ士し同士の戦いにおいて、その行動は正しい。うかつに触ふれられれば、相手に『奪取ステイール』されるからだ。

「どういうことだよ……オレ様は触ふれられた覚えはないぞ……」

「なぜだろうね？　もしかしたら偶ぐう然ぜんかもしれないよ」

　ユトは一歩も動かないまま、またつぶやく。

「スティール」と。

「ぎゃあああぁぁぁ──」

　さらなる痛みを受け、市長が叫さけぶ。

「くそっ、なんでだ！」

「これで残る十年魔ま術じゆつは一つ。一年魔ま術じゆつは結構持ってるみたいだけど、さすがにすべてを回収するのは手間だ」

　すっかり気勢をなくし、恐きよう怖ふで顔を歪ゆがめる市長。ユトに向けられるその目は、まるで化物でも見るかのようだった。

　──こんな風に見られるのも久しぶりだ。

「それに魔ま術じゆつを奪うばった程度じゃ、あなたは改心しそうにないしね」

「……殺す気か？」

「殺さないよ。僕ぼくは魔ま術じゆつ回収屋だ」

　ユトがそう言うと、市長は恐きよう怖ふの入り交じった顔で笑い始めた。

「クハハッ、ハハハ──そうか！　だろうと思ったぜ！　やはり腑ふ抜ぬけてやがったな！　だが今さらまともな人生を送れるとは思わないことだ。お前は殺さつ戮りく兵器なんだ。心ない人造魔ま術じゆつ士しなんだよ。散々、人をなめやがった罰ばつだ。お前の正体を世界中に広めてやる！」

　彼かれは本気で頭が悪いのか──しょうがない。

「『個人情報保護の約束プライベートセキユリテイー』」

　ユトは市長をまっすぐ見すえ、唱えた。それでようやく彼かれも少しだけ冷静さを取り戻もどしたようだ。自分の身体からだに異変がないか確認し始めた。

「なんだ？　魔ま術じゆつか？　なにをしやがった？　どんな魔ま術じゆつだ？」

「今すぐにはなにもないよ。ただ、この魔ま術じゆつは五つの禁止ワードを設定できるんだ。もしあなたが、そのワードをすべて口にすれば、その時には死が待っている」

「ウソだろ……禁止ワードってなんだよ！」

「教えるわけがないだろ。ただ、今の話の流れからある程度は推測できるはずさ」

「冗じよう談だんじゃねぇ！　ふざけんな！　この殺さつ戮りく兵器が！」

　市長が吠ほえる。彼かれはまだ理解していないのか。と、ユトはため息を一つ。

「あーあ、一つめ。死まであと四つ」

　ユトが呆あきれたように言うと、市長は慌あわてて口を両手で覆おおった。その顔色が見る見る内に青ざめていく。そんな彼かれに向け、ユトはダメ押おしをする。

「確かに僕ぼくは殺さつ戮りく兵器だ。お前を殺すことだって簡単だよ。殺さないのは、単に気が向かないからだ。でもお前が死にたいって言うなら、今すぐ殺してやる」

　ユトは六年前、戦場にいた頃ころと同じくらいの気き迫はくを言葉に込こめた。すると、元々はヘタレな市長はすっかり怯おびえてしまい、それ以上の反はん抗こうをしようとはしなかった。
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　黒い箱から外に出ると、まぶしさで目がくらんだ。その視界をさえぎるように、ユトの顔に何かが覆おおいかぶさってくる。

「ユト！　バカ！　なにしてんの！　わたしを──わたしを独りにしないでよ！」

　柔やわらかな温ぬくもりに全身が包まれ、甘あまくて優やさしい匂においが胸をいっぱいにする。緊きん張ちようが緩ゆるんで、ユトは危あやうく倒たおれるところだった。でも照れくさくて、いつもの台詞せりふを口にしてしまう。

「重いよ……サラサ」

「重くてもいいもん！　重くていいから、もう離はなれない……」

　サラサはさらに力強くユトを抱だきしめてくる。心配してくれたのは嬉うれしいけど、このままだと顔が埋うまって呼吸ができなくなりそうだ。

「乗ってるのはいいけど、背中に回ってくれないかな」

「ぶぅ……わかったけど、わたしはまだ許してないからね」

　とりあえずサラサは背中に回ってくれたが、離はなれる気は全くないらしい。ユトの首に腕うでを回したまま、耳元で話しかけてくる。

「中でなにがあったの？　爆ばく発はつは？」

「もう大だい丈じよう夫ぶ。説得したからさ」

　ユトはちらりと市長の方に目配せした。彼かれは怯おびえた表情のまま、巨きよ体たいを縮こまらせて震ふるえている。とても何か言えるような雰ふん囲い気きじゃない。放っておいても大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　ユトがそんなことを思っていると、目の前に白い服装の女性が近づいてきた。

「ユトさん、サラサさん、ありがとうございました」

　そう言うと、コロンは仰ぎよう々ぎようしく頭を下げた。しかしユトは悔くやむ気持ちの方が強い。なにしろ辺りには、荒こう野やのような光景が広がっているのだ。

「お礼なんてやめてください。むしろ謝あやまらないと……。また街が破は壊かいされてしまって……」

　正直なところ、ユトはへこんでいた。それを察したのか、サラサが頭の後ろをなでてくる。自動的に顔が下を向いてしまう。

「ユトさん」

　ふいに名前を呼ばれ、ユトは顔を上げる。

　そして目が合うと、彼女かのじよは慈じ愛あいと希望に満ちた笑え顔がおで言うのだった。

「私──いえ、私たちは大だい丈じよう夫ぶですよ。壊こわされたなら、また直せばいい。切られたなら、また伸のばせばいい。それにほら、私って意外とショートヘアも似合ってるでしょ？」

　コロンは短い髪かみを手で払はらい、ポーズを決めてみせる。でも照れくさかったのか、顔が真っ赤だ。そんな彼女かのじよの精いっぱいの気配りに、ユトは少しだけ救われた気分だった。
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　メタルベース市をあとにし、ユトとサラサは街かい道どうを歩いていく。

　鉄道は市長に破は壊かいされ、復興の目め処どが立たない状じよう況きようだった。できれば手を貸したいところだが、ユトたちにもやらなければならないことがある。だからとりあえず出発したのだが。

「エクセレント！」

　突とつ然ぜん、奇き妙みような声が聞こえてきた。見ると、道の先に何者かの姿がある。背が高く、彫ほりの深い顔の男だ。歳としは二十代の半ばといったところか。どことなく野性味を感じさせる。

　そんな彼かれは、全身真っ青なスーツを着ていた。長めの髪かみも青色だ。さらに、寄りかかっている自動車も青のオープンカーと、青づくしの男だった。

　こんな舗ほ装そうもされていない田舎いなか道みちにオープンカーで乗り付け、パーティーにでも行くような派手なスーツを着て、しかも華はなやかな笑えみを浮うかべている男。怪あやしさ満点だ。

　ユトは無言でサラサとうなずき合う。そして青スーツ男の横を通り過ぎようとした。

「おいおい、無視はないんじゃないか？　サラサ・ソレイユくんに、ユト・フロンティアくん」

　名前を呼ばれ、警けい戒かいの種類が変わった。ユトは彼かれを睨にらみつけながら尋たずねる。

「何者だ？」

「そんなに構えないでくれ。俺おれは『世界魔ま術じゆつ士し協会』の者だよ」

　彼かれがスーツの襟えり元もとを見せつけてくる。そこには水みず瓶がめの描えがかれた青いバッジがついていた。

「なるほど、そういうことですか……」

　ユトはすぐに理解した。が、隣となりの金きん髪ぱつ少女にはまるで伝わっていなかった。

「その変な格好、暑くないの？」

「サラサ！　この人は『ブルー＝アクアリウス家』の人だよ」

「ほへ？　アクアリウス……って、なんだっけ？」

「魔ま術じゆつ十七系統の一つ『水物アクアリウス系』と同じ名前。つまり彼かれは『公こう魔ま十じゆう七なな家け』の人間だよ」

　ユトが説明すると、青いスーツの男は満足そうに両手を広げ、言うのだった。

「グレート！　さすがはユトくんだ。噂うわさに聞く博学多才ぶりは本当のようだな」

　いちいち大げさな身み振ぶりが、ユトは苦手だった。相手をすると面めん倒どうくさそうだが。

「僕ぼくらに何か用事ですか？」

「迎むかえに来たんだ。会長が君たちを呼んでいる。緊きん急きゆう事態のようだ。さあ、車に乗ってくれ」

　メタルベースの市長から聞いた、再び戦争が始まるという話がユトの頭をよぎった。その件も含ふくめ、元々協会に向かう予定だったから、渡わたりに船ではある。

　ユトはちらりとサラサを見る。と、金きん髪ぱつが高速で左右にはためく。どうやらイヤらしい。

　すると青スーツの男がわざわざサラサの目の前まで行き、右手を差し出した。

「自己紹しよう介かいがまだだったね。俺おれはアズールという。アズール・ブルー＝アクアリウスだ」

　表情と言葉は友好的だが、その行動は明らかにおかしかった。サラサが珍めずらしく真顔になったほどだ。

「わたし、そこまでバカじゃないもん。魔ま術じゆつ士しが握あく手しゆをするわけないでしょ！」

　サラサなりの怒いかりが伝わってくる。それでもアズールと名乗った青スーツの男は、嬉うれしそうな笑え顔がおを見せるのだった。

「さすが最強コンビだ。子供だと甘あまく見ていたことを謝罪するよ。では改めて、俺おれの車に乗ってくれないかな？」

　サラサがユトの服を引っ張って嫌いやがる。だが他の交通手段となると、船になってしまう。

　ユトが悩なやんでいると、青いスーツの男が抑おさえたトーンで声をかけてくる。

「時間が経たてば経たつほど、戦争を止めるのは難しくなるよ」

　やはりそうなのか。ユトは帽ぼう子しに手を触ふれ、目ま深ぶかに引いた。すると心配そうにサラサが顔を覗のぞき込こんでくる。

「ユト……？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。行こう」

　ユトは無理やり微笑ほほえみ、車に乗り込こむ。サラサもそれ以上の抵てい抗こうはしなかった。

　程ほどなくして車が走り出す。舗ほ装そうされていないガタガタ道に揺ゆられる。サラサが隣となりで楽しそうに話しているが、ユトの耳には残らない。頭の中に浮うかんでくる過去の映像。決して消えない痛みが胸を刺さす。やがて少年は、一つの想おもいを抱いだきながら静かに瞼まぶたを閉じた。

　──あんな経験は、もう二度としたくない……。
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　──七年前。

　両手が血に染まっていた。全身も、心も、自分の何もかもが血に染まっていた。

　少年は悲鳴が飛び交う中、誰だれ彼かれかまわず魔ま術じゆつを奪うばい続けた。緊きん張ちようの中の戦せん闘とうが続くと、決まって気分が高こう揚ようし、自分が自分でない感覚を味わった。記き憶おくが飛び、気づくと知らない場所にいたりする。

　その日、少年が我に返ったのは、大聖堂の中だった。

　広々とした真っ白な部屋は、地じ震しんでもあったのかと思うほどめちゃくちゃになっていて、床ゆかには無数の人間が折り重なるように横たわっていた。

　少年の両りよう腕うでは、一人の女性を抱だいていた。彼女かのじよの長い絹のような黒くろ髪かみが、腕うでから床ゆかへと垂れ下がっていた。白いローブに似た服は、真っ赤に染まっていた。理知的だったはずの瞳ひとみは、苦しそうに揺ゆらめていた。

　でも彼女かのじよは昔と変わらない優やさしげな微笑ほほえみを、少年に向けていた。

「ユト……」

「おねえちゃん……」

　少年は夢かと思った。夢だとしたら悪夢に違ちがいない。

　ようやく会えたのに。会えたはずなのに──。

「あなたのせいじゃないわ」

　姉はそう言ってくれた。でも、どう考えたって自分のせいだ。無意識の内に、少年が彼女かのじよを傷つけたのだ。

「いいの、わかってるから。あなたは優やさしい子だもの……」

　彼女かのじよの手がユトの頰ほおに触ふれる。だけど、そこにはもう温ぬくもりはほとんど残っていない。少年の頰ほおに触ふれたまま、姉の手がどんどん冷たくなっていく。

　そして──。
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　コロネット大陸の北西に位置し、三百以上の国が共同で管理する世界都市、『ルーローク』。

　戦後、世界の中心となった街には、自動車や人が溢あふれていた。そこら中に雲を貫つらぬくほどのビルが立ち並び、世界の重要な施し設せつが置かれている。

　そんな街の真ん中に、ひときわ高さを誇ほこる建物があった。『世界魔ま術じゆつ士し協会』本部である。

　到とう着ちやくするなり、ユトたちはビルの最上階の『会長室』に案内された。その広い部屋内は、最さい先せん端たんのオフィスといった雰ふん囲い気きで、古い魔ま術じゆつのイメージとは一線を画している。

「遅おそかったじゃねぇか、『クリアーズ』」

　部屋に入ると、中央に机を構える男がさっそく声をかけてきた。

「お久しぶりです、バウアー会長」

　ユトの挨あい拶さつに、男は迫はく力りよくのある顔でニヤリと笑う。相変わらず渋しぶい人だ。髪かみ型がたはオールバックで、口の周りには整った髭ひげを生やしている。特に、ぎらついたその目が印象的。ダーク系のスーツという服装も相まって、マフィアのボスのような雰ふん囲い気きがある。

「元気そうだな。仕事の方はどうだ？」

「報告書はあとで書いて提出しますよ」

「面おも白しろい話を期待してるぜ。で、そっちのカラフル娘むすめの方は、調子はどうだ？」

　バウアーが話を振ふる。が、サラサはユトの背中に隠かくれたまま、顔だけ出して会長の方を窺うかがっている。口を開く気はないようだ。

「そんなに怖こわがらなくても、とって食いやしねぇよ。まったく、最強コンビの名が泣くぜ」

「ウソだ。怖こわい顔してるもん……」

　サラサがユトにだけ聞こえる声でぼそっとつぶやいた。

「ん？　なにか言ったか？」

　会長は年をとっても耳ざとい人だ。と、ユトは慌あわてて取り繕つくろう。

「いいえ、なにも。それより僕ぼくらを呼んだ理由を訊きいてもいいですか？」

「うむ。ちと面めん倒どうなことになっててな。緊きん急きゆうの仕事を頼たのみたい」

「再び魔術大戦を起こそうとしてる者がいる……その関係ですか？」

「さすがにもう知ってるか」

「地方の都市でも噂うわさになっているほどです」

「だが、こいつは極ごく秘ひの仕事だ。行ってもらう場所は『立オ入フ禁リ止ミ区ツ域ト』」

「オフリミット……」

「正式名めい称しようは、『バースト市』。先の大戦で、最も壊かい滅めつ的な被ひ害がいを受けた街だ。そして最も多くの魔ま術じゆつ士しが死んだ場所でもある。確か、お前のアネキも……じゃなかったか？」

　ユトの脳のう裏りに悪夢が蘇よみがえる。シンと静まり返った大聖堂。両手に抱かかえた柔やわらかな温ぬくもり。そして失われていく体温──。

「いい加減なこと言わないで！　ユトのお姉さんは、死んだって決まってないから！」

　サラサが急に大声を上げた。おかげでユトの沈しずみかけた意識が繫つなぎ止められる。

「おっ、カラフル娘むすめ。元気じゃねぇか」

「わたしにはサラサって名前があるの！　脅きよう迫はくおじさん！」

「おいおい、これでも近所のアイスクリーム屋じゃ、よくサービスしてもらえるんだぜ」

「やっぱり脅おどしてる！」

　そんなやり取りの間にユトはすっかり平静を取り戻もどし、二人の間に割って入った。

「わかりました。引き受けます。それで具体的に何をすれば？」

　するとサラサは、ハッとなってユトの背中に引っ込こんだ。

　一方、会長も真面目な顔に戻もどってユトを見つめてくる。

「終戦以来、旧バースト市は『略奪者プレデター』のたまり場になっていた。そこへ少し前から、略奪者プレデターをスカウトする何者かが現れるようになったんだ。そいつが魔術大戦の再来を目もく論ろむ奴やつと関係あるに違ちがいねぇ。そう踏ふんで調べることにしたんだが……」

「うまくいってないんですか？」

「そいつは街の外側じゃなくて、立入禁止の街中で略奪者プレデターと交こう渉しようしてるようでな」

「それなら街中を調べればいいんじゃないんですか？」

「そのつもりで送り込こんだ二十人ほどの腕うで利ききは、ほとんどぶっ殺されちまったよ」

「略奪者プレデターにですか？」

「いいや。現地の人間の報告じゃ、『化物』がいるとよ」

「化物ですか……」

「これ以上やられちまうと、協会の信用に関わってくる。略奪者プレデターの掃そう討とう作戦も一向に進まねぇしよ。そこで〝最強コンビ〟に白羽の矢を立てたってわけなんだが……どうだ？」

　会長の問いかけに、ユトは無言でうなずく。その時だった。

「やはり私は反対ですね」

　冷えた声と共に、奥おくの扉とびらから一人の女性が現れる。全身が真っ青なローブ姿、深い蒼あおの髪かみと冷たい表情、氷のような瞳ひとみが印象的な人だ。

「勘かん弁べんしてくれよ、アオイ」

　会長が苦く笑しようまじりに言う。と、女性は相手を凍こおりつかせそうなほど冷たい声で応じた。

「私のことは、『ブルー＝アクアリウス』と。あるいは副会長でお願いします」

「面めん倒どうくせぇな。副会長だけで何人いやがる？　アクアリウスにしたって、この部屋にはもう一人いるじゃねぇか」

　会長はドアの方を一いち瞥べつする。そこには、青いスーツの男が立っていた。彼かれはなにも言わず、ただ困ったように肩かたをすくめてみせた。

「だいたい、今さらなんだ？　この件は会長である俺おれに一任されたはずだろ」

「ですが、彼かれら『クリアーズ』はいまだに公こう魔ま十じゆう七なな家けのどこの洗礼も受けていません。『公こう』魔ま十じゆう七なな家けに『認』められる。いわばそれこそが魔ま術じゆつ士しにおける本来の『公認』であり『信用』です。信用のない魔ま術じゆつ士しに重要な仕事を任せるわけにはいきません」

「もう戦前とは違ちがう。信用なら俺おれがいくらでも与あたえてやるよ。そもそも会長の俺おれだって公こう魔ま十じゆう七なな家けのどこの派は閥ばつにも属してねぇだろ。『公認』を取り消すってか？」

「あなたは『奪だつ還かん同盟』を率いた魔ま術じゆつ士しです。本来は、我々の敵でしたから……」

　その言葉に、明らかに会長の雰ふん囲い気きが変わる。表情は怒ど気きをはらみ、全身に力がみなぎったのがわかる。彼かれが立ち上がると、広いはずの部屋が、まるで猛もう獣じゆうの檻おりにでも変わったかのような雰ふん囲い気きになった。

「敵だァ？　言葉に気をつけろよ、公こう魔ま十じゆう七なな家けのお嬢じようさんよォ。俺おれらは互たがいに歩み寄って平和な世の中にしていこうって約束したはずだろ？　違ちがうか？」

　まさに一いつ触しよく即そく発はつな空気だ。ユトの服を引っ張るサラサの力が強くなる。そんな中、

「ミステイク！」

　ことさら明るく、ふざけた調子の声が響ひびき渡わたる。誰だれもが一いつ斉せいにドアの方を振ふり返った。と、青スーツの男が大げさに両手を広げたポーズを取っていた。

「すみません、バウアー会長。姉に代わり失言を謝罪します」

「アズール。テメェはいつまでここにいる気だ？」

「実はこの展開を想定していましてね。そこで、どうでしょうか。クリアーズの二人に俺おれを同行させてもらえませんか。それなら公こう魔ま十じゆう七なな家けのお歴々にも申し訳が立つ」

「相変わらず抜ぬけ目めがない野や郎ろうだな。いいだろう、テメェもついて行け」

　ユトたちの了りよう承しようも得ず、決められてしまった。サラサは服を引っ張ってくるが、文句を言ったところで翻ほん意いするような相手じゃない。

「ありがとうございます。姉さんも、これならいいだろ？」

　アズールが声をかける。が、蒼あおい髪かみの女性は表情も変えず奥おくの部屋へ引っ込こんで行った。

　その後ろ姿を見送ってから、会長は凄すご味みのある顔をユトとサラサに向けて言うのだった。

「頼たのんだぜ、最強の魔ま術じゆつ回収屋コンビ」




　いったいなにが起ころうとしているのか。遠くから、得体の知れない暗い闇やみが迫せまってくるような気分だ。

　秋風が吹ふく協会ビルの最上階テラスから、ユトは街を眺ながめていた。最さい先せん端たんの文明都市には、所狭せましと高層ビルが建っている。こんな景色を見ていると、大戦なんてなかったんじゃないかと錯さつ覚かくしそうだ。でも現実は違ちがう。少しでも地方へ出れば、そこかしこで戦争の傷きず跡あとを目にするのだ。七十年も続いた戦争が終わってまだ六年。平和な世の中など仮かり初そめでしかない。

　──いま、再び戦争が起きれば……。

「黄昏たそがれたい年とし頃ごろか？」

　ふいに声をかけられて振ふり返ると、アイスを持つバウアーが立っていた。

　彼かれはユトの隣となりまで歩いてくると、同じように柵さくに身体からだを預け、街に目を向ける。

「カラフル娘むすめはどうしたよ？」

「ちょっと木の実を拾ってくると言ってました」

「こんな都会のど真ん中でか？　相変わらず面おも白しろい嬢じようちゃんだな」

　アイスを舐なめながら、バウアーが苦く笑しようする。その笑え顔がおは普ふ段だんよりも穏おだやかだった。

「会長は、随ずい分ぶんと僕ぼくらを気にかけてくれるんですね」

「まあ、お前とは同じ国どころか同じ町の生まれだからな。同郷のよしみってやつだ」

「英えい雄ゆうにそう言ってもらえるとは光栄です」

「英えい雄ゆうか……噂うわさってのは大げさなもんだ」

　本人は謙けん遜そんするが、彼かれに関しては決して大げさなことではなかった。

　フランツ・バウアーは元々、『ダリダ』という小国の大統領だった。それにもかかわらず魔術大戦が拡大する中、彼かれは一人の魔ま術じゆつ士しとして戦争の最前線に立った。さらにバウアーは、奪だつ還かん同盟全軍を率いるまでの存在になっていく。そして終戦後は、公こう魔ま十じゆう七なな家けに屈くつしない人物として、『世界魔ま術じゆつ士し協会』の会長職を務めることになったのだ。

「戦後、公こう魔ま十じゆう七なな家けが支配力を回復しなかったのは、あなたのおかげじゃないですか」

「だったら、俺おれはラストナンバーに感謝しないといけねぇな」

　ふいに出てきた単語に、ユトは一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようする。

「ラストナンバーって……最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しと呼ばれたアレですか？」

「ああ、あいつが何もかもぶっ壊こわしてくれた。古い慣習も、支配も、魔ま術じゆつのパワーバランスもな。おかげで公こう魔ま十じゆう七なな家けは、魔ま術じゆつの独どく占せん支配を諦あきらめざるを得なかった。まあ、こんな組織を作って魔ま術じゆつを回収してる辺り、まだ野心は残ってるんだろうがな」
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「一昔前の魔ま術じゆつ士しは、必ず公こう魔ま十じゆう七なな家けのどこかの家に属してたって聞きました」

「奴やつらの家名にもなってる『色』と『シンボル』を身に着けてな。その数を競きそってやがったんだ。派は閥ばつ争いは今も変わらねぇよ。副会長は公こう魔ま十じゆう七なな家けのそれぞれの家から一人ずつ送り込こんできてるし、協会内でもかなりの魔ま術じゆつ士しが公こう魔ま十じゆう七なな家けの洗礼を受けてる」

「洗礼を受けた方が、魔ま術じゆつ士しとしての能力も上がりますからね」

「だからこそ洗礼を受けないお前らは特別で、『無ク色リなア奴ーらズ』なんて呼ばれてんだ」

「半分くらい馬ば鹿かにされてると思ってましたけど」

「誰だれがなんと言おうと、公こう魔ま十じゆう七なな家けの色に染まらないお前らは、俺おれの貴重な味方だよ。お前らみたいに、もっと信用できる奴やつを増やしていきたいもんだ」

「公こう魔ま十じゆう七なな家けに対たい抗こうするためですか？」

「別に戦おうなんざ思っちゃいねぇよ。そもそも、また戦争が起きれば、次こそは公こう魔ま十じゆう七なな家けにやられちまうだろうしな」

「でも先の大戦では、公こう魔ま十じゆう七なな家け陣じん営えいの分が悪かったんですよね？」

「ああ……『奪だつ還かん同盟』は人ナ造ン魔バ術ー士ズを使ってやがったからな」

　そう言うと、バウアーは食べかけのアイスのコーンを握にぎり潰つぶした。その顔には深い怒いかりと、後こう悔かいの念が滲にじんでいた。

「俺おれが知ってりゃ、止めてやったのにな……あんな非人道的なやり方……」

「……でも彼かれらのおかげで、奪だつ還かん同盟は有利な条件で和平に持ち込こめたんですよね？」

「人ナ造ン魔バ術ー士ズを切り捨てることでな」

　その言葉が、意図せずユトの心を抉えぐる。すでに六年も昔のこと。自分の中では決着をつけたつもりだったが、やはり簡単に割り切れるものじゃなかった。

「必要な犠ぎ牲せいだと聞きました……」

「こっち側の言い分だ。あいつらはどんな思いだったか。今まで仲間だと思ってた奴やつらが敵と手を組み、自分らを抹まつ殺さつしに来る……」

「僕ぼくには……わかりません。でも、なんでそんな話を？」

「お前には知ってておいてほしい。俺おれらは這はってでも前に進み、不ぶ恰かつ好こうでもいいから平和な世の中を守らないといけねぇんだ。犠ぎ牲せいになったあいつらのためにもな……」

　理知的で覚かく悟ごの宿った目に見つめられていた。ユトはなにも答えられず、黙だまったまま彼かれの瞳ひとみを見つめ返す。と、バウアーは静かに言葉を続けた。

「『ユリス』を探すことに文句はねぇよ。お前のアネキも、俺おれが大統領を務めていた国の国民。しかも同郷の人間だ。ただよ、何が一番大事なのかってことは忘れないでくれ」

「……なんのことですか？」

「魔術大戦を再び起こそうとしてる馬ば鹿かの話だ」

「もちろん忘れてません。でも、そんな簡単にまた戦争が起きるんですか？」

「逆だよ。むしろこの平和の方が異常なんだ。七十年も争ってたんだぞ。たかが六年で対立感情が解消されるはずがねぇよ。俺おれらは荒あら波なみに揉もまれる小こ舟ぶねの上にいるようなものだ。元からちょっと舵かじを切り間ま違ちがえるだけで、すべてが吹ふっ飛んじまう。そこへ爆ばく竹ちくを投げ込こもうって奴やつがいるなら、なにを犠ぎ牲せいにしても止めねぇとな」

「……その人物は『立オ入フ禁リ止ミ区ツ域ト』にいるんですか？」

「それを確認してくれ。本人じゃないかもしれねぇが、関係してる何者かが、強力な魔ま術じゆつと魔ま術じゆつ士しを集めているのは確かなんだ」

「いったい誰だれが……。目星はついてないんですか？」

「いや……今の俺おれにはなんとも……」

　バウアーにしては歯切れが悪い。迫はく力りよくのある顔が、苦虫を嚙かみ潰つぶしたように歪ゆがんでいる。どうやらまだユトには言えない情報があるらしい。

「わかりました。相手が誰だれであろうと、二度と戦争を起こすような真ま似ねはさせません」

　ユトは歩き出した。その背中を渋しぶい声が追いかけてこようとする。

「ユト、お前のアネキのことだが──」

　しかしタイミング悪く、建物の中から小鳥のような声が飛んできた。

「ユトーッ！　どこにいるのー？　レアな木の実、いっぱい拾ってきたよーッ！」

　ユトは一度、バウアーの方を見る。けれど彼かれは肩かたをすくめるだけだった。

　そしてユトが再び歩き出そうとした時には、もうカラフルな何かが飛びついてきていた。




　　　　　　　　　　３




　ルーロークからオープンカーを飛ばして二日。クリアーズの二人にとっては、決して快適な旅とは言えなかった。サラサはアズールと一いつ緒しよにいるのが嫌いやらしく、露ろ骨こつに避さけていたし、ユトも乗り物酔よいに苦しんでいたのだ。上じよう機き嫌げんだったのは、アズールくらいなものだ。

　そんな二日を乗り越こえて到とう着ちやくした目的地。そこにあるのは左右に延々と続く金かな網あみのフェンスだった。どちらを見ても、果てがないほどにフェンスが続いている。さらに、これ見よがしに黄色いテープが張られている。そのテープすら、ボロボロになっているほどだ。

　フェンスの向こうには荒あれ果てた街の景色が広がっていた。道はガタガタで、建物も崩くずれたまま放置されている。

　ユトは無意識に奥おく歯ばを嚙かみしめた。脳のう裏りに蘇よみがえるのは激しい戦いの記き憶おく。崩くずれ落ちる建物と、悲鳴を上げて逃にげ惑まどう人々。終わりのない奪うばい合いと殺し合い。痛みと苦しみを味わい続け、やがて絶望と喪そう失しつ感にかられた。あの頃ころのことを思い出すと、乗り物酔よいすら忘れそうだ。

「さすがは、『立オ入フ禁リ止ミ区ツ域ト』だねぇ」

　ユトとは違ちがい、アズールは緊きん張ちよう感もなくつぶやいていた。まるで観光気分だ。

　さらに進むと、無数のテントがフェンスに沿って張られているのが見えてくる。大きさ形は様々。そんなテントの群れが、進むにつれて密度を増していく。

　しばらくして、ようやくフェンスの切れ目が見えた。そこには詰つめ所しよと、開閉式の門が設置されている。ここから中へ入れるらしい。ただ、誰だれでも入れるわけでないことは、門を守る警備兵の物々しい武装から想像できた。

「バッド！　どうやら、車はここまでだね」

　アズールが車を降りたので、ユトとサラサもあとに続く。と、周りのテントから続々と人が出てきた。その誰だれもがボロボロのローブっぽい服を着て、死んだような表情をしていた。

「ほへ……なに、この人たち……パーティーでもあるの？」

　サラサがユトの服を引っぱりながら尋たずねてくる。

「ハゲタカだよ」

　疑問にはアズールが答えた。が、サラサは答えた本人ではなく、ユトに訊きいてくる。

「ハゲタカって……新しい木の実の名前？」

　サラサのオトボケの間にも、周りを取り囲む人の群れは狭せばまってくる。どうやらユトたちを『獲え物もの』として認識したらしい。

「トゥーバッド！　思った以上に面めん倒どうな場所みたいだ」

　アズールは依い然ぜんとして緊きん張ちよう感のない声を上げていた。周りを取り囲む人間の数は、百を下らない。これらがすべて魔ま術じゆつ士しだとしたら、さすがにユトも困る状じよう況きようだ。

　さらにもう一歩、囲みが狭せばまった。瞬しゆん間かん──パーンという発はつ砲ぽう音が辺りに響ひびいた。

　その場にいる全員が動きを止め、音の方へ目を向ける。そこには、空に銃じゆう口こうを向ける警備兵の姿があった。

「やめろ、やめろ！　散れ！」

　小しよう銃じゆうを構えた二人の警備兵が大声を張り上げる。そうやってユトたちに近づいてきた彼かれらだが、顔には大量の汗あせが浮うかんでいた。

「お待ちしていました。魔ま術じゆつ士し協会の方ですよね？」

　警備兵の一人が強こわ張ばった顔で話しかけてくる。対して、アズールは気の抜ぬけた口調で応じていた。

「いやぁ、助かったよ。しかし、ここはずっとこんな感じなのかい？」

「はい。ご存知の通り、終戦後は勝手に魔ま術じゆつを回収されないよう封ふう鎖さしていたのですが、それでも魔ま術じゆつ士しの数は増える一方で……」

「『略奪者プレデター』だね」

　魔ま術じゆつ士し協会の公認を得ずに魔ま術じゆつを回収する違い法ほうの魔ま術じゆつ士しをそう呼ぶ。ユトも、今までに何度も相手をしたことがある。だが、ここまで大量の『略奪者プレデター』を見たのは初めてだ。

「やっぱりパーティーするの？　木の実あるかな？」

　サラサはのん気なことを言っているが、略奪者プレデターたちは依い然ぜんとしてこちらの様子を窺うかがっている。引ひっ込むつもりはないらしい。おかげでユトも気を抜ぬくわけにいかなかった。

　睨にらみ合いが続く。そんな中、突とつ如じよとしてフェンスの門が開き、数人の男が飛び出してきた。

「おい、急げ！」

「くそっ、こんな時間に！」

「もうヤバいぞ！」

　怒ど号ごうなのか、悲鳴なのか、男たちが大声を上げている。どうやら彼かれらの内の一人が大怪け我がを負ったらしい。地面に寝ねかされた男は全身が血まみれで、表情は苦しそうに歪ゆがんでいた。

「最近はよく見る光景です。勝手に中に入り、『化物』にやられて帰ってくる」

　警備兵の一人が律りち儀ぎに説明してくれた。彼かれにアズールが問いかける。

「やはりいるんだね、『化物』ってやつが」

「中の魔ま術じゆつを奪うばい合ってる内に目覚めさせたんです……馬ば鹿かな奴やつらですよ」

　話をしている間にも、怪け我が人にんの治ち療りようが続けられていた。だが、誰だれも魔ま術じゆつを使って治ち療りようしようとはしない。これだけの魔ま術じゆつ士しがいるのに、それは実に奇き妙みような光景だった。

「ねぇ、ユト。なんで誰だれも魔ま術じゆつを使わないの？」

　当然、サラサもそこに気づく。ユトはなんと答えようか迷ってしまう。

　すると近くの魔ま術じゆつ士しが一人、いきなり怪け我が人にんに向かって走り始めた。それを合図に、百人を超こえるであろう魔ま術じゆつ士し──略奪者プレデターたちが、一いつ斉せいに怪け我が人にんへ殺さつ到とうする。

　彼かれらは地面に横たわる怪け我が人にんに手を伸のばし、口々に声を上げ始める。

「スティール！」、「スティール！」、「スティール！」、「スティール！」、「スティール！」

　略奪者プレデターたちの腕うでには『奪取ステイール』の変化が現れていた。ある者は腕うでを炎ほのおに包み、ある者は腕うでに氷をまとわせ、他にも雷らい光こうや竜たつ巻まきなど、十七系統別に、奪うばおうとする者の腕うでに変化が起こる。

　まるで魔ま術じゆつを使っているようにも見えるが、あれは立派な『奪取ステイール』だ。その証しよう拠こに、殺さつ到とうした略奪者プレデターたちは、魔ま術じゆつを奪うばうための言葉をひたすら唱え続けている。

　その内、怪け我が人にんが絶ぜつ叫きようを上げ始めた。それでも略奪者プレデターたちはやめない。一いつ緒しよに逃にげてきたはずの者まで加わり、『奪取ステイール』を続けていた。

「……なんなの、コレ！」

　初めて見る異様な光景に、さすがのサラサもショックを受けているようだった。

　一方、アズールはあっけらかんとした口調で応じる。

「見てわからないかい？　あの負傷者の魔ま術じゆつを奪うばってるんだよ」

「仲間じゃないの？　それなのに……？」

「だって絶好の機会じゃないか。相手はほとんど無む抵てい抗こうで、好きに魔ま術じゆつを奪うばえるんだ」

「助けてあげないの？」

「まさか！　下手に魔ま術じゆつを使えば、今度は自分が略りやく奪だつの対象になってしまうよ」

　アズールの説明の間にも、略奪者プレデターたちの「スティール」の声は途と絶だえない。

「いつまでやってるの？　なんか、魔ま術じゆつを奪うばえてるように見えないけど……」

「試してるのさ」

「試す？」

「『奪取ステイール』のルールに、『対象の魔ま術じゆつを実際にこの目で見ないといけない』というものがあるだろ。あれは同じ魔ま術じゆつなら、別に奪うばう対象者が使っているところを見なくてもいいんだ」

「ほへ？　そうだっけ？」

「過去にどこかで見てるならオッケーなんだよ。だから彼かれらは、知ってる魔ま術じゆつを片かたっ端ぱしから思い浮うかべ、『奪取ステイール』を試ためしてるんだ。『もしかしたらこいつは、こんな魔ま術じゆつを隠かくし持っているかもしれない』って感じでね」

　そう言いながら、アズールは肩かたをすくめてみせる。その時だった。

「よっしゃー、やったぜ！」

　略奪者プレデターの群れから一人の男が飛び出し、歓かん喜きの声を上げる。彼かれの腕うでが一いつ瞬しゆん、本来の倍くらいの太さになっていた。どうやら『肉体マツスル系』の魔ま術じゆつを『奪取ステイール』できたようだ。

　しかし喜び過ぎたのが災わざわいし、彼かれは口を滑すべらせてしまう。

「思った通りだ！　百年魔ま術じゆつ、『身体能力進化フイジカルエリート』だぞ！　結構なレアものだ！」

　その言葉が聞こえると、アズールは呆あきれた声でつぶやいた。

「あーあ、馬ば鹿かな奴やつだ」

　この意見に関しては、ユトも同じ思いだった。六年前の戦場なら、絶対にあり得ない──あってはならないミスだ。

　それまで怪け我が人にんに対して『奪取ステイール』を試みていた略奪者プレデターたちが一いつ斉せいに立ち上がる。そして、百年魔ま術じゆつを奪うばったと自じ慢まんしていた男を囲み始めた。

「なに？　なにが起きたの？」

　サラサが服を引っ張り尋たずねてくる。ユトは気持ちを落ち着け、努めて冷静に答えた。

「どんな魔ま術じゆつを持ってるかバラしてしまった。今度は、彼かれが奪うばわれる側だ」

「なんで？」

「あるかわからない魔ま術じゆつを奪うばおうとするよりも効率がいいからね」

「だけど……奪うばっても、また別の人に奪うばわれちゃうんじゃ……」

　サラサにしては鋭するどい指し摘てきだった。だからこそユトは答えを躊躇ためらってしまう。と、横からアズールが楽しそうに言うのだった。

「まさに終わりのない奪うばい合い。これこそ『魔術大戦』の縮図だよ！」

　彼かれはあくまで他ひ人と事ごとのつもりのようだ。しかし、この状じよう況きようはかなりまずい。

「ど、どうすればいいんですか……」

　警備兵も戸と惑まどっていた。たとえ銃じゆうで武装していても、大量の魔ま術じゆつ士しを敵に回すのは厳しい。

「ふっふっふ、ここは最強クリアーズの戦せん闘とう＆木の実調達担当、わたしの出番だね」

　ふわふわの金きん髪ぱつをサッと払はらい、サラサは得意げに胸を張るが。

「サラサ、ダメだよ」

　ユトはこれだけの人数を相手に戦うのは避さけたかった。自分だけならともかく、魔ま術じゆつを使ってサラサが付け狙ねらわれるような展開にだけはしたくない。

　どうするべきか。考えていると、横から苦く笑しようまじりの声が聞こえてきた。

「仕方ない……同行させてもらっている身だ。この場は俺おれが引き受けよう」

　そう言うと、アズールは軽い足取りで略奪者プレデターの群れに近づいていく。彼かれらもそれに気づき、警けい戒かいし始める。しかし先手を打ったのは、アズールだった。

「『銀盤の表現者たちフエアリーオンアイス』」

　青いスーツの男が鼻歌のように口ずさむ。次の瞬しゆん間かん、地面に氷が張りだす。

　氷は略奪者プレデターたちの足を搦からめ捕とり、辺り一帯に広がった。

　ほとんどの略奪者プレデターは足を固められ、動けなくなっていた。だが、中にはまだ戦おうとする者もいる。そんな彼かれらに向かって、アズールが声を張り上げた。

「俺おれは〝ブルー＝アクアリウス家〟の者だ。これ以上、騒さわぎを起こすというなら、その者は必ずや『青』と『水みず瓶がめ』の報いを受けることになるだろう！」

　この脅おどし文句は効きいた。いくら略奪者プレデターといえど、魔ま術じゆつ士しなのだ。公こう魔ま十じゆう七なな家けの恐おそろしさがわからないはずがない。

　結果、それまでの熱気が噓うそのように、略奪者プレデターたちは引いていった。




　　　　　　　　　　４




　ひと段落してから、ユトたちはフェンスの内側にある建物へ向かった。魔ま術じゆつ士し協会が建てた臨時の宿しゆく泊はく施し設せつと聞かされたが、中に入ってみると、思った以上に広々とした造りになっていた。綺き麗れいだし、ログハウスとしても売り出せそうなレベルだ。

　ユト、サラサ、アズールの三人は一度、自分の部屋に荷物を置いてから談話室へ集まった。

　そこでちょうど先客と出くわし、さっそく自己紹しよう介かいをする運びとなった。

「私はハイド・ミッチェルと申します」

　眼鏡をかけた細身の男性で、知的な顔をしていた。物もの腰ごしも柔やわらかな人だ。

　ユトたちもそれぞれ自己紹しよう介かいをし、その流れでアズールが彼かれに尋たずねた。

「失礼ですが、ハイドさん。あなたはここで何をしてるんですか？」

「私は歴史学者です。魔ま術じゆつ史が専門でして、それでこの街の調査を行っているんです」

「なるほど。しかし危なくないですか？」

「一応、気をつけてはいるんですが。化物が出現する夜には街に入らないなど」

「あれ？　さっきは日暮れ前だったけど、化物に襲おそわれた者がいましたよ」

「初めは夜に忍しのび込こんだ略奪者プレデターが襲おそわれていたんですが……。最近は、それを避さけて昼間に街に入る略奪者プレデターも襲おそわれるようになって……もしかしたら昼夜は関係ないのかもしれません」

「調査に来た協会の魔ま術じゆつ士しも襲おそわれたんですよね？」

「はい……多くの方は略奪者プレデターを追って……街から帰って来ませんでした……」

　ハイドと名乗った学者の顔が悲しげに曇くもる。そんな彼かれに対して、今度はユトが尋たずねる。

「ハイドさんは、その化物を見たことがあるんですか？」

「私は……すみません。ただ、運の良いい生存者の話では、まるで巨きよ大だいなゴリラのような生き物に襲おそわれたと。それでいて、小動物のように素す早ばやい動きだったそうです」

　謎なぞの『化物』に関しては少しずつわかってきた。だが本命は、戦争を画策している人物だ。

　ハイドがなにか知っているかもしれない。そう思ってユトは尋たずねようとするが、

『ぐぅ～』

　という音が部屋に響ひびく。隣となりを見ると、金きん髪ぱつの少女が顔を真っ赤にして腹を押おさえていた。

「ユトが拾い食いするなって言うから……」

　サラサは頰ほおをふくらませ、恨うらめしそうな顔でユトを見つめてくる。

「では、そろそろ食事にしましょうか」

　出会ったばかりのハイドが見事に空気を読んでくれた。隣となりの金きん髪ぱつ少女に頭を揺ゆらされ始めたユトにとっては、涙なみだが出そうなほどありがたい対応だ。




　食事のあと、ユトは二階の部屋から窓の外を眺ながめていた。今は闇やみに溶とけ込こんでいるが、目と鼻の先には、激戦地となった街がある。かつてはユトもこの地で魔ま術じゆつの奪うばい合いに明け暮れていた。その時の記き憶おくは色あせないまま、痛みとなって胸に突つき刺ささっている。

　あの頃ころ──いったいなんのために、誰だれと戦っていたのか。今ではもうよくわからない。ひたすら魔ま術じゆつを奪うばい、多くの命を奪うばい、最終的には大切な人まで傷つけた……。

「…………ッ」

　無意識に、ユトはかぶっている帽ぼう子しを摑つかんでいた。

　ふと寂さびしさを感じる。いつも側そばにいるはずの金きん髪ぱつ少女の姿がないせいか。普ふ段だんなら、とっくに飛びついてきている頃ころ合いなのに。

　ユトはサラサの部屋を確認してから、一階の談話室を覗のぞいてみる。と、やはりここにも彼女かのじよはいない。代わりに、青いスーツの男が一人でワインを楽しんでいた。

「アズールさん、サラサを見ませんでしたか？」

「見てないなぁ。けど、ちょうどいい。ユトくん、少し俺おれと二人で話さないかい？」

　アズールがソファーに座るよう促うながしてくる。その顔はもう随ずい分ぶんと赤らんでいた。本当なら余り相手はしたくないが、これも彼かれを知るいい機会だ。と、ユトは付き合うことにした。

「話ってのは他でもない。サラサくんのことだよ」

「サラサがなにか？」

「単刀直入に言おう。俺おれはユトくんの代わりに、彼女かのじよとコンビを組みたいと考えている」

　唐とう突とつすぎて、ユトはなにを言われているのかすぐに理解できなかった。

「……どういう意味ですか？」

「そのままの意味さ。ユトくんとの『クリアーズ』コンビを解消し、俺おれとサラサくんで新たなコンビを組みたい。名前は、そうだね……『ブルーサン』なんてどうだい？」

「なぜそんなことをする必要があるんですか？」

　無意識にユトの言葉に力がこもる。全身にも緊きん張ちようがみなぎっている。たぶん相手にもそれが伝わったのだろう。アズールの笑え顔がおは嫌いやらしく歪ゆがんでいた。

「彼女かのじよは天才だ。あの歳としで、洗礼も受けず、複数系統の魔ま術じゆつを使いこなしている。性格はちょっと変わっているが、魔ま術じゆつに関しては百年、いや千年に一人のセンスだよ！　論理を学んだって、複数系統を使いこなすのは難しいのに」

「確かにサラサは、論理よりセンスで魔ま術じゆつを扱あつかうタイプですね」

「それにソレイユという名前。もしかして『太陽』の──いや、さすがにあり得ないか。しかしクリアーズが最強と呼ばれるのもわかるよ。まあ、ほとんどサラサくん一人の評価だが」

「……なにが言いたいんですか？」

「ユトくん。もちろん君の博識ぶりも評価されているよ。魔ま術じゆつの知識は、『奪取ステイール』の際に非常に重要だ。けどね、君には魔ま術じゆつ士しとして必要なものが決定的に欠けている」

「魔ま術じゆつ士しとして必要なもの……ですか？」

「わからないかい？　『魔術容量キヤパシテイー』だよ。ちなみに君の数値はいくつくらいだい？」

「魔ま術じゆつに関連する情報をそんな簡単に他人に教えると思いますか？」

「そうくるか。でも俺おれは公こう魔ま十じゆう七なな家けに育ったエリート魔ま術じゆつ士しだよ？　隠かくしてもお見通しさ」

　青あお髪がみの男は両手を大きく広げ、見下すような目で語りかけてくる。酒のせいか、これが本ほん性しようなのかわからないが、ユトもだんだん腹が立ってきた。

「なにがお見通しなんですか？」

「君の『容量キヤパ』だ。せいぜい２０００程度だろ？」

　アズールは馬ば鹿かにしたような笑え顔がおで、ユトの顔を指さす。失礼極きわまりない態度だ。でも相手は公こう魔ま十じゆう七なな家けの人間。尊大な性格になるのも仕方ない。腹は立つが、こんな奴やつを相手に正体をバラすのも馬ば鹿からしいと、ユトは気持ちを鎮しずめた。

「ご想像にお任せします」

「マーベラス！　どうやら図星のようだ」

　アズールはやたら上じよう機き嫌げんだった。訊きいてもいないのに、ベラベラと解説を始めるほどだ。

「容量キヤパの数値は、どれだけ魔ま術じゆつを所有できるかの目安だよ。千年、百年、十年、一年と、魔ま術じゆつランクの年数がそのまま数値になる。君の容量キヤパが２０００なら、千年魔ま術じゆつは二つでいっぱいという計算になる。百年でも二十だ。それに、容量キヤパはオーバーすると死の危険があるから、普ふ通つうは余よ裕ゆうを持たせる。つまり実際の君は、千年魔ま術じゆつなら一つ所有するだけで限界なんだ」

「仮にそうだったとして、なんなんですか？」

「魔ま術じゆつの『奪取ステイール』は一いつ般ぱん人じんでもできる。しかし所有するためには魔術容量キヤパシテイーが必要だ。いわばこれが魔ま術じゆつ士しとしての才能であり、最も重要な資質なんだ。それが君には欠けている」

　青あお髪がみの男はこれ以上ないほど勝ち誇ほこった顔をしていた。彼かれはグラスのワインを一気に飲み干し、さらにもう一杯ぱいなみなみと注いでそれも飲み干す。実に満足そうだった。

「自じ慢まんじゃないが、俺おれの容量キヤパは君の十倍以上だよ。サラサくんだって、少なく見積もっても１００００はあるだろう。しかもまだまだ伸のびるはずだ。けどね、ユトくん。君は明らかに無理だ。俺おれにはわかる。今後いくら頑がん張ばろうが、１００も増えないだろう。そんな君といたら、サラサくんの才能も伸のびないよ。だからここで引いてはくれないか」

「……引いてどうなるんですか？」

「俺おれがサラサくんの才能をさらに伸のばしてやる。もちろん、君にだって損はさせない。俺おれは公こう魔ま十じゆう七なな家けの人間だ。君が望むなら、どんな地位も仕事も与あたえてやれる。手切れ金だって、一生遊んでも使いきれないほど渡わたすよ。どうだい？　納なつ得とくしてくれるだろ」

「イヤです」

　ユトは即そく座ざに、きっぱりと断った。まさかアズールも、こんなにあっさり拒きよ否ひされるとは思っていなかったのだろう。彼かれは口をぽっかり開けて固まっていた。その顔が、飲み過ぎて赤くなったせいもあり、タコのように見える。ユトは危あやうく吹ふき出すところだった。

　やがてアズールも理解できたのか、タコのような顔が鬼おにのような顔に変わっていく。

「まさか……俺おれの聞き違ちがいじゃなかろうか。公こう魔ま十じゆう七なな家けの、ブルー＝アクアリウス家の、エリートの俺おれの申し出を、君ごとき道みち端ばたの雑草が断るなんて、あり得ないよな？」

「飲みすぎですよ。今日はもう休んだ方がいい」

　ユトは相手にするつもりもなかったので、それだけ言って席を立った。

　そこへ足早に飛び込こんでくる人物がいた。

　眼鏡をかけた、物もの腰ごしの柔やわらかい男性だ。しかし、そうは思えないほどハイドは慌あわてていた。

「大変です！　サラサさんが──」

「どうしたんですか？」

「街へ行ってしまいました。『木の実を拾ってくる』と言って」

「本当ですか？　どうりで姿が見えないと思った」

「納なつ得とくしてる場合じゃないですよ。夜は昼間とは比べ物にならないほど危険なんですから」

　確かにハイドの言う通りだ。いくらサラサでも、正体のわからない相手では不覚を取る可能性が高い。

「サラサは街のどこへ向かったんですか？」

「わかりませんが、ユトさんに伝言で、『あとでいっぱいなでなでしてね』と」

　呆あきれながらも、ユトは小屋の外へ向かおうとする。そこへ、しつこく絡からんでくる奴やつがいた。

「ナイスタイミーング！　ユトくん、一つ勝負をしようじゃないか」

　アズールは立ち上がり、両手を広げる。だいぶ酔よいが回っているように見えるが。

「勝負？　なんの話ですか？」

「どちらがサラサくんのパートナーに相応ふさわしいかの勝負だよ。先に彼女かのじよを見つけ出した方が、コンビを組む権利を得るんだ」

「あんた……ふざけてるのか？」

　ユトは青いスーツの男を睨にらみつけるが、相手はへらへら笑っているだけだった。もうただの酔よっ払ぱらいにしか見えない。いちいち取り合うことすら馬ば鹿からしかった。

「好きにしろ！」

　ユトは建物を飛び出した。




　月明かりが街を照らしだす。道は草木に侵しん食しよくされ、そこら中に瓦が礫れきの山が点在している。まるで何百年も放置されたゴーストタウンのような景色だ。

　そんな街だからか、夜のせいもあるのか、辺りには不気味な気配が漂ただよっていた。

　静せい寂じやくの中、ユトの足音だけが響ひびき渡わたる。もう随ずい分ぶんと歩いているが、あのカラフルな少女の姿は、どこにも見当たらない。

　やがてユトは見覚えのある場所にたどり着いていた。見上げる建物は、半分ほど崩くずれかけているが、まだ判別可能な外観を保っている。厳おごそかで静せい謐ひつな建物、『大聖堂』だ。

　中に入ると、まるで時が止まったかのような景色が飛び込こんでくる。抜ぬけた天てん井じよう、ボロボロの壁かべ、割れたステンドグラス、散らばった机、瓦が礫れきとゴミの山……何もかもが同じだった。

　ただ一つ違ちがうのは、床ゆかを埋うめ尽つくさんばかりの死体がないことだけ。血と死の臭においが消え、今はカビと埃ほこりの臭においに満ちていた。

「お姉ちゃん……」

　記き憶おくが刺し激げきされ、ユトは無意識につぶやく。だが、反応はない。荒あれ果てた大聖堂の風景は、あの日の出来事が夢でないことを、少年に伝えるだけであった。

「夢なわけがないよね……」

　ここに来たところで、姉を見つけられるとは思っていなかった。でも、なにかしらの手て掛がかりがほしかった。生きているのか死んでいるのか。それだけでもわかれば、もう悪夢を見なくて済むかもしれない。

　──僕ぼくは最低だな……。

　静かにため息を吐はき出す。その時、なぜか金きん髪ぱつの少女の顔が思い浮うかんだ。

　彼女かのじよが笑う。飛び切りの笑え顔がおで。その笑え顔がおが、ユトの心を温ぬくもりで包んでくれる。

「探さないと……」

　過去を振ふり払はらい、ユトは歩き出そうとする。瞬しゆん間かん、気配──。

　振ふり向くと、ドアの方に何者かの姿がある。薄うす暗ぐらくてよく見えないが、かなり大きい。というより、ごつい。ユトの倍はありそうな背せ丈たけ。シルエットはゴリラのようだ。

　すぐにピンときた。こいつが例の『化物』だと。

「あなたは何者ですか？」

　声のボリュームを上げて問いかける。反応はない。「フシューフシュー」と、不気味な息いき遣づかいが聞こえるのみだ。口が利きけないのか。それとも意思疎そ通つうができないのか。

　もう少し近くで様子を窺うかがおうと、ユトは足を踏ふみ出した──一いつ瞬しゆん後、目の前を黒い影かげが覆おおう。

　──まずい！

「フゥゴォッ！」

　叫さけび声ごえのような、鳴き声のようなものが聞こえたと思った時には、もう相手の繰くり出す拳こぶしがユトを捉とらえていた。どうにかガードはしたものの、左ひだり腕うでの骨がミシリと悲鳴を上げる。と同時に、身体からだの踏ふん張りが限界を迎むかえた。

　吹ふき飛ばされ、ユトは壁かべに衝しよう突とつ。脆もろくなった壁かべをあっさり貫つらぬき、さらに吹ふき飛んでいく。

　隣となりの隣となりの壁かべまで貫つらぬき、瓦が礫れきの山に突つっ込こんだところでようやくユトの身体からだは止まった。

「くっ……っつぅ……骨がイッたかな……」

　魔ま術じゆつを使う暇ひまさえなかった。おかげで、かなりのダメージを受けた。他に痛んだところはないか、ユトは全身を確認する──暇ひまもなく、殺気！

　ユトは身体からだをよじって身をかわす。そこへ何かが降ってくる。衝しよう撃げきと共に砂ぼこりが舞まう。

　視界不良の前方から、凄すさまじい速さで拳こぶしが飛んでくる。

「『弾力性のある筋肉バンジーボデイ』」

　一いつ瞬しゆん早くユトが唱えた。筋肉をゴムまりのように柔やわらかくする魔ま術じゆつで衝しよう撃げきに備える。

「ゥフゴオオォォ！」

　岩を砕くだくような声と共に吹ふき飛ばされ、ユトはまた瓦が礫れきに頭から突つっ込こむ。

　ユトはどうにか立ち上がるが、直前に使った魔ま術じゆつでもカバーしきれないほどのダメージを受けていた。形勢は明らかに不利だ。けれど相手が何者なのか、確認しておきたい。

　見ると、相手とは距きよ離りがあった。明るい月がその姿を照らしだす。闇やみに溶とけるような、黒い巨きよ体たいだ。さっきはわからなかったが、人のようにも見え──。

　いや、アレは人だ。魔ま術じゆつを使った、人なのだ。一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめられるほどの瞬しゆん発ぱつ力、人を軽く吹ふき飛ばすほどの筋力、そして全身の筋肉が膨ふくれ上がったかのような見た目。

「『身体能力お化けフイジカルモンスター』か……」

　ユトは思わず笑えみを漏もらした。まさか、こんな魔ま術じゆつにお目にかかるとは思わなかった。

「魔術大戦じゃないんだから……」

　相手が使っているのは、『肉体マツスル系』の最さい高こう峰ほうに位置する千年魔ま術じゆつだ。身体能力を異常なほどアップさせる代わりに、見た目が化物のように膨ふくれ上がってしまう。

　ユトは警けい戒かい心を高めながら、相手を観察した。

　荒あらい呼吸と、唸うなり声が漏もれ聞こえてくる。まるで我を失っているかのような雰ふん囲い気きだ。

「なんで……？」

『身体能力お化けフイジカルモンスター』は見た目を変えるだけで、凶きよう暴ぼうな性格になったりはしないはずだが。

　理由がわからず、戸と惑まどうユト。その時、ふいに相手の片かた眼め──右の眼めが光を放った。

　青白く、力強い光だ。

　ユトは、その光に嫌いやというほど見覚えがあった。

「ウソだろ……」

　一いつ瞬しゆん、夢かと思った。いや、夢であってほしいと願ったのかもしれない。

「ンゥフゴオオオオォォォォ──」

　化物は夜空に向け、今までで最大の咆ほう哮こうを放った。大地が震ふるえるほどの大声だ。でもどこか悲しげで、寂さびしそうな叫さけびだった。

「あなたも……人造魔ま術じゆつ士しなんだね……」

　凶きよう悪あくな力を持ち、自じ我がを失い、ひたすら敵に襲おそいかかる。それはもはや人ならざるもの。『化物』となんら変わりない。ユトも大戦中に、どれだけその言葉で呼ばれたか。

　もう生き残りなんていないと思っていた。自分だけが生き残ったと思っていた。しかし、彼かれはここにいる。生きて目の前に立っている。

　もちろん面識があるわけじゃない。それでもユトにとっては、同志と言える存在だった。

「ねぇ、やめようよ……」

　戦いたくなかった。笑い合い、語り合い、お互たがいの無事を分かち合いたかった。

　でも、ユトの言葉は届かない。

「フゴオォッ！」

　人造魔ま術じゆつ士しが吠ほえる。筋肉が、さらに一回り大きくなる。

　──備えないと。

　頭で考えていても、身体からだが言うことを聞かない。ユトは立ちすくんだまま、右みぎ眼めを光らせる彼かれを見つめていた。そして──、

「ユトーッ！」

　小鳥のような声が聞こえてくる。振ふり向くと、近づいてくる影かげが見えた。月光が揺ゆれる金きん髪ぱつを照らし出す。

「サラサ！」

　最悪の展開だ。ユトは怪け我がをしている上に、相手は人造魔ま術じゆつ士し。サラサに戦わせても、自分は充じゆう分ぶんにサポートできる状態じゃない。

「ユト、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がは──」

　側そばでユトの様子を確認し、サラサが息をのむ。仕方ない。ユトの服はボロボロだし、細かいとはいえ顔や腕うでにいくつも傷があるのだ。

「よくもわたしのユトを……」

　サラサがやる気になっている。だが、彼女かのじよが戦うには厳しい相手だ。人造魔ま術じゆつ士しが所有する魔ま術じゆつは、数も種類も計り知れない。

「サラサ、ダメだよ……」

「いいから、ユトは休んでて。あいつを倒たおしたら、すぐに治ち療りようしてあげる」

　サラサがユトをかばうように立ちはだかる。

　しかし右みぎ眼めを光らせる人造魔ま術じゆつ士しは飛び込こんでこない。しばらくの間、ただこっちを見つめていた。と思ったら急に踵きびすを返し、彼かれは夜の闇やみへと消えて行った。

「ほへ……？　ちょっと待って！」

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られたものの、サラサは追いかけようとする。

「サラサ、待って──」

　ユトは声をかけながら前のめりに倒たおれた──わざと。

「ユト！」

　心配したサラサが飛んでくる。彼女かのじよには悪いことをしたかもしれない。だけど、ユトには他に方法が思いつかなかった。

　彼かれと戦わずに済む、その方法が。
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　夜が明け、朝がやって来る。どうやらサラサは相当なショックを受けたらしく、付きっきりでユトの側そばにいた。自分が側そばを離はなれたせいで、こんなことになったと思っているのだ。

　確かにユトは痛手を受けた。だが傷はすぐに魔ま術じゆつで治せたし、本当は大したことないのだ。それでも話し合いの末、一日だけ休養させられることになってしまった。

　宿しゆく泊はくしている小屋の談話室で、ユトは暇ひまを持て余していた。できることなら、昨夜の現場を調べに行きたいところだが。

「ゆーとー、ダメだからね」

　隣となりに座る金きん髪ぱつの少女に、腕うでをがっちり捕つかまえられている。代わりに、今日は一人で仕事を請うけ負ってくれるという人がいた。

「すまない、ユトくん！　昨日は飲みすぎてしまった」

　アズールは朝から平ひら謝あやまりだった。本人曰いわく、ユトと話したことだけはぼんやり覚えているらしい。今までも何度か同じ経験があるらしく、彼かれはひたすら非礼を詫わびていた。

「償つぐないに、今日は俺おれが『化物』を探しに行く。出会ったら退治もしておくよ」

　自信満々に言うと、アズールは一人で行ってしまった。

「それじゃユト、なにして遊ぼっか」

　サラサは隣となりで楽しそうにしていた。その笑え顔がおを見ていると、たまにはこういうのも悪くないと思えてくる。

　そう、無理に戦うことなんてない。ずっとこんな毎日が続くなら、それが一番いいのだ。




　サラサとくだらない話ばかりしていたら、あっという間に時間が過ぎて行った。

　昼過ぎになると、早朝から出かけていたハイドが先に戻もどってきた。

「お邪じや魔まじゃなければ、私も話に加えてもらっていいでしょうか」

　彼かれが対面のソファーに腰こしを下ろす。と、サラサはさも不思議そうに尋たずねていた。

「ハイドさんは街に行ってなにをしてるの？」

「調査です。ここは終戦間ま際ぎわ、魔ま術じゆつ士しばかり十万人が戦せん闘とうを繰くり広げていた街ですからね。どんな魔ま術じゆつがどういう風に使われたのか、あるいは奪うばわれたのかなどを調べています」

　自分で訊きいておきながら、サラサの反応は「ほへ～」の一言だ。理解できなかったのか、興味がなかったのか。話を広げようともせず、次の質問へと移っていた。

「それじゃ、略奪者プレデターだっけ？　あの人たちはなんのために街に行くの？」

「それは……」

　ハイドは困こん惑わくしていた。言いにくいのだろう。仕方ないと、ユトが答えることにした。

「死体をあさってるんだよ」

「へっ……」

　さすがにサラサも言葉を失った。ユトを摑つかむ手に力が込こめられてくる。

「──って、痛いよ、サラサ」

「あっ、ごめん。ちょっとびっくりして……。でも、どういうこと？」

「ここは戦時中、最も多くの魔ま術じゆつ士しが死んだ場所だ。じゃあ、その死体はどうなったと思う？」

「どうって……ゾンビになったの？」

「いや、そういうことじゃなくてね……。魔ま術じゆつ士しは死んだそばから、この街の墓地に埋まい葬そうされていったんだ。いや、埋まい葬そうされた場所が墓地になったと言った方がいいかな。とにかくすごい数だった。略奪者プレデターはね、その墓を暴いてるんだよ」

「なんのために？」

　尋たずねるサラサの表情に深刻そうな気配はなく、むしろのほほんとした雰ふん囲い気きさえある。だからこそユトは言葉に詰つまってしまう。できればサラサには知らないでいてほしかった。

　だが魔ま術じゆつ士しである以上、知っておかなければならないことでもあるのだ。

「……魔ま術じゆつの『奪取ステイール』は、死体からもできるんだよ」

「うそ……」

「本当だよ。戦時中は特に酷ひどかったらしい。さすがに今は完全に禁止されているけど」

「魔ま術じゆつって、死んでもなくならないの？」

「まだ研究中だけど、脳を物理的に完全破は壊かいしなければ、魔ま術じゆつは身体からだに残るんだ。だから略奪者プレデターは死体に残った魔ま術じゆつを手に入れようと集まってくるんだよ。『ハゲタカ』のように」

　ユトは自分で言っていて嫌いやな気分になる。さすがにサラサも黙だまり込こんだほどだ。

　しばらく沈ちん黙もくが続き、次に口を開いたのは、歴史学者のハイドだった。

「酷ひどい話です。でも魔術大戦が終わり、魔ま術じゆつ士したちも必死なんですよ。大戦の間は魔ま術じゆつを奪うばえる機会も多くありましたが、今は新しい魔ま術じゆつを手に入れるのも簡単ではない。魔ま術じゆつは誰だれかから奪うばい、所有することでしか使えるようになりません。この原則は、絶対ですから」

「確かに……。魔ま術じゆつの多くは、いまだに公こう魔ま十じゆう七なな家けに独どく占せんされたままだし」

　ユトは適当に話を合わせたつもりだった。しかし何かが学者の心に火をつけたらしい。ハイドの弁に熱がこもり始めた。

「そうです。一万年前に存在した魔ま術じゆつ文明が滅ほろんだあと、魔ま術じゆつは十七の家、いわゆる『公こう魔ま十じゆう七なな家け』によって管理されてきました。彼かれらは魔ま術じゆつを十七の系統に分類し、その一つ一つを分担管理することにより、長きに渡わたって魔ま術じゆつを独どく占せんしてきたのです」

「ほへぇ～すごいねぇ～なんちゃら十七……」

　サラサがとぼけたことを言っている。難しい話が始まったせいで、すでに声が眠ねむたそうだ。

「凄すごいですよ。『水物アクアリウス系』はアクアリウス家、『肉体マツスル系』はマッスル家など、家名がそのまま系統を表す名前になっているほどですしね。彼かれらは魔ま術じゆつで島を空へ浮うかばせたり、大陸の半分を海の底に沈しずめたり……とにかく規格外だ。だからこそ公こう魔ま十じゆう七なな家けは長きに渡わたり、多くの国で特別な地位を得てきたんです。中には国王や独裁者となり、民衆を虐しいたげる者もいました」

「ほへぇ……なんかイヤな感じ……」

「魔ま術じゆつという特別な力を独どく占せんする彼かれらの支配は、絶対的だったんです。それでも科学が発展すると、公こう魔ま十じゆう七なな家けも強力な魔ま術じゆつを使って対応せざるを得なくなっていく」

「なるほどぉ……なるほどぉ……」

「おかげで魔ま術じゆつが奪うばわれることも増え、さらに別の魔ま術じゆつが必要になり、それも奪うばわれ……といった具合に奪うばい合いが加速していきました。そして気づけば魔ま術じゆつが世の中に溢あふれる、『大魔術時代』になっていたのです。それが今から七十六年ほど前のことです」

「ほへぇ……ふはぁ……きのみ……まじゅつ……すぅ……」

　サラサの言っていることは、もう訳がわからなかった。だいぶ眠ねむそうだ。と思っていたら、ユトの肩かたに寄りかかって寝ね息いきを立て始めた。

「サラサ、起きてよ」

　ユトはサラサの頭を揺ゆらしてみる。が、どうやっても起きそうにない。必然的に、熱弁をふるう学者の相手はユトがすることになってしまった。

「七十六年前……魔ま術じゆつを公こう魔ま十じゆう七なな家けから『奪だつ還かん』する目的の『奪だつ還かん同盟』が誕生します。彼かれらと公こう魔ま十じゆう七なな家けとの戦い、いわゆる『五十年戦争』は、世界を巻き込こむ『魔術大戦』へと発展する。そのきっかけとなったのが、奪だつ還かん同盟が開発した人間兵器、『人ナ造ン魔バ術ー士ズ』でした」

　ユトは気づかれない程度に歯を食いしばる。ここから先はあまり聞きたくない話だ。

「人ナ造ン魔バ術ー士ズが戦せん況きようを五分に持ち込こみ、終戦の三年前には『ラストナンバー』と呼ばれる最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しが実戦投入される。彼かれは本当に強かった。公こう魔ま十じゆう七なな家けが戦前の支配体制を捨て、奪だつ還かん同盟との和平を選せん択たくしたほどに。ただしこの和平には、一つの密約がありました」

「密約……ですか」

「それは『すべての人ナ造ン魔バ術ー士ズを抹まつ殺さつする』というものでした。結果、公こう魔ま十じゆう七なな家け、奪だつ還かん同盟の双そう方ほうに属する世界中の魔ま術じゆつ士しが敵となり、人ナ造ン魔バ術ー士ズは次々と命を奪うばわれていきました。そして六年前、ラストナンバーが消息を絶った日、世界は正式に終戦を宣言したのです」

　知らない間に、ユトは拳こぶしを握にぎりしめていた。まだ心のどこかでマグマのように渦うず巻まいている怒いかりが、少しずつ湧わき上がってきそうだった。けれど──、

「くふぅ……ユトぉ……」

　気の抜ぬけた声が、ユトの緊きん張ちようを和やわらげる。サラサが寝ね言ごとをつぶやいたらしい。ふわふわの金きん髪ぱつをユトの肩かたに垂れ下げ、幸せそうな顔をしている。

「すっかり寝ねちゃいましたね」

　ハイドはくいっと眼鏡を直し、苦く笑しようしてみせる。

「すみません。難しい話を聞くと眠ねむくなっちゃう子で」

「気にしてませんよ。しかし驚きよう愕がくすべき光景だ。お二人は恋こい人びと同士なんですか？」

「いえ……一応違ちがいます」

「だとしたら、なおさら驚おどろきだ。普ふ通つう、魔ま術じゆつ士しは身体的な接せつ触しよくを避さけるものです。けれどユトさんとサラサさんは、当たり前のように身を寄せ合ったりしている。世の中には、恋こい人びとどころか、子供にさえ触ふれない魔ま術じゆつ士しだっているくらいなのに」

「他人との接せつ触しよくが増えれば、それだけ魔ま術じゆつを奪うばわれるリスクが高まりますからね」

「お二人は、よほど信しん頼らいし合っているんですね。羨うらやましい限りだ」

　面と向かって言われると、なんだか照れてしまう。ユトは他に話題を探そうと、視線を泳がせる。と、ハイドが首から下げている銀色のモノが目についた。

「あの、それは……ペンダントですか？」

「ああ、コレですか。実は写真が入ってるんです」

　ハイドは少し照れたような、嬉うれしそうな顔で写真を見せてくる。そこには彼かれと、栗くり色いろショートヘアの女性が仲良さそうに肩かたを並べて写っていた。
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「婚こん約やく者のスカーレットです」

「結けつ婚こんされるんですか。おめでとうございます」

「ありがとうございます。ただ、こんな世の中ですから。彼女かのじよをちゃんと守っていけるかどうか不安で……。世界の情勢もいまだ不安定ですし」

「やっぱり真の平和とは言えないんですね」

「歴史的に見ても、今の平和は本当に危あやういものだと思います。なにか一つのきっかけで、いつまた世界を巻き込こむ大戦が始まってもおかしくない」

　ユトの心に暗い影かげが差す。戦争が始まったらどうなるのか。こんな風にサラサとのんびり過ごすこともできなくなるだろう。待っているのは、終わりのない奪うばい合いだ。

「ハイドさんは、略奪者プレデターがスカウトされているという話を聞いたことがありませんか？」

「スカウトですか。どうだったかな……。いや、でも待ってください。確か少し前に、一時的に略奪者プレデターの数が減ったことがありました」

「その時に怪あやしい人物とか見ませんでしたか？」

「怪あやしいといえば、略奪者プレデターなどみんな怪あやしいですし……」

　ハイドは真しん剣けんに考えてくれたが、なかなか有益な情報は出てこなかった。ただ、魔ま術じゆつ士しを集めている人物がここにいたのは間ま違ちがいなさそうだ。あとは、その人物を特定できるような何かが見つかればいいのだが。

　ユトが考えていると、再びハイドが口を開いた。

「そういえば以前、街の中で略奪者プレデターらしからぬ人物を目にしたような……」

　それは大きなヒントになりそうな情報だった。ユトはさらに詳くわしく話を聞こうとするが、

「話は聞かせてもらったよ！　俺おれにいい考えがある」

　いきなりドアが開かれ、青いスーツの男が飛び込こんできた。

　突とつ然ぜん、大きな音を立てたせいで、サラサもビクッと身体からだを震ふるわせ、目を覚ましてしまった。そしてまだ眠ねむたげな目で辺りをキョロキョロしていたかと思えば、ユトと目が合い、

「わたし、拾ったけど、まだ食べてないよ……」

　よくわからない弁明をしていた。夢の中の話だろうか。いずれにせよ起き上がる気はないらしく、サラサは再びユトの肩かたに寄りかかってくる。

　とりあえずユトは、勢いよく登場した青スーツ男の相手をすることにした。

「考えっていうのはなんですか？」

「俺おれたちもハイド氏も抱かかえている問題は共通している。それは、自由に街の中を調べられないということだ。それはなぜか。街中に得体の知れない『化物』がいるからだろ？」

「そういうことになりますね」

「だから、やはりまずは『化物』をどうにかするべきなんだ」

　それはつまり、あの『人造魔ま術じゆつ士し』の排はい除じよを意味している。ユトには辛つらい話だ。

「……具体的にどうするんですか？」

「さっき街中で何人か略奪者プレデターを締しめ上げたんだけどね、それで色々とわかってきたよ。どうやら奴やつが頻ひん出しゆつするのは墓地周辺らしい。そこで明日の夕暮れ後、俺おれとユトくんと、サラサくんの三人で共同作戦といこうじゃないか」

「三人で彼かれを捕つかまえるってことですか？」

「ノーノー、ユトくん。『彼かれ』じゃない。『奴やつ』もしくは『化物』だろ？」

　どうでもいい細かな訂てい正せいがユトの心に突つき刺ささる。彼かれも人としては認められないのだ。見た目のせいか。いや、仮に魔ま術じゆつを使わなくても同じことだろう。『人造魔ま術じゆつ士し』は、歴史の闇やみに消された『化物』なのだから。
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　夕暮れ。街を圧おし潰つぶしそうな闇やみが迫せまってくるようで、息苦しさを感じる。ユトは晴れない気分のまま一人、荒あれ果てた街の中を歩いていた。

　作戦は単純だ。一人ずつバラバラに、彼かれが出てきそうな場所を徘はい徊かいする。そして見つけたら他の二人に合図をする。あとは三人で『化物』退治というわけだ。

　いくつもある墓地の中からユトが選んだのは、大聖堂の裏にある墓地だった。

　崩くずれかけた建物の敷しき地ちをぐるりと回り、裏手にある墓地へたどり着く。たぶん元からこの街に住んでいた人たちの墓なのだろう。他と比べれば明らかに小さい。魔ま術じゆつ士しが埋うまっていそうにも思えない。なのに、端はしの方の土に掘ほり返した跡あとがあった。

「酷ひどいな……」

　ユトはつぶやき、視線を横に向ける。

　そこには、全身の筋肉が盛り上がったゴリラのような見た目の男が立っていた。

「ゥフゴオオォォ！」

　岩を砕くだくような雄お叫たけびが辺りに響ひびく。その声に悲しさを感じるのは、ユトの勝手な思い入れなのかもしれない。

「ねぇ……やめようよ……もう戦わなくていいんだ……」

　ユトが話しかけても、彼かれはなにも答えない。荒あらい呼吸を繰くり返すだけだ。とても伝わっているようには見えない。そして、

「『自然発火の種明かしスタータープロメテウス』」

　声が聞こえた瞬しゆん間かん、人造魔ま術じゆつ士しの身体からだが炎ほのおに包まれた。

　振ふり向くと、すぐ背後に金きん髪ぱつの少女が立っている。

「サラサ！　なんでここに……？」

「昨日はユトと離はなれて失敗したから、今日は離はなれない！」

　サラサの行動はユトを心配してくれてのものだった。出会い頭がしらに魔ま術じゆつで攻こう撃げきしたのも間ま違ちがいではない。相手は、危険な『化物』なのだ。でも──。

「グゴオォォ！　ウゴオォォッ！」

　炎ほのおに包まれ、苦しそうにうめく彼かれの姿を見ると、心が痛んだ。

「ユトのことはわたしが守ってあげる！　だから下がってサポートして」

　サラサの言葉は本当に嬉うれしくて、ありがたいものだった。

　しかしユトは彼女かのじよの言葉に従わず、魔ま術じゆつを使った。

「『雨降り傘いらずシンギングインザレイン』」

　バケツをひっくり返したような水が墓地に降り注ぐ。

　水はユトを、サラサを、そして炎ほのおに包まれた人造魔ま術じゆつ士しをずぶ濡ぬれにする。

「なんで……ユト……」

　サラサが信じられないといった顔で見つめてくる。ユトも自分の行動が信じられなかった。思わずやってしまったのだ。

「ごめん……」

「謝あやまらないでよ。なんでか説明して！」

　ユトはちらりと人造魔ま術じゆつ士しを見る。包んでいた炎ほのおは消え、彼かれは地面にうずくまっていた。

「もしかして……ユトの友達だった？」

　サラサが困ったような笑え顔がおで言う。当たらずとも遠からずだ。

「ねぇ、なにか言ってよ！　どうしてわたしの魔ま術じゆつを消したの!?」

　土ど砂しや降ぶりの水がうるさくて、サラサはいつも以上に声を張り上げていた。

「ユト！　ユトってば！」

　サラサがユトの両りよう肩かたを摑つかみ、激しく揺ゆらし始めた。大量の水が、彼女かのじよのリボンをほどきかけている。それを見つめながら、ユトはただ唇くちびるを嚙かみしめていた。

　説明しろと言われても、なんと答えればいいのか。

　──自分が人造魔ま術じゆつ士しだと言うのか？　世界中の魔ま術じゆつ士しを敵に回し、憎にくまれ、嫌きらわれた最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しだと。そして、キミの両親を殺したかもしれないと……。

　できるはずがなかった。

　ユトが無言で苦く悩のうする間、サラサはじっと睨にらみつけていた。話すまで逃にがさないという強い意志が感じられる。その表情が、突とつ如じよとして驚おどろきに変わった。

「ユト、危ない！」

　サラサに引っ張られる。彼女かのじよはユトと入れ替かわるように、前に出た。そこでようやく気配を感じ、ユトも振ふり返る。

　黒い巨きよ体たいが、覆おおいかぶさるように迫せまっていた。直後──、

「っぐ！」

　大岩でもぶつけられたかのような衝しよう撃げきを受け、ユトは吹ふき飛ばされた。

　人造魔ま術じゆつ士しが身体からだごとぶつかってきたのだ。地面に叩たたき付けられたところで、そのことに気づいた。でもダメージは軽い。それもそうだ。サラサが自らの身体からだをクッションにして、ユトを守ったのだから。

　地面に這はいつくばったままユトは周りを確認する。少し離はなれたところにサラサが倒たおれているのを見つけた。全身傷だらけで、気絶しているようだ。

「サラサ……」

　無様な格好のまま、手を伸のばす。その時、すぐ横にある墓石が視界に入った。別に読む気なんてなかったが、彫ほられている文字が勝手に頭の中に流れ込こんでくる。

《スカーレット・ミッチェル》

　この墓に眠ねむる者の名前だ。それを理解した瞬しゆん間かん、ユトの頭上を影かげが覆おおう。

　常人の何倍にも膨ふくらんだ黒い巨きよ体たいが目の前にあった。彼かれは右みぎ眼めを青白く光らせ、ユトを見下ろしていた。

　いや、見下ろしていたのは、ユトのことではない。墓だ。

「なんで……？」

　ユトの頭をもたげる一つの疑問。だがその答えを導く前に、黒い巨きよ体たいはユトに背を向けた。

「ンゥフゴオオオォォォ──」

　彼かれが夜空に向け、叫さけび声ごえを上げる。悲しくて、寂さびしくて、やり切れない叫さけび。その声が反はん響きようする空へと彼かれは飛び上がり、姿を消した。
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　ベッドに横たわるサラサを、ユトは見つめていた。肋ろつ骨こつの骨折と、全身の裂れつ傷しよう。ユトが持つ最高の医毒リブラ系魔ま術じゆつでも、完治に三日はかかる怪け我がだ。しかし、これで済んで良かったとさえ言える。運が悪ければ死んでいたところだ。

　それなのにサラサは、ユトを咎とがめることは一いつ切さいせず、明るく楽しく話をする。それが逆に辛つらかった。ユトは自分の間ま抜ぬけさ加減を悔くいるばかりだ。

「ねぇ、ユトってば、またわたしの話、聞いてなかったでしょ？」

「え？　いや、そんなことは……」

　実際、サラサの話はほとんど右から左に流れていた。今のユトには気になって仕方ないことがあるのだ。

　ユトは拳こぶしをわずかに開き、握にぎっていた銀色のロケットペンダントを見つめる。覚えのあるペンダントだ。中に入っている写真まで思い出せる。しかし、なぜこれが人造魔ま術じゆつ士しに襲おそわれたあとの墓地に落ちていたのか。襲おそわれる前は、なかったはずなのに。

　このペンダント、そして墓に書かれた名前、それが意味するのは──。

「僕ぼく、ちょっと行ってくる」

「ダメ……ここにいて」

　出て行こうとすると、金きん髪ぱつの少女に腕うでを摑つかまれた。涙なみだまじりの上目づかいで見つめられ、危あやうく負けてしまいそうになる。それでもユトは、強い意志を持って彼女かのじよを説得した。

　やらなければならないことがあるのだ。

　部屋を出ると、廊ろう下かで待っていた青いスーツの男と目が合った。彼かれは呆あきれたような笑えみを浮うかべ、話しかけてくる。

「何かわかったなら、俺おれも手伝わせてくれないかな」

「大だい丈じよう夫ぶです」

「やれやれ。またスタンドプレーか。知ってるかい、ユトくん。コンビの片割れが大怪け我がをするとき、その原因は大たい抵ていパートナーにあるんだよ」

「ああ……僕ぼくの責任だ」

「わかってるならいい。この仕事が終わったらじっくり考えることだ。コンビの件をね」

　ユトはなにも答えなかった。そして、この問題の始末をつけるために街へと向かった。




　すでに夜はふけ、大聖堂の裏の墓地は静まり返っていた。当然だ。元々ここには、口を開く者などいない。誰だれもが安らかな眠ねむりについているのだ。

　墓地の真ん中にある綺き麗れいな墓石の前で、ユトは一人の男がたたずんでいるのを見つけた。物もの腰ごしも口調も柔やわらかで、知性的な顔立ちをした人だ。

　近づいていくと、彼かれはユトに背を向けたまま、悲ひ哀あいに満ちた声で語りかけてきた。

「なんでこうなってしまったんだろうか……」

「彼女かのじよが亡なくなったのは戦争が原因ですか？」

　ユトは静かに問いかけた。様々な想おもいが胸の内で渦うず巻まいていた。彼かれに対する同情はもちろんあるが、それ以上にサラサを傷つけられた怒いかりが熱湯のように沸わき立っている。

「ある意味ではそうかもしれない」

「ある意味？」

「彼女かのじよはね……殺されたんだ」

「殺されたって誰だれに？」

「私だよ」

　振ふり返ったハイド。その眼鏡の奥おくで、青白い光が灯ともっていた。

「あなたが殺した？　恋こい人びとをですか？」

「婚こん約やく者だよ。だが、墓には妻として葬ほうむった。この街に……子供の頃ころの思い出があるからと……私は反対したが、彼女かのじよの最後の願いだったから……」

「なんで……なんで殺したんですか？」

「抑おさえられなかったんだ！　私は……私は……我を失って……。こんなことで償つぐなえるなんて思ってない。だけど私は墓を守ると決めたんだ。死肉をあさる卑いやしい略奪者プレデターどもから！」

　ハイドが絶ぜつ叫きようする。それを合図に、彼かれの身体からだが膨ふくれ始める。まるで風船が膨ふくらむように、山が隆りゆう起きするように、彼かれの全身の筋肉が盛り上がっていく。

「君も私の仲間ならわかるはずだ」

　岩を潰つぶすような声が語りかけてくる。やはり見た目も、声も、間ま違ちがいない。ハイド・ミッチェル──彼かれこそ、この街で『化物』と恐おそれられた『人造魔ま術じゆつ士し』だ。

「やっぱり会話できるじゃないですか」

「『化物』と恐おそれられるなら、話が通じない方がいい」

「僕ぼくが人造魔ま術じゆつ士しだとわかっていたんですね」

「君がそう語りかけてきたじゃないか。それにさっき、全身が光りかけていたよ」

「これでも抑おさえてるつもりなんですけど。サラサが絡からむと、つい我を失ってしまって……」

「そう、我々は戦えば戦うほど、自じ我がを失っていく。力が、魔ま術じゆつが、我々を突つき動かすんだ。血を求め、破は壊かいを求め、死を求め……そして気づけば、大切なものまで傷つけている」

「それじゃ本当にあなたが……」

「おかしいよな。もう戦争は終わったのに……私は婚こん前ぜん旅行で彼女かのじよの故郷を訪おとずれただけなのに……襲おそってきた略奪者プレデターを撃げき退たいしただけなのに……そのはずなのに……」

　無骨に歪ゆがんだハイドの顔。その目から大おお粒つぶの涙なみだが流れ始める。

「なぜ私は血まみれの彼女かのじよを抱だいていたんだ！」

　彼かれの叫さけびが、記き憶おくを呼び覚ます。ユトの脳のう裏りに浮うかぶのは、長い黒くろ髪かみの女性。血まみれとなり、自分の腕うでの中で息絶えようとする姉の姿だった。

「ユトさん……君にも似たような経験があるんじゃないか？」

　唇くちびるを嚙かみしめた。言葉は出てこない。

「埋うめ込こまれた魔ま光こう石せきが一つ、『ナンバーズワン』の私ですらそうなんだ。私よりも魔ま光こう石せきの多い君は、より危険だよ。絶対に抑おさえが効かない。手当たり次第に、周りの者を傷つけていくことになる。どれだけ大切だろうが、愛していようが関係ない！」

　頭にかぶっている帽ぼう子しをぎゅっと摑つかむ。それで顔を隠かくした。

「なあ、ユトさん。これは私から君への、元仲間への忠告だ。もし本当にあの子が大切なら、今すぐ別れを告げるんだ。私たちは……人ナ造ン魔バ術ー士ズは……戦争の中でしか生きられない、孤こ独どくな生き物なんだ。平へい穏おんな世界で、愛を育むなんて夢物語でしかないんだ！」

「それでも……それでも僕ぼくはサラサと一いつ緒しよにいたいんだ……」

「ならば、私がその想おもいを断たち切ってやる」

　ハイドが巨きよ大だいな身体からだで構えを取る。その全身が、闘とう気きに包まれていく。

「やめてくれよ……」

「残念だが、そろそろ限界だ。最近は魔ま術じゆつを使うたび、自じ我がを失うのが早く、元に戻もどるのが遅おそくなっている。君もきっとすぐそうなるだろう」

「僕ぼくはあなたと戦いたくない」

「これが我々の宿め──」

　言葉は途と切ぎれ、「フゥゴォッ！」という叫さけび声ごえに変わった。と同時に、黒い巨きよ体たいが突つっ込こんでくる。瞬しゆん間かん。激げき突とつ。だが──、

「『金剛力士イリーガルブロツク』」

　ユトの魔ま術じゆつが、相手のタックルを完全に受け止める。一歩も動かない。

　ハイドは、そのままユトの身体からだを殴なぐりつける。何度も何度も、全身をくまなく殴なぐりまくる。それでもユトは微び動どうだにしない。足を一ミリも動かさず、その場に留とどまり続けた。

「無む駄だだよ……。『金剛力士イリーガルブロツク』は『地重ピカクス系』の千年魔ま術じゆつだ。地面と身体からだを一体化させる。今のあなたは、地面を殴なぐっているのと変わらない」

　解説をしても、相手は無反応だった。変わらず、絶ぜつ叫きようと共に拳こぶしを叩たたきつける。悲ひ哀あいと憤ふん怒ぬの連打。まるで自分の感情を理解してほしい子供のように、彼かれはユトの身体からだを殴なぐり続けた。

　ユトだってやり切れない思いだ。けれど──サラサを傷つけたことはやっぱり許せない！

「『従属されし引き合う力パーフエクトグラビテイ』」

　ユトが魔ま術じゆつを唱える。直後、ハイドが地面に這はいつくばる。黒い巨きよ体たいが大気に押おされるように、地面にめり込こんでいく。

「フグォォ……」

　苦しそうなうめき声が聞こえる。けれどユトは緩ゆるめない。さらに圧力を強める。

「ウゴオオォォ！」

　ハイドが叫さけんだ。魔ま術じゆつだ。熱波が来る。ユトは瞬しゆん間かん的に察知するが──、

「くっ、『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』！」

　魔ま術じゆつを使うのが少し遅おくれた。とっさに帽ぼう子しだけは守ったが、ユトの服は熱に焼かれ、ボロボロになってしまった。ズボンが残ったのはラッキーだ。

「『爆放射熱波インフエルノウエーブ』か。さすがナンバーズだよ。まだこんな千年魔ま術じゆつを隠かくし持ってるとは……」

　ユトは暗い闇やみに向かって声をかけた。千年魔ま術じゆつで瞬しゆん間かん的に空間移動したが、それほど離はなれてはいない。おかげですぐに追いつかれたようだ。

「フシューフシュー」と、荒あらい息いき遣づかいを立てながら、黒い巨きよ体たいが姿を現す。その様子を見て、彼かれが正気に戻もどっていないのはわかった。

　ズキン、と頭が痛む。『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』は、距きよ離りに比例して頭痛を引き起こすのが難点だ。ユトはこめかみを押おさえながら、身体からだの中に抑おさえ込こんでいた『力』を少しだけ開放する。

「来なよ。決着をつけよう」

　全身に青白い光をまとい、ユトは静かに告げる。直後、ハイドはスタートを切った。

　一いつ瞬しゆんで巨きよ体たいが迫せまり、拳こぶしが繰くり出される。寸前──、

「『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』」

　その巨きよ体たいの背後に瞬しゆん間かん移動。さらに──、

「『弾む拳の衝撃乗算バンジーステツプパンチング』」

　ユトは肉体マツスル系の千年魔ま術じゆつを唱える。

　右みぎ腕うでだけが巨きよ木ぼくのように太くなる。その拳こぶしを、ユトは思いきり叩たたきつけた。

「フゴオオォォ──」

　叫さけび声ごえを上げながら巨きよ体たいが吹ふっ飛んでいく。遠くで衝しよう撃げき音が聞こえた。と思ったら、すぐに黒い巨きよ体たいが戻もどってくる。それをユトは迎むかえ撃うつ。

　筋肉の膨ふくれ上がった腕うでで黒い巨きよ体たいを殴なぐりつける。彼かれは吹ふっ飛ばされては起き上がり、また殴なぐられる。衝しよう撃げきを加えれば加えるほど、ユトの腕うでは膨ふくらんでいき、その威い力りよくも上がっていく。

　ユトは『奪取ステイール』をするつもりはなかった。せめてもの敬意か、それとも相手が人造魔ま術じゆつ士しでは無む駄だだと思ったのか、自分でもわからない。

　相手も、ただがむしゃらに向かってくるだけだった。

　ユトはただ機械的に殴なぐり続けた。まるでヨーヨーのように、吹ふっ飛ばしては戻もどり、吹っ飛ばしては戻もどりを繰くり返した。やがて、

「これで最後だ！」

　ユトの腕うでは、二階建ての家くらいに大きくなっていた。その腕うでに最大の力を込こめ、突つっ込こんでくる巨きよ体たいを殴なぐりつけた。

　虫を潰つぶした時に似た嫌いやな感かん触しよくがユトの身体からだを伝い、彼かれが闇やみ夜よに吹ふっ飛んでいく。

　そして──もう戻もどってくることはなかった。
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　大聖堂の裏手にある墓の中で、彼かれは仰あお向むけに倒たおれていた。どうやら最後の力を振ふり絞しぼってたどり着いたらしい。魔ま術じゆつは解除され、細身の姿に戻もどっている。

　意識はあるらしく、ユトを見ると穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「やはり無茶だったか……でも、これで良かったのかもしれない……」

　ハイドは夜空に視線を移した。そこには、いくつもの星が瞬またたいている。

「なあ、ユトさん。私たちはなんのために生きているんだろうか……」

　ハイドの問いかけに、ユトはなにも答えることができなかった。

「戦争のために身体からだを改造され、化物と恐おそれられ、それでも正義を信じ戦っていた。だが都合が悪くなると仲間に裏切られ、抹まつ殺さつされ、生き残っても、平和には生きられない……」

　ユトは黙だまったまま、彼かれに背を向けた。しかし背後で立ち上がる気配がして、振ふり返る。

　彼かれはよろめきながらも、なんとか両足で立っていた。そして言うのだ。

「殺してくれ」と。

　ユトにはそれだけの力がある。だが──。

「僕ぼくは……誰だれも殺さない……」

「君は残ざん酷こくだな……。それなら私も、君が求めている情報は教えられない」

「情報？　まさか……この街で略奪者プレデターをスカウトしていた人物のことですか？」

「思い出したんだ。そういえば言ってたよ。『彼女かのじよ』が。また戦争が始まると」

「いったい誰だれなんですか？　教えてください」

「殺してくれるかい？」

　哀かなしみと寂さびしさが入り交じった笑え顔がおで彼かれが尋たずねてくる。けれどユトは小さく首を振ふった。

　すると、ハイドは悲鳴のような声を張り上げた。

「ふざけるな！　殺さつ戮りく兵器を放っておくのか？　また戦争で暴れてやるぞ！　普ふ通つうの人間どもが、一人残らずいなくなるまで殺しつくしてやる！　オレは人造魔ま術じゆつ士しなんだ！」

　ユトはうつむいたまま、気持ちを落ち着ける。彼かれを説得できる方法はないのか考える。

　辺りを見回し、ふと墓石の文字が目に留まった。

《スカーレット・ミッチェル》

　そう、彼女かのじよだって、きっと彼かれには生きてほしいと思っているはずだ。困難でも、危あやうくても、それを乗り越こえて、生きてほしいと。

　ユトはそう伝えようと顔を上げる。それとほぼ同時だった。

「『突き立つ鋭い氷柱クラツシユドアイス』」

　どこからか聞こえた声と共に、魔ま術じゆつが発動。

　鋭するどい氷の槍やりが、ハイドの細い身体からだを貫つらぬいていた。

「あっ……あぁ……」

　言葉にならない声を漏もらし、彼かれが膝ひざをつく。その胸を貫つらぬいた氷柱から、血が滴したたり落ちる。

　ユトは信じられない思いで、ハイドの背後を見つめた。そこには、いつの間にか青いスーツ姿の男が立っている。

「アメージング！　彼かれが『化物』だったとはね」

「なんで……なんであなたが……」

「ボロボロの『化物』が墓場に入るところを見かけたんだ。中を覗のぞくと、彼かれが倒たおれているじゃないか。様子を窺うかがおうとしたら、すぐに君が来てね。しかし『人造魔ま術じゆつ士し』だったとは、さすがに驚おどろいたよ。感謝してくれ、ユトくん。君のピンチを救ってあげたんだ」

　ユトの戦いを見ていないなら、アズールがそう思うのも仕方ない。だが──。

「こんなやり方はおかしいだろ……」

「君は人造魔ま術じゆつ士しの恐おそろしさを知らないのかい？　といっても、所しよ詮せんはガラクタだけどね」

「ガラクタ……？」

「ああ、大戦中に生まれた危険なガラクタだよ。終戦間ま際ぎわの掃そう討とう作戦には俺おれも参加したんだけど、片付け残したガラクタがあったみたいだ」

「人造魔ま術じゆつ士しはガラクタじゃない……立派な人間だ！」

「ユトくんは優やさしいなぁ。だったら君が葬ほうむってやればいい。ちょうどここは墓場のようだし。それじゃ俺おれは先に祝しゆく杯はいをあげておくよ」

　アズールは高笑いを上げ、歩いて行ってしまう。振ふり返ろうともしなかった。

　静せい寂じやくが訪おとずれる。氷柱に貫つらぬかれた男は膝ひざをついた格好のまま、顔だけを夜空に向けていた。

「ハイドさん！」

　駆かけ寄って声をかけるが、反応は薄うすい。体温によって氷が溶とけだし、胸の傷口が広がっている。大量の血が流れ出している。口や鼻からも血が滴したたっていた。

「ユト……ぐふッ……さん」

「待ってて。すぐに治ち療りようを──」

　ユトは魔ま術じゆつを使おうとする。が、ハイドに腕うでを摑つかまれ止められた。細い身体からだからは想像できないほどの力だ。

「もう……いい。これで、やっと……会える……」

　彼かれの目から大量の涙なみだが流れ出す。安らかな笑え顔がおに、心を潤うるおすような大量の涙なみだが流れる。

　ハイドの細身の身体からだが崩くずれ落ちていく。それをユトは受け止め、抱だきしめた。強く強く、歯を食いしばり、彼かれの身体からだを抱だきしめた。

「ユトさん……すまない……『彼女かのじよ』は……」

「いいんです……無理にしゃべらなくても……」

「最後に……頼たのむ……私の魔ま術じゆつを──」

　それ以上は声にならなかった。だけど、ユトにはわかっていた。

　──もう誰だれにも、あなたの身体からだをいじらせたりはしない。

「スティール……」
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　三日が経たち、もう『化物』の噂うわさも聞かなくなった。だけどフェンス越ごしに見える街は、今日も変わらず、荒こう涼りようとしている。

　魔ま術じゆつ士し協会による街の調査、及および略奪者プレデターの掃そう討とう作戦が明日から再開する。だがそれを待たず、今日ユトたちはこの地を離はなれることになった。

　気持ちの整理はまだついていない。『人造魔術士ハイド』の一件が、ユトの心に暗い影かげを落としていた。ちょうどいい機会だ。今日、サラサと別々の道を歩むと決めれば、彼かれと同じような経験をせずに済む。けれど──。

「ゆーと、なにしてんの？」

　ふいに背中に温かな重みが飛び乗ってくる。優やさしくて甘あまい匂においと、柔やわらかな温ぬくもりが、身体からだを通して心の奥おく底そこにまで染しみてくる。

「サラサ……もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「昨日も同じこと訊きいたでしょ。あのくらいの怪け我が、一晩寝ねれば平気なんだから」

「それは良かった……」

　ユトは静かにつぶやく。するとサラサは耳元に顔を近づけ、囁ささやいてくる。

「ユトの方こそ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……なんのこと？」

　ユトがとぼけたのを見み抜ぬいたのか、サラサは突とつ然ぜん「えいっ」と言って背中から飛び下りた。

　振ふり向くと、彼女かのじよは真面目な顔つきをしていた。エメラルド色の硬こう質しつな瞳ひとみと見つめ合う。怒おこっているのだろうか、それとも──。

「わたしにとってユトはユトだから！」

　突とつ然ぜん、彼女かのじよは振ふり絞しぼるように声を張り上げた。

「ユトがミスしても、それでわたしが困るようなことがあっても、構わないんだから！」

　そう言うと、サラサはにっこり微笑ほほえんだ。少しだけ頰ほおが赤くなっている。そして、照てれ隠かくしのつもりか、彼女かのじよはまたユトの背中に飛び乗ってきた。

「サラサ……ごめん……」

「いいって言ってるでしょ。その代わり、あとでいっぱいなでなでしてね」

「うん……気の済むまで」

「それと約束だからね。絶対に、わたしの側そばからいなくならないこと！」

「わかった。約束するよ……」

　いつか、彼女かのじよの元を去る日が来るかもしれない。だけど──もう少しだけ。もう少しだけは、側そばにいてもいいよね？




　ユトはサラサをおぶったまま、宿しゆく泊はく施し設せつの前まで戻もどった。すると、オープンカーを用意した青スーツの男が待ち構えていた。

「グーッド！　ちょうどいいタイミングだ。そろそろ出発しようか」

「どこへ行くって言うんですか？」

　ユトはアズールに言いたいことがたくさんあったが、わざわざ波風を立てまいと黙だまっていた。しかしこれ以上、一いつ緒しよに行動するのだけは御ご免めんだ。

「協会と連れん絡らくを取ったんだけど、どうやら最悪の展開になってしまったらしい」

「なんの話ですか？」

「魔術大戦を再び起こそうと準備している者を特定した」

「……誰だれですか？」

　尋たずねると、アズールは嬉うれしそうな、意地の悪そうな笑え顔がおで、ユトを指さした。

「ユトくんのお姉さん、『ユリス・フロンティア』さ」

　絶句。ユトは呼吸すら忘れるほど驚おどろかされた。頭が真っ白になり、なにも考えられなくなる。足元がふらつき、危あやうく背中に乗っている人まで落としそうになる。が──、

「ウソつかないで！」

　サラサの言葉で、ユトはなんとか意識を保った。

「悪いけど、俺おれが言ってるわけじゃない。協会が略奪者プレデターを締しめ上げて得た情報さ」

「ユトのお姉さんはね、『絶対治癒オールクリア』でたくさんの人を助けた『戦場の女め神がみ』なんだよ！」

「知ってるよ。『絶対治癒オールクリア』は有名だからね。『医毒リブラ系』と考えられているが、詳しよう細さいは一いつ切さい不明。一万年の歴史の中でも、使ったことが確認されたのは、ユリス・フロンティアその人だけだ。だからこそ、それが証しよう拠こになるんだよ」

「……ほへ？　なに言ってるの？」

　サラサはいまいち理解していなかった。が、ユトには彼かれの言わんとすることがわかった。

「『絶対治癒オールクリア』を使った人がいるんですか？」

「場所は、ダリダ共和国第三都市、『ディマージョ』」

「僕ぼくの故郷だ」

「ユリス・フロンティアもね。まだ確定したわけじゃないが、この街で略奪者プレデターをスカウトしていたのも『女』なんだろ。似た特とく徴ちようの人物が、ディマージョで目もく撃げきされたという情報もある。ここまで揃そろったら、確かめずにはいられない。ユトくん、君はどうする？」

　アズールは、まるで人の不幸を期待するような笑え顔がおで誘さそってくる。ユトはなんと返事をすればいいのかわからず、固まってしまった。

　こんな人間と一いつ緒しよにいるのも嫌いやだし、危険が待っているかもしれない。何より、真実を知るのが怖こわかった。姉が生きているなら、これ以上ないほど喜ばしいことだ。でも、もし再び大戦を起こそうとしている人物が『お姉ちゃん』だったら、自分はどうすればいいのか……。

　様々な感情が胸の内で渦うず巻まき、ユトの心は冷たい牢ろう獄ごくの中へ閉じ込こめられそうになる。

　けれどもそれを、春風のような優やさしい声が救う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。お姉さんは、ユトの知ってるお姉さんのままだから」

　耳元で囁ささやくサラサの声には、後ろ向きの感情は少しも含ふくまれていなかった。いつもそうだ。くじけそうな時も、弱気に負けそうな時も、必ず彼女かのじよが支えてくれた。手を引いてくれた。

　サラサの優やさしくて暖かな言葉のおかげで、ユトは迷いを振ふり払はらうことができたのだった。
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　あの日──。

　真っ白だった。降り積もった雪が、辺りを白一色に染めていた。

　どこまでも、地平線の先まで続く白い景色。世界の果てのようだった。

　そんな場所で、少年は歩みを止め、仰あお向むけに倒たおれ込こんだ。

　積もった雪に身体からだが沈しずみ込こんでいく。寒さはもう感じない。痛みも、悲しみも、怒いかりも、何も感じない。ただ疲ひ労ろう感があるだけだった。

　──なんでこんなことになったんだろう……。

　白み始めた空を眺ながめながら、少年は今までの日々を思い返していた。

　初めは姉の役に立ちたくて、側そばにいたくて、少し強くなりたいと願っただけだ。すると想像を超こえる力を与あたえられた。その力を使い、正義を信じて戦い続けた。けれど、気づけば味方だと思っていた人たちまでが敵になっていた。

　少年は自分を守るために戦うようになった。やがて戦うことにも疲つかれ、逃にげ出した。しかし彼かれらは諦あきらめてくれない。無む抵てい抗こうなところを見せても、戦う気がないと訴うつたえても、彼かれらは追いかけてくる。どれだけ関係のない人を巻き込こんでも、少年を追いつめ続ける。

　居場所なんてなかった。空に浮うかぶ島も、海に沈しずむ大陸も、火山の中も、大地の奥おく底そこも、どこにでも彼かれらの目が光っている。

　だから力をすべて失ったように見せかけ、生死もわからないようにして身を隠かくした。

　そしてたどり着いたのは地の果て。地図にも載のっていない、コロネット大陸の最さい北ほく端たん。

　だけど、もし追手がここにも現れるようなら──。

「すっごーい！」

　突とつ然ぜんどこからか、小鳥のような声が聞こえてきた。

　声の主は、小さな女の子だった。随ずい分ぶんとカラフルな服を着ている。そんな子が一人、誰だれもいない雪原で楽しそうに走り回っていた。

　しばらく少年は、空を見ながら彼女かのじよの声に耳を傾かたむけていた。すると急に声が聞こえなくなった。代わりにザッザッ、という足音が近づいてくる。

　ふいに少年の顔を影かげが覆おおった。視線を巡めぐらせると、エメラルド色の瞳ひとみと目が合った。硬こう質しつで、キラキラ光る綺き麗れいな瞳ひとみだ。太陽の光を透すかして揺ゆらめくふわふわの金きん髪ぱつも綺き麗れいだった。

「木の実、食べる？」

　女の子は赤い木の実を差し出し、にっこり笑う。その笑え顔がおに少年は一いつ瞬しゆんだけ見とれた。でもすぐに、彼女かのじよの手にあるお椀わんの方に目がいく。氷が山盛りになっていた。

「これ？　カキ氷だよ。木の実と一いつ緒しよに食べるんだよ。これ全部、食べ放題だよー」

　金きん髪ぱつの女の子は、嬉うれしそうに両手を広げた。背後には、まっさらな雪原がある。確かに食べられそうなくらい綺き麗れいだけど、少年は戸と惑まどってしまい、首を左右に振ふった。

　反応がそっけなかったせいか、女の子はつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせる。けれど次の瞬しゆん間かん、

「どーん」

　はしゃぎ声を上げ、少年に飛び乗ってくる。

　甘あまくて優やさしい匂においが鼻をつく。柔やわらかな温ぬくもりが身体からだの隅すみ々ずみまで染しみわたる。緊きん張ちようがとけ、全身の力が抜ぬけた。

　女の子のことを、押おしのけることも、払はらいのけることもできない。ただ相手に身を許す。そんな自分に、少年は驚おどろいていた。

　魔ま術じゆつ士しとして、戦場で戦う者として、それは絶対にあってはならないことだったのだ。これまで、魔ま術じゆつの奪うばい合い以外では、他人の体温を感じたことなどなかったのに。

　彼女かのじよに気を許した理由はわからない。わからないが、自然と声までかけていた。

「ねぇ……重いよ……」

「女の子に重いとか言っちゃダメなんだよぉ」

　気の抜ぬけた声が返ってくる。彼女かのじよはリラックスした雰ふん囲い気きで、少年の上に寝ねそべっていた。

　やがて金きん髪ぱつの女の子は寝ね息いきを立て始めた。

　生まれたての子こ猫ねこのように無警けい戒かいで無防備な寝ね顔がおだった。敵意も悪意もなく、今まで少年が受けてきたあらゆる害意が、彼女かのじよからは感じられなかった。

　しばらく待ってみるが、女の子はまるで起きそうにない。少年は仕方ないと起き上がり、彼女かのじよを背中に乗せ、建物が見える方へ向かった。

　そこは小さな村だった。でも、女の子の家がどこなのかわからない。

「そこだよ」

　いつの間に起きたのか、彼女かのじよが指を差す。その家の前まで送り届けた。

「さあ、入って入って」

　別れを告げようとしたが、女の子に強ごう引いんに家の中へ連れ込こまれてしまう。

　中へ入ると、少年はすぐに様子がおかしいことに気づいた。

「きみ……ここに一人？」

「パパとママはね、いま戦争に行ってるの」

　明るく話す彼女かのじよの顔が信じられなかった。なぜそんな風に笑っていられるのか。

　少年が呆あつ気けに取られていると、女の子が顔を覗のぞき込こんでくる。

「あなた、名前は？」

「僕ぼくは──」

　一番多く呼ばれのは『ラストナンバー』、あるいは『化物』だ。

「わたしはね、サラサだよ」

　金きん髪ぱつの女の子が名前を教えてくれた。でも少年はなんの反応もできなかった。

「家はどこなの？」

　この質問にも無言で返した。

「もしかして、家がないの？」

　少年はかすかにうつむく。すると、彼女かのじよは明るい声で言った。

「だったら、ここに一いつ緒しよに住もうよ」

　余りに唐とう突とつな誘さそいだった。当然、少年は首を横に振ふる。

「ダメだよ……」

「他に行くところがあるの？」

「ううん。でも僕ぼくとは一いつ緒しよにいない方がいい」

「どうして？」

　誰だれとも親しくなってはいけない。誰だれも自分の側そばに近づけてはいけない。それが、追われ続ける中で学んだことだった。

「だって僕ぼくは……『化物』だから」

「ほへ？　それって鬼おにさんみたいなの？」

「たぶん……」

　少年が答えると、金きん髪ぱつの女の子はあっという間に奥おくの部屋に引っ込こんでしまった。怖こわくなったのだろう。

　そう思っていたら、彼女かのじよはすぐに戻もどってきた。その手に、大きな黒い帽ぼう子しを持って。

　女の子は少し背せ伸のびして、少年の頭に帽ぼう子しをかぶせる。モコモコの帽ぼう子しは、少年にはちょっと大きかった。けれど彼女かのじよは満足そうに言うのだ。

「うん、似合ってるよ」

「あの……これは？」

「鬼おにさんなら角を隠かくしておけば大だい丈じよう夫ぶだよ」

　女の子がにっこり笑う。この世の優やさしさをすべて集めたんじゃないかと思えるほど、暖かな笑え顔がおだった。

「わたしと一いつ緒しよに、パパとママを待とう」

「でも……」

「きっと一いつ緒しよに住んでもいいって言ってくれるよ。あっ、でも角はちゃんと隠かくしておいてね」

　少年の目め頭がしらが熱くなる。歯を食いしばり、湧わき上がってくる感情を必死に抑おさえた。

　こんな優やさしさに触ふれるのは久しぶりだ。こんないい子は他にいない。だからこそ──出て行かないと。

　少年は無理やり決意を固め、女の子に背を向けた。そこへ彼女かのじよが声をかけてくる。

「ねぇ、知ってる？　今日ね、戦争が終わったんだって」

「えっ……」

　少年は思わず振ふり向いた。

「さっきね、ラジオで言ってたの。だからきっと、パパもママもすぐに帰ってくるよ」

　全身の力が抜ぬけ、少年はその場に倒たおれ込こんだ。

　──もう戦わずに済む。もう逃にげずに済む。もう、誰だれも殺さずに済む……。

　そして少年は静かに、死んだように、眠ねむりについたのだった。
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　ユトの故郷、『ディマージョ』は海に面した小さな街だ。気候は一年を通して温暖で、かつてはコロネット大陸有数のリゾート地として栄さかえていた。だが長い戦争の間にすっかり寂さびれてしまい、今は人の姿もまばらだ。終戦からまだ六年。戦火を逃のがれたとはいえ、簡単に活気が戻もどるわけではない。

　街へ着くなり、アズールは『一人で先に調べることがある』と言ってどこかへ行ってしまった。なので、いったん別行動。ユトはサラサと共に自分の家へ向かっていた。

　刺さすような日差しの下、二人は街の郊こう外がいへ向け、人通りのない道を歩いていた。その途と中ちゆうで突とつ然ぜんサラサが立ち止まり、上着を脱ぬぎだした。さらにシャツのボタンに手をかけたとこで、ユトが止めに入る。

「ダメだよ、サラサ！」

「だって暑いんだもん！」

　サラサはシャツの胸元を広げ、バサバサと風を送り込こむ。

「ユトは平気なの？　そのモコモコの帽ぼう子しとか」

「僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ユトは暑さに強い方だし、できれば帽ぼう子しは脱ぬぎたくないのだ。一方、サラサは雪国出身のせいか、暑さにはめっぽう弱い。そんな彼女かのじよに、さらなる試練が立ちはだかる。

「なにコレ……」

　額の汗あせをぬぐいながら、サラサが啞あ然ぜんとした声を漏もらす。その視線は、もはや前方ではなく、ほとんど上方を向いていた。

「ここを上った先が僕ぼくの家だよ」

　ユトは躊躇ためらうことなく、角度のキツい坂を進み始めるが──、

「うわっ」

　いきなり背中にズンッという重みがかかり、後ろへ転げそうになった。

「サラサ！　危ないだろ！」

「ユトの家が建ってる場所が悪いんだもん。あとで木の実あげるから乗せてって」

「まったく……でも、くっついてて暑くないの？」

「ユトはわりとひんやりしてるから大だい丈じよう夫ぶだよー」

　なんだよそれ、とため息を一つ。諦あきらめてユトは歩き出した。

　炎えん天てん下かの中、背中に金きん髪ぱつの女の子を乗せ、一歩一歩と坂を上がって行く。すると、ふいにサラサが思い出したようにつぶやいた。

「ユトと初めて会った日も、こうやって運んでもらったね」

「うん……そうだったかも……」

「一いつ緒しよだね。わたしの家に初めて行く時も、ユトの家に初めて行く時も」

「あの時は、もう少し軽かったんだけどね」

「だってあの日は、雪と木の実しか食べてなかったんだもん」

　サラサの答えに、ユトは思わず苦く笑しようしてしまった。相変わらずズレている。それに少し重い。だけど、あの日のことを思い出すと、何もかも許せてしまうのだ。

「そういえば、ずっとサラサに訊ききたかったことがあるんだ」

「おいしい木の実が落ちてる場所？」

「違ちがうよ。初めて会った日のこと。なんでサラサは僕ぼくを家に連れて帰ったの？」

「ほへ？　そんなことぉ？」

「そんなことって、普ふ通つうに考えたらおかしいだろ。見ず知らずの人間を家に連れて行って、しかも一いつ緒しよに住もうなんて。ご両親もいない間に」

「うーん、わかんない。ユトが落ちてたから拾ったのかな？」

「そんな木の実みたいに……。まったく、なんでも拾っちゃダメだって言ってるだろ」

　呆あきれたふりをするが、本当は理由なんてどうでも良かった。ユトにとって大切なのは、あの日サラサに出会えたこと、それだけなのだ。

　話しながら歩いている内に、坂は上りきっていた。道の先には、石造りの家がいくつか見えている。その内の一つがユトの生家だった。




　中に入ると、さっそくカビと埃ほこりの臭においが鼻をつく。しばらく誰だれも入っていないことは、一目でわかった。リビングも寝しん室しつもキッチンも、昔のままだ。

「お姉さんは……いない？」

　サラサが窺うかがうように尋たずねてくる。ユトは無言でうなずいた。

「ユトは、ずっとここに住んでたの？」

「六歳さいくらいまでかな。僕ぼくが生まれてすぐに母親が亡なくなって、代わりにお姉ちゃんが育ててくれたんだけど。そのお姉ちゃんも、僕ぼくが五歳さいの誕生日に戦地に行っちゃって」

「ほへ？　ユトを残して？」

「昔から活動的な人だったから。それに一応、隣となりの家の人に世話を頼たのんでて──」

　ユトの話の途と中ちゆうで、ふいに玄げん関かんのドアが大きな音を立てて開かれた。見ると、一人の老人が立っている。顔のほとんどを白ひげで覆おおい、全体的に丸っこいフォルムの人だ。

「まさか……ユトか……」

　彼かれは持っていた杖つえを落とし、全身を震ふるわせていた。ユトも自分の身体からだが震ふるえるのを感じた。

「トムじいちゃん……」

　名前を口にすると、老人が飛びついてくる。ユトは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたものの、その小さな身体からだを受け止めた。彼かれとは魔ま術じゆつ士しになる前からの付き合いなのだ。

「ほんに大きくなりおって……。だが、なにも変わっておらん。ユトじゃ。わしらのユトじゃ」

「ごめんなさい。連れん絡らくもしないで」

「本当じゃ、このバカタレが。わしらの忠告も聞かず飛び出して行きおって。とうに死んだと思ったぞ。しかしユトも悪いが、もっと悪いのは、お前じゃ。ユリス──」

　老人は金きん髪ぱつの少女に顔を向け、固まっていた。どうやらユトが姉と一いつ緒しよに帰ってきたものと勘かん違ちがいしたらしい。

「髪かみを金色に染めたのか……？　似合わんぞ」

　トムの大ぼけは、サラサの感情に火をつけた。

「ひっどーい！　わたしだって黒に染めようか悩なやんでるのに！」

「それに、なんじゃ？　そのキテレツな服は」

「ほへ？　キテレツ？　それって最高ってこと？」

「……しばらく見んうちにバカっぽくなったな、ユリス」

「バカ？　わたし、バカじゃないもん！」

　サラサとトムの間で火花が散っている。ユトはまずいと思い、止めに入ることにした。

「トムじいちゃん、この子はユリスお姉ちゃんじゃないよ。サラサって言うんだ」

「なんじゃと？　どうりで、ユリスにしては腕うでやら脚あしやらに肉がついとると思ったわい」

　独りで勝手に納なつ得とくする白ひげの老人。おかげでサラサをなだめるのも一苦労だった。
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　ユトが戻もどってきたことは、あっという間にご近所に広まり、日が暮れる頃ころにはトムの家の庭で、ささやかながら歓かん迎げい会が開かれていた。

　盛せい大だいとは言えないが、集まった人たちはみんな楽しそうにしている。その様子を、ユトは庭の端はしで眺ながめていた。そこへ、杖つえをついた老人が近づいてくる。

「一応の主役がこんなところでなにしとる」

「主役って言われても……久しぶりに帰ってきたから、いまいち馴な染じめなくて」

「お前は子供の頃ころから変わらんの。人見知りで、すぐに自分の殻からに閉じこもってしまう。表向きの愛あい想そはいいのに、肝かん心じんなところで心を開かん」

「なんでもお見通しだね」

　子供のいない老ろう夫ふう婦ふは、本当にユトのことを可愛かわいがってくれた。二人だけじゃない。街の人には世話になってばかりだった。だからこそ、ユトはこの街に帰らないと決めていたのだ。

「ユト、お前が突とつ然ぜん戻もどってきたのは、やはりユリスのことか？」

「なにか知ってるの？」

「ただの噂うわさじゃ。わしらからすれば、信じる価値もない話じゃよ」

　その言葉だけで、ユトにはどんな話か想像がついた。何者かが再び戦争を起こそうとしている。その人物はこの近くに潜せん伏ぷくしている。特とく徴ちようから推定されるのは、ユトの姉、ユリス・フロンティア。トムが聞いたのも、恐おそらくは似たような話だろう。

「とにかく、まずは確かめないと」

　ユトは静かに決意する。と、横で白ひげの老人が嬉うれしそうに目を細めていた。

「公認魔ま術じゆつ士しといったか？　しかし立派になったものじゃな」

「急にどうしたの？」

「わしらはお前が小さい頃ころに飛び出していった姿しか知らんからの。あの頃ころは、毎日のようにユリスを探して泣いておった。それが──」

　老人は目に涙なみだを溜ため、かすれた声を振ふり絞しぼった。

「よく生きて帰ってきてくれた」

「……ごめんなさい」

「謝あやまることなんてない。生きてるなら、それだけで良いい。ほれ、今日くらいは楽しめ」

　白ひげの老人がユトを促うながす。そこへちょうど金きん髪ぱつの少女が走り寄ってきた。と思ったら、

「ほへ、ユト、見っけ──きゃっ」

　お約束のごとくサラサはつまずき、手に持っていた皿を盛せい大だいにひっくり返してしまう。

「サラサ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言ってサラサは、落ちたものを素す早ばやく口に運ぶ。ユトはお決まりの注意を与あたえるが、

「落ちたものを食べたらダメだよ」

「だってお腹なかが鳴っちゃうんだもん！」

　いつもの台詞せりふが帰ってくる。ユトはさらに注意しようとするが、宴えん会かいの輪の方から子供たちが「サラサちゃーん」と呼ぶ声が聞こえてきた。

　サラサがユトをじっと見つめてくる。ユトは「行ってあげなよ」と促うながす。彼女かのじよは満面の笑えみでうなずき、すぐに人の集まるところへ駆かけて行った。

「ユトよりよっぽど馴な染じんどるの」

　トムの言葉が心に突つき刺ささる。でもサラサの笑え顔がおを見ていると、ユトも自然と笑え顔がおになれるのだった。




　　　　　　　　　　４




　サラサが目を覚ましたのは、昼より前だった。隣となりではユトがまだ安らかな顔で眠ねむっている。その子犬のような顔を見ていると、どうしてもサラサは頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「そうだ！　ユトが起きる前に、ご飯を作ってびっくりさせよっと」

　そうすれば、きっと褒ほめられて、なでなでしてもらえるに違ちがいない。

　期待を胸に、さっそく出発。ユトが好きな魚を獲とるため、サラサは海に向かって一直線。街中を軽い足取りで駆かけ抜ぬける。

　けれど、途と中ちゆうで急ブレーキ。慌あわてて立ち止まった。サラサは交差点の横、街路樹の下をじっと見つめる。そこには、山のように木の実が落ちていた。

「これは……こんなにいっぱい……見たことないやつばっかり……」

　拾わずにはいられなかった。道に沿って並ぶ街路樹はどこまでも続いているようで、そのぶん木の実も無限かと思えるほど落ちている。

　サラサは夢中になって木の実を拾った。拾いながら、たまに口に入れたりしながら、どんどん道をそれていく。そしてしばらくすると、いきなり声をかけられた。

「やあ、サラサくん。奇き遇ぐうだね」

　行く手をふさいでいたのは、青いスーツを着た男。サラサの苦手な相手だった。

「……なにか用？」

「そう邪じや険けんに扱あつかわなくてもいいじゃないか。ユトくんは一いつ緒しよじゃないのかい？」

「ユトはまだ寝ねてるけど」

「ちょうどいい。少し俺おれに付き合ってくれないか」

「イヤに決まってるでしょ。わたしだって忙いそがしいんだから」

「木の実を拾ってるようにしか見えないが……」

「これより大切なことなんて、ユト以外にないもん！」

「では、ユトくんのためだ、と言ったら？」

「ユトのため？　どういうこと？」

「彼かれのお姉さん、『ユリス・フロンティア』が潜せん伏ぷくしている場所を突つき止めたんだ」

　サラサが興味を持つには充じゆう分ぶんな話だった。

「ユトのお姉さん……本当に見つけたの？」

「それを確かめるため、これから偵てい察さつさ。一いつ緒しよに来るだろ？」







　サラサがアズールに連れて来られたのは、ディマージョの沖おき合あいにある島の一つだった。周りを切り立った崖がけに囲まれた島で、上陸するのも一苦労。崖がけを登ってみても、周りにあるのは草木の密集した森だけ。道らしきものも見当たらない。

　アズールが先に立ち、森の中を歩き出す。仕方ないのでサラサはついて行くことにした。

　森の中は薄うす暗ぐらく、不気味な気配が漂ただよっていた。視線を感じるのは気のせいだろうか。

「ここはね、地元の人には『軍ぐん用よう島とう』と呼ばれているんだよ」

　訊きいてもいないのに、アズールがしゃべりだす。本当は相手をしたくないが、サラサは暗い気分に耐たえきれなかった。

「なんの島なの？」

「大戦中は『奪だつ還かん同盟』が魔ま術じゆつ士しの研究施し設せつや収容所、訓練施し設せつなんかを置いていた。今は世界連合による調査の真っ最中さ。ただ、行われていた実験が少し問題でね。政治的な駆かけ引きもあり、実際は『立オ入フ禁リ止ミ区ツ域ト』として放置されているんだ」

「うぅ……難しい話は眠ねむくなる……」

「じゃあ、大戦中にここで行われていたのは、どんな実験だと思う？」

「わからない……ねむい……」

「行われていた実験。それはね、『人ナ造ン魔バ術ー士ズ』に関するものなんだよ」

　その単語を聞いた瞬しゆん間かん、全身に緊きん張ちようが走った。詳くわしいことは知らないが、サラサもそれが恐おそろしい存在だということくらいは知っている。眠ねむ気けも吹ふき飛んだ。

「人ナ造ン魔バ術ー士ズ……聞いたことある気が……」

「人じん為い的に『魔ま光こう石せき』を埋うめ込こみ、能力を飛ひ躍やく的に向上させた魔ま術じゆつ士しのことさ。たった一つの魔ま光こう石せきで、一つの系統の魔ま術じゆつをすべて所有できるほど『魔術容量キヤパシテイー』が上がると言われてる。それが事実なら、『ラストナンバー』はこの世のすべての魔ま術じゆつを所有できることになるね」

「ラストナンバー？」

「身体からだに17つもの魔ま光こう石せきを埋うめ込こまれた最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しだよ。終戦間ま際ぎわ、世界中の街を破は壊かいし、世界中の魔ま術じゆつ士しを敵に回した奴やつだ。まあ、俺おれはそこまでの強さは感じなかったけど」

「会ったことがあるの？」

「会ったというか、俺おれが見たラストナンバーは、常に真っ白い布で全身を覆おおっていた。それこそ頭までグルグル巻きでね。しかし聞いたよ、サラサくん。君のご両親も『公こう魔ま十じゆう七なな家け』側で大戦に参加していたそうじゃないか。きっとラストナンバーの犠ぎ牲せいになったのだろうね」

「そんなこと……知らない……」

　サラサは嫌いや々いや話に付き合ってあげていた。なのに、アズールはいきなり人差し指を鼻に当て、シーッとやってくる。サラサはムカっとしたが、すぐにその真意に気づいて身を屈かがめた。

　草木の隙すき間まから目を凝こらすと、少し離はなれたところに人ひと影かげがいくつも見えた。前に見た『略奪者プレデター』たちと似た格好の男たちだ。耳を澄すませると、彼かれらの会話が聞こえてくる。

「それで、お前はいくらで雇やとわれたって？」

「ケッ、前金ははした金だ。残りは成功報ほう酬しゆうだってよ」

「同じだな、どいつこいつも……。結局、騙だまされた口か」

「それでも死体をあさってるよりはマシだけどな」

　男たちの様子を窺うかがいながら、アズールがヒソヒソ声で話しかけてくる。

「どうやら噂うわさどおり、魔ま術じゆつ士しを集めているらしい」

　それ以上は話すこともなく、二人はしばらく無言のまま森の中を進んでいく。と、前方に人工物が現れた。白しろ塗ぬりの建物で、かなり大きい。これが研究施し設せつなのだろうか。建物の周りでは、魔ま術じゆつ士しらしき男たちが警けい戒かいした様子で見回りをしている。

「サラサくん、君は空間移動ができる魔ま術じゆつを持っているかい？　どの系統でもいいが」

　アズールに尋たずねられ、サラサはすぐに首を横に振ふった。

「持ってない。そういうのはサポート系だから、ユトに任せてる」

「だろうね。思った通りだ。しかし、そうなると中への侵しん入にゆうは難しいな。とりあえず俺おれが一人で偵てい察さつしてくるから、サラサくんはどこかに身を潜ひそめていてくれ」

　アズールは建物に向かい、その姿はすぐに見えなくなった。

　サラサは近くの草むらに腰こしを下ろし、一息つく。空を見ると、黒い雲が立ち込こめていた。

　不安になったせいか、あの少年の顔を思い出す。穏おだやかな顔つきで、少し弱気な雰ふん囲い気きの男の子。でも優やさしくて、本当は誰だれよりも頼たよりになる人──。

「ユト、どうしてるかなぁ……」

　まさかこんな大事になるとは思っていなかった。今すぐにでも会って、飛びついて、抱だきしめて、なでなでしてもらいたいのに……。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。とりあえず木の実でも拾っておこっと」

　暗くなっちゃダメだ。サラサは自分に言い聞かせ、辺りの地面を探し始める。

　そこへ、思った以上に早く青スーツの男が戻もどってきた。

「どうやら妙みようなことになってるみたいだ」

「ほへ？　お姉さんがいたの？」

「恐おそらく……いたにはいたが……」

　アズールが案内すると言うので、サラサはついて行くことにした。

　建物への侵しん入にゆうは容易たやすかった。人数は多くても寄せ集めの魔ま術じゆつ士しだから見張りも適当なのだ、とアズールが言っていた。

　中は研究施し設せつらしい雰ふん囲い気きだった。独特の清潔感と静せい寂じやくさが病院に似ている。

　何度か廊ろう下かを曲がり、突つき当りまで進む。恐おそらく最さい奥おうの場所だろう。

「外からこの部屋の窓を覗のぞいたんだ。そうしたら中に一人、女性がいるのを見つけた」

　アズールの説明は、ほとんど右から左へ流れていく。サラサは自分でも緊きん張ちようしているのをはっきりと感じていた。ユトのお姉さんに会うからか。いや、なんだか嫌いやな予感がする。

「開けるよ」

　アズールが囁ささやくように言う。そして扉とびらが、ゆっくりと、静かに開けられていく。

　視界に飛び込こんできたのは、長い黒くろ髪かみの女性だった。部屋には他になにもない。がらんとした空間に、白い病衣服のような布をまとった女性が一人、床ゆかに座っていた。

　女性は扉とびらとは反対、窓の方を向いていた。サラサの位置からだと顔が見えない。とはいえ、ユトの姉の顔は知らないので、見てもわからないが。

　知っているのは、ユリスが長い黒くろ髪かみの持ち主だということだけ。部屋にいる女性は、その意味では本人のように感じられた。

　サラサは固まってしまい、なかなか一歩を踏ふみ出せない。声もかけられない。だが、緊きん張ちようだけが原因じゃない。本能が告げていたのだ。何かがおかしいと。

「どうしたんだい、サラサくん。ここに留とどまっていたら、奴やつらに見つかってしまうよ」

　アズールの落ち着き払はらった声に促うながされ、ようやくサラサは一歩目を踏ふみ出す。そして二歩目、三歩目と黒い髪かみの女性に近づいていく。

　すぐ側そば、手が届く距きよ離りまで近づくと、サラサは声をかけた。

「あの……大だい丈じよう夫ぶ？」

　声に反応して女性が振ふり向く。だがサラサと目が合う直前、女性が態勢を崩くずし、床ゆかに倒たおれかける。サラサは、反射的にその身体からだを抱だき留めてしまった。

　思った以上に強い力で、女性が抱だきしめてくる。強く、強く、まるで二度と離はなす気がないんじゃないかと思うほどの力が込こめられている。

　ここでようやくサラサは気づいた。

「しまっ──」

　だが、遅おそかった。

「スティール！」

　女性の声が聞こえた。その数秒後、全身を握にぎり潰されたような激痛が走る。

「くっ──あぁ……」

　サラサはどうにか悲鳴を上げるのを耐たえた。でも痛みのせいで身体からだから力が抜ぬける。

　黒くろ髪かみの女は抱だきついたまま離はなれない。そして背後から楽しそうな声が聞こえてきた。

「姉さん、なにを『奪取ステイール』したんだい？」

「肉体マツスル系の百年魔ま術じゆつ、『身体能力進化フイジカルエリート』よ」

　女性が答える。その冷えた声がサラサの記き憶おくを揺ゆさぶる。かすかに視線を動かすと、女性の氷のような瞳ひとみと目が合った。

「久しぶりね。クリアーズのカラフル娘むすめさん」

　協会にいた女性。名前はアオイ。アズールが姉と呼んでいた人物だ。

「な……なんで……」

「なんでって、髪かみのことかしら？　こんなの、ただの仮装よ」

　アオイが黒い髪かみのカツラを脱ぬぐ。その下から蒼あおい長ちよう髪はつが現れた。

「エクセレント！　こうも見事にハマってくれると、嬉うれしくてたまらないね」

　背後で高笑いが上がる。サラサはどうにか首を動かし、後ろの男を睨にらもうとする。と、アズールはわざわざ目の合う位置まで移動してきた。

「くくくっ……グッドグッド。その感じ。実にソソるねぇ」

「ユトのお姉さんは……？」

　サラサは声を振ふり絞しぼる。痛みのせいでまだ力が戻もどらない。抱だきついているアオイを跳はね除のけるには、もう少し時間が必要だ。

「俺おれに訊きかれても困るな。大戦中に死んだんじゃないか。よくある話だよ。死んだ証しよう拠こがないから、生きていると希望を抱いだく。そういう希望はたいてい打ち砕くだかれるものさ」

　サディスティックで破は滅めつ的な笑えみがサラサに向けられていた。初めから信用していたわけじゃないが、まさかこんな本ほん性しようを隠かくし持っているとは思わなかった。

「もう気づいてると思うが、魔術大戦の再来を目もく論ろんでいたのは俺おれだよ。魔ま術じゆつ士しを集めていたのは姉さんなんだ。ただ、少し目立ってきたんでね。ユリス・フロンティアに罪をかぶってもらうことにした。バースト市でも、危あやうくあのガラクタにしゃべられるところだったし」
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「どうして……そんな……」

「すべては我わがアクアリウス家が公こう魔ま十じゆう七なな家けの頂点に立つためだよ。先の大戦で我々は多くの犠ぎ牲せいを出してしまい、管理する『水物アクアリウス系』の魔ま術じゆつもたくさん流出してしまった。再び集めようとしても、平和な世の中では難しくてね。魔ま術じゆつ士し協会も邪じや魔まだしさ」

「戦争をしたら……たくさんの人が……」

「死ぬって？　いいじゃないか。俺おれとしては、死人の数は増えれば増えるほどありがたい。魔ま術じゆつを回収するのが楽だからね」

　高笑いを上げる男の目は、狂きよう気きに染まっていた。目的のためなら世界がどうなろうとまるで関係ないといった雰ふん囲い気きだ。

「あなたも、戦争……したいの……？」

　サラサは、正面から抱だきついている蒼あお髪がみの女性を見る。と、なぜか一いつ瞬しゆん、瞳ひとみが揺ゆらいだ。しかし彼女かのじよは何も答えない。

　サラサも黙だまったまま、アオイを睨にらみつけた。するとアズールが、さらに興奮した口調で話し始める。

「戦争になれば、また世界中で魔ま術じゆつの奪うばい合いが始まる。俺おれはここを拠きよ点てんに、新たに人造魔ま術じゆつ士し──化物を造り、他の家の魔ま術じゆつを奪うばいまくってやるつもりだ。魔ま術じゆつ士しを集めたのは、そのためでもある。まさに完かん璧ぺきな計画だ！」

　もうサラサには何も言えない。でもベラベラとしゃべってくれたおかげで、随ずい分ぶんと回復してきた。これなら魔ま術じゆつも使えそうだ。そう思ったところだった。

「妙みような気を起こさないことだ」

　サラサの肩かたにアズールが手を置いた。力が込こめられる。握にぎり潰つぶされるくらいの力が。

「ぐっ……うぐぐ……」

「すでにこの島には千人を超こえる魔ま術じゆつ士しが集結しているんだよ」

　青い髪かみの男が破は滅めつ的な笑え顔がおを近づけてくる。恐おそろしさで身体からだが震ふるえ出しそう。でも負けるわけにはいかない。サラサは歯を食いしばって耐たえた。

「ところで俺おれがわざわざ君をハメたのはなぜだと思う？」

　サラサは何も答えなかった。理由なんてどうでもいい。

「それはね、サラサくん。君が我わがアクアリウス家の貴重な魔ま術じゆつを所有していたからさ」

　瞬しゆん間かん的にすべての出来事が頭の中で繫つながる。が、何もかもが遅おそかった。

「スティール」

　アズールはつぶやき、その手が氷に覆おおわれる。冷たさを感じた。そして数秒後──、

「あっ──ああああぁぁぁぁ──」

　身体からだの芯しんまで凍こおるような寒気、全身を引き裂さかれるような痛みがサラサに襲おそいかかる。もはや声を上げずにはいられなかった。

「やったぞ！　ついにやってやった！　『無切天断乃長太刀アダマテインブレイド』を奪うばった！」

　アズールが歓かん喜きしている。まさか、それが狙ねらいだったとはサラサは露つゆとも思わなかった。

「メタルベースでこの魔ま術じゆつを見た時は、心の底から驚おどろいたよ。もう数千年も昔に我わがアクアリウス家の管理を離はなれ、魔術大戦の最中でさえ見なかった最高にレアな千年魔ま術じゆつだ。だから絶対に奪うばい取ってやろうと思って、ずっと君を狙ねらってたんだよ！」

　痛みに加え、とっておきの千年魔ま術じゆつを奪うばわれたことで、サラサの精神は計り知れないダメージを受けていた。

「『水物アクアリウス系』における最強の魔ま術じゆつの一つだよ。希少さはもちろん、威い力りよくや利便性、さらには分類が難しい点が素す晴ばらしい。初めて見る奴やつは、『召喚スターズ系』や『金属ソード系』かと思うだろう。おかげで『奪取ステイール』もされにくいんだ。これで魔術大戦に向け、万全の備えができた！」

　アズールの高笑いが響ひびく。サラサの意識は薄うすれかけていた。気づくと、顔の横に床ゆかがある。拘こう束そくから解かれ、倒たおれ込こんだらしい。

「それで、これからどうするつもり？」

　頭の上で女の冷たい声が聞こえた。それに嫌いやらしい男の声が応じる。

「計画どおりだよ、姉さん。明朝、手始めに『ディマージョ』の街を血祭りに上げる。奪だつ還かん同盟を率い、今は魔ま術じゆつ士し協会の会長を務めるバウアーの故郷で起こる虐ぎやく殺さつだ。もう平和などとは言ってられないだろう。再び大戦が起こるのは確実さ」

「この子は？」

「まだ他にも色々と魔ま術じゆつを隠かくし持ってるだろ。すべて吐はき出すまで、いたぶってやる」

「……私は反対よ。もう彼女かのじよから『奪取ステイール』するべき魔ま術じゆつなんてないでしょ」

「姉さんは優やさしいなぁ。だけどこんなガキでも、公認魔ま術じゆつ士しとして世界中で魔ま術じゆつを回収してたんだ。どんなレアな魔ま術じゆつを持ってるかわからない。徹てつ底てい的てきに調べないとね……」

　サラサは視線を感じた。まるで氷水でもかけられたかのように、背筋がゾクゾクする。今まで生きてきた中で、これほどの悪意を感じたことなどなかった。いったいどんなことをされるのか。想像するのも恐おそろしい。

「知ってるかい、サラサくん。『奪取ステイール』は時間をかければ、ほとんど痛みを感じさせないようにもできるんだよ。でも大戦中に求められたのは、いかに『奪取ステイール』の時間を少なくするかだ。当然、時間を減らせば減らすほど痛みは増していく。さて、君はどちらの方が好みかな？」

　──イヤだ……怖こわい……逃にげ出したい……。

　湧わき上がる感情をサラサは必死に押おし殺そうとする。だが全身の震ふるえは誤ご魔ま化かせなかった。

「見なよ、姉さん。この子、震ふるえてるよ。震ふるえちゃってるよ。アハハハハハハ──」

　アズールが高笑いを上げる。それが腹の奥おくまで響ひびいてきて、痛みすら感じるほどだ。

　サラサは必死に考えた。この窮きゆう地ちを脱だつする方法はないかと。ドアや窓から逃にげ出すのはほとんど不可能に近い。それなら魔ま術じゆつしかないが、問題はその反動に耐たえられるかどうかだ。

　──でも、やるしかないんだ。

「『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』」

　サラサは千年魔ま術じゆつを使った。瞬しゆん間かん、視界が飛ぶ。




　目の前に草木が現れた。土の臭においを感じる。直後、サラサは猛もう烈れつな頭痛に襲おそわれた。視界が薄うすれ、周りの景色も揺ゆらめいてくる。

　──まずい！

「──っん、ぐぅ……」

　ぎゅぅっと唇くちびるを嚙かみしめる。腕うでに爪つめを食い込こませ、思いきり握にぎりしめる。意識だけは失わないように、必死でこらえる。

　ポタリ、ポタリと……唇くちびるから血が地面に滴したたり落ちる。その音で、どうにかサラサは意識を繫つなぎ止めることができた。

　かすむ視界で周りを確認する。建物が近くに見えた。これだけの頭痛を受けながら、ほとんど移動できていない。やはり『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』は使いづらい魔ま術じゆつだ。というか、サラサは今までで一度しか使ったことがない。その時は気絶してしまった。だから二度と使うつもりはなかった。珍めずらしく、ユトとおそろいで手に入れた魔ま術じゆつだから持っていただけなのだ。

「グレート！　やるな、サラサくん。空間移動の魔ま術じゆつは持ってないと言ってたのに！」

　建物の方からアズールの声が聞こえてきた。サラサは地面に這はいつくばって身を隠かくす。

「君も噓うそをつくんだな！　だが、知ってるぞ。『風空ウイング系』だろ。そんなに遠くへ飛べるものじゃない。待ってろ！　すぐに探し出してやるからな！」

　アズールが張り上げる声は、窓を爪つめでひっかいた時の音に似ていて、頭痛に響ひびく。

　サラサは必死にこらえながら、匍ほ匐ふく前進で草むらの中を進んで行った。

　しばらくすると、地面を通して人の動きが伝わってくる。かなりの数だ。

　見つからないことを祈いのりながら、潮騒しおさいの聞こえる方へ向かった。

　そして、どれだけの時間が経たっただろう。一時間か二時間か。島は思っていた以上に広大で、なかなか岸までたどり着かない。

　さらに数十分。やがて草むらから、一気に視界が開ける。広い空と、どこまでも続く水平線が見えた。サラサは近くの木に寄りかかり、大きく息をつく。

「どうしよう……」

　島の端はしは、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだった。そして周りは海。完全なる孤こ島とうだ。もちろん船らしきものは見当たらない。

　サラサは自分が所有する魔ま術じゆつを思い出してみる。この島からディマージョの海岸まで、魔ま術じゆつで海を渡わたることができるかどうか。なくもない。ただ、体調が万全であることが前提だ。

　体力は少しずつ回復しつつある。ダメージは『奪取ステイール』の痛みと『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』の反動だけだから、数時間も眠ねむればだいぶ回復するはずだ。

「木の実を食べて待ってればいいよね……？」

　ポケットから取り出した白い木の実袋ぶくろ。中には、いくつか木の実が入っている。どれもこの街で拾った木の実で、食べても平気かどうかはわからない。その内の一つ、青っぽい木の実を手に取り、口へ運ぼうとするが──、

「ダメ！」

　サラサは木の実を持つ手を口から遠ざけた。いま、この得体の知れない木の実を食べるわけにはいかない。ここでお腹なかを壊こわしても、治してくれる人はいないのだ。

「お腹なかが痛いと、戦えないもんね……」

　サラサの脳のう裏りにはユトが、ユトの故郷の人たちが思い浮うかんでいた。

　──みんなを守らないと……。

　仮にサラサがこのまま見つからずにやり過ごしたとしても、明日の朝になればディマージョの街が襲おそわれてしまう。それではダメなのだ。いま、ここで誰だれかが止めないと。

「くっ……うぅ……」

　サラサの全身が震ふるえだす。両りよう腕うでで自分を抱だき、必死に震ふるえを抑おさえる。だけど止まらない。怖こわくて仕方なかった。またあの痛みを味わうなんて、あの狂きよう気きを相手にするなんて。

　下手したら──ううん、たぶん死んじゃう。いっぱい痛いことをされて……。

　涙なみだが視界をかすませる。かすんだ視界の中に、優やさしくて暖かな笑え顔がおが浮うかんでくる。

「無事に帰れたら、いっぱいなでなでしてね……ユト……」

　サラサのつぶやきは、強い風にかき消された。
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　ユトが目を覚ましたのは、夕暮れ近くだった。場所は自宅の寝しん室しつ。ちょうどベッドが二つあったので、並べて寝ねていた。普ふ段だんならサラサがすぐ横に入り込こんでいてもおかしくない。しかし彼女かのじよの姿はなかった。ベッドどころか、部屋にもいない。

　ユトは少し気になってリビングの方へ行ってみる。と、テーブルの上に書置きがあった。

『さかな』とだけ書かれてある。海に魚でも獲とりに行ったのか。しかし、それにしたってまだ帰ってないのは遅おそい気がする。

　ユトは家の外へ出て辺りを見回してみた。すると、隣となりの家の前でロッキングチェアに揺ゆられている白ひげの老人と目が合った。

　とりあえず彼かれにサラサのことを訊きいてみるが、やはり今日は見ていないらしい。

「どうしたんじゃ？　ケンカでもしたのか？」

「いや、してないと思うけど……」

「自分では違ちがうと思っていても、相手が何に怒おこってるかわからんぞ。ユトだって、あの子に隠かくしていることの一つや二つくらいあるじゃろ」

　老人はまるで人の心を見み透すかしたかのようなことを言ってくる。おかげでユトはなにも言えなくなってしまう。すると、老人がさらに続けた。

「昨日、あの子が言っておったよ。ユトと二人で、最強の魔ま術じゆつ回収屋コンビだと」

「えっ……？　ああ、クリアーズのこと」

「確かにお前は魔ま術じゆつ士しの才能があったよ。だから子供の頃ころ、軍に連れて行かれたんじゃ。しかし、戦争が終わった今も魔ま術じゆつ士しをやっているとはな。やはりユリスを探すためか？」

　トムの問いかけで、ユトの記き憶おくが蘇よみがえる。あれは三年前。サラサと出会ってからも、三年の月日が流れた頃ころのことだった──。

　その日も、二人で並んで夕食を作っていた。最初はどんな話をしていたのか。ともかく、途と中ちゆうでお互たがいの家族の話になり、それから姉の話になり、ユトが言葉少なになった時だった。

「ユトはお姉さんに会いたいんでしょ？」

　サラサの問いかけに、ユトはかすかにうなずいた。すると彼女かのじよは言うのだ。

「探しに行こう」と。

　でも簡単な話ではなかった。魔術大戦が終わってまだ三年ほど。世界には危険な魔ま術じゆつが散乱し、職を失った魔ま術じゆつ士しが各地で暴れ回っているような状じよう況きようだった。世界魔ま術じゆつ士し協会は、様々な場所を『立オ入フ禁リ止ミ区ツ域ト』に指定し、一いつ般ぱん人じんの移動を厳しく制限していた。

「無理だよ。危険だし、僕ぼくらは魔ま術じゆつ士しでもないのに……」

　ユトの後ろ向きな言葉。けれどサラサは、いつだってそれを前向きな言葉で上うわ書がきする。

「だったら、わたしたちも魔ま術じゆつ士しになればいいんだよ」

「魔ま術じゆつ士しになる……？　それって公認魔ま術じゆつ士しのこと？」

「ほへ？　よくわかんないけど、それにしよう！」

　魔ま術じゆつ士しのことも、魔ま術じゆつのことも、まるで理解していないのに、サラサはすぐにでも走り出しそうな雰ふん囲い気きだった。しかしユトが歩き出すには、重い荷物が多すぎた。

「ごめん。僕ぼくは、魔ま術じゆつ士しはちょっと……」

「なんで？　ユトは魔ま術じゆつのこといっぱい知ってるのに」

「公認魔ま術じゆつ士しは、悪い魔ま術じゆつ士しと戦って魔ま術じゆつを回収するんだ。僕ぼくは魔ま術じゆつで戦うのが……」

「じゃあ、わたしが戦う！」

「えっ？」

「ユトの代わりに、わたしが魔ま術じゆつで戦う。だからユトはわたしを助ける係だよ」

　明るい太陽のような、優やさしい春風のような笑え顔がおで、金きん髪ぱつの女の子は言うのだった。

「わたしがユトを守ってあげる。ユトのお姉さんを探してあげる。それで、ユトを笑え顔がおにしてあげるからね」

　まだ戸と惑まどったままのユトの手を引き、サラサは走り出した。夕食の準備も放り出して。

　その日から一年ほどで、二人は公認魔ま術じゆつ士しの資格を得た。さらに二年ほど、互たがいに助け合いながら仕事をこなす内に、いつしか『最強の魔ま術じゆつ回収屋コンビ──クリアーズ』と呼ばれるようになったのだ──。

　今も鮮あざやかに覚えている。あの頃ころからずっとそうだった。サラサが手を引いてくれたから、側そばにいてくれたから、ユトは前を向いて歩いてこられた。笑え顔がおを取り戻もどせたのだ。

　彼女かのじよにはいくら感謝しても感謝しきれない。だからこそ、ユトは自分以上に、サラサに笑え顔がおでいてほしかった。もし彼女かのじよの笑え顔がおがなくなったら、なんて考えたくもない。

「僕ぼく、ちょっとサラサを探しに行ってくる」

　ロッキングチェアに揺ゆられる老人にそう告げ、ユトは走り出す。
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　男は摑つかんだ髪かみを振ふり回すように、乱暴にサラサを投げ捨てた。

　床ゆかに身体からだごと叩たたき付けられる。だが、もうなんの痛みも感じない。とうに身体からだ中の感覚を失っている。それでもサラサが意識を失わなかったのは、最後の意地だ。

「愚おろかな子だね、君は。わざわざ戻もどってきて。俺おれに勝てるとでも思ったのかい？　公こう魔ま十じゆつ七なな家けが随ずい分ぶんとなめられたものだよ。これも魔術大戦の弊へい害がいだな」

　男は怒いかりと興奮の入り交じった声で言う。サラサは言い返すどころか、首を動かすことさえできなくなっていた。

「まあ、おかげで助かったよ。君が魔ま術じゆつ士しどもを相手に、色々な魔ま術じゆつを使ってくれたからね。聞きだす手間が省けた。もう使えそうな魔ま術じゆつも残ってないだろ」

　サラサは千人の魔ま術じゆつ士しとアズールを相手に、持っている魔ま術じゆつのほとんどを使って戦った。しかし使った魔ま術じゆつはすべて奪うばわれてしまった。

　他に頼たよれる者はいなかった。『クリアーズ』の戦せん闘とう担当として、負けるわけにはいかなかったのだ。ユトの故郷を、人々を、そしてユト自身を守るため。でも──無理だった……。

「ただ、俺おれもまだやることがあるんでね。続きは後日だ。またたっぷり可愛かわいがってやるよ」

　舐なめるような声と共に、重い扉とびらの閉まる音が聞こえた。ここは研究所の地下にある収容施し設せつらしい。だから簡単には逃にげられないと教えられた。だが、空間移動の魔ま術じゆつも奪うばわれた今となっては、どこであろうと逃にげられるわけがない。

　足音が聞こえなくなると、急に辺りが静まり返った気がした。

　ふいに屈くつ辱じよく感が襲おそってくる。サラサは歯を食いしばり、必死に耐たえた。

　──絶対に泣くもんか……。しょうがないんだ。自分で決めたことなんだから。

　薄うす暗ぐらい地下牢ろうでサラサは一人、恐きよう怖ふや屈くつ辱じよくと戦っていた。すると、どこからか足音が近づいてくる。程なくして、重々しいドアの開く音が聞こえてきた。

　アズールが戻もどってきたのか。全身が緊きん張ちようで固まる。

「静かに。声を立てないように」

　聞こえてきたのは女性の声だった。蒼あおい長ちよう髪はつの冷たい顔が脳のう裏りをよぎる。もしかして彼女かのじよがサラサの魔ま術じゆつを奪うばいにきたのだろうか。

　背中に手が触ふれた。髪かみを分ける感かん触しよくが伝う。サラサの身体からだは痛みを恐おそれ、反射的に強こわ張ばる。

「『水分代謝の超癒しモイストヒーリング』」

　なにかの魔ま術じゆつをかけられた。サラサは逃のがれようと全身に力をこめる。が、指先さえもほとんど動かせない。

「大人しくしていて。これはあたなを回復させる魔ま術じゆつよ」

　温かな水に包まれた感覚があった。ぬるま湯に浸つかっているようだ。そのお湯が体内に流ながれ込こんできて、全身に染しみ渡わたり、循じゆん環かんしていく。やがて痛みが消え、身体からだが軽くなってくる。

　サラサは上半身を起こして振ふり向く。と、そこにはやはり蒼あおい髪かみの女性がいた。

「今のは……？」

「体内の水分に力を与あたえ、代謝させることで自然回復を早める。『水物アクアリウス系』の百年魔ま術じゆつよ」

「なんでわたしを回復させたの……？」

「ここから連れ出すためよ。あなたは街に戻もどり、魔ま術じゆつ士し協会に連れん絡らくしなさい」

「どういうこと？」

「私は……アズールを止めたいの」

　彼女かのじよはいかにも辛つらいといった表情で告白する。しかしサラサには理解できなかった。

「弟……だよね？　あなたも仲間じゃないの？」

「確かに最初は仕方ないと思っていた。けれど、計画が具体的に動き出して……多くの人が犠ぎ牲せいになるとわかってきて……あなたが苦しむのを目の前で見て……」

「でも、あなただって戦争がしたいんでしょ？」

「私だって本当は平和な世の中を望んでたわ」

「勝手なこと言わないで！」

　サラサは反射的に怒ど鳴なり声を上げてしまった。だけど我が慢まんできなかった。父の顔、母の顔、戦争から帰ってこなかった村の人たちの顔、そしてなぜかユトの顔が脳のう裏りに浮うかんでいた。

「パパも、ママも、みんなも、戦争に行って……帰ってこれなくて……だけど、やっと平和になって……ユトだって……守りたいのに……それなのに……」

　感情が昂たかぶって、うまく言葉にできなかった。回復しきっていないのか、まだ身体からだが少し痛む。でも、そんなことは気にならないくらいサラサは胸が痛んでいた。

「だったら……守りたいなら……文句を言わず私に協力することね」

　アオイは元の冷えきった表情に戻もどっていた。サラサは彼女かのじよの顔を睨にらみつけるが、高圧的な態度は変わらない。

「いいの？　今が最後のチャンスよ。この機を逃のがせば、もう戦争は回かい避ひできないわよ」

　サラサにはもっと言いたいことがあった。でも今はそれよりも大切なことがある。

　出発。アオイのあとについて、部屋を飛び出す。薄うす暗ぐらい廊ろう下かを走り抜ぬける。階段を一気に駆かけ上がる。

　見覚えのある風景が視界に飛び込こんでくる。研究所の一階にたどり着いた。サラサはアオイと共に裏口から外へと飛び出す。瞬しゆん間かん──、

　パッと、辺りが光に包まれた。眩まぶしさに目がくらむ。ライトを向けられているようだ。

「ウェルウェルウェル……サラサくんじゃないか。どこへ行くつもりだい？」

　嫌いやらしい男の声が聞こえてくる。サラサは手で光を遮さえぎりながら、目を凝こらす。前方に多くの人ひと影かげがある。その真ん中のシルエットに見覚えがあった。

　待ちぶせされていたらしい。もしかしたら、とサラサは隣となりの女性をちらりと見る。

　しかしアオイの表情にも、驚おどろきと焦あせりが入り交じっていた。

「アズール、これはどういうつもり？」

「それは俺おれの台詞せりふだよ、姉さん。こんな夜遅おそくにペットの散歩をすると、ご近所迷めい惑わくだろ」

「私は、彼女かのじよの拷ごう問もんに反対したはずよ」

「やっぱり姉さんは優やさしいなぁ。だけど、勝手なことをされると困るんだよ」

　アズールは口調こそ穏おだやかだが、声は怒ど気きをはらんでいる。どうやら二人でサラサを罠わなにかけたというわけじゃないらしい。

「いい加減にしなさい、アズール。これ以上は本当に冗じよう談だんで済まなくなるわよ」

「やれやれ。身内だからといって、甘あまやかしすぎたか。確かに、俺おれは姉さんを大切に思ってるよ。でも邪じや魔まするというなら仕方ない」

　アズールの気配が変わる。やる気だ。サラサも臨戦態勢に入る。ただ、戦せん闘とう用の魔ま術じゆつは一つも持っていない。戦ったところで結果は見えている。

　こうなったら嚙かみついてでも『奪取ステイール』をしてやる。

　サラサが覚かく悟ごを決めたところで、隣となりから囁ささやき声が聞こえてきた。

「私があなたを逃にがすわ。島の東……あなたが最初に上陸した辺りで落ち合いましょう」

「でもここからどうやって逃にげるの？」

「任せなさい。これでも公こう魔ま十じゆう七なな家けの人間なのよ」

　つぶやくと同時に、アオイがサラサの腕うでを摑つかんだ。一いつ瞬しゆん、また『奪取ステイール』されるのかと身構える。だが──、

「『物々交換の速急便インスタントバーター』」

　アオイが魔ま術じゆつを唱える。と同時に、サラサの視界も飛ぶ。

　瞬まばたきすると、目の前には葉の生おい茂しげった枝があった。どうやら木の上に移動したらしい。下を覗のぞき込こんで、危あやうく落っこちそうになり、サラサは慌あわてて木の幹に抱だきついた。

「さっさと探せ！　そんなに遠くへは行ってないはずだ！」

　随ずい分ぶんと近いところからアズールの叫さけぶ声が聞こえてくる。

　アオイが使った魔ま術じゆつ、『物々交換の速急便インスタントバーター』は、任意の物と物を瞬しゆん時じに入れ替かえることができるが、重量と距きよ離りによって術者にかかる負担が増す。しかも、あらかじめ対象となる二つの物の位置を把は握あくしている必要があった。

　だからそれほど遠くへ移動できなかったのだが、魔ま術じゆつの知識に乏とぼしいサラサにそんなことがわかるはずもない。戸と惑まどっている間に、木の下をたくさんの人ひと影かげが通り過ぎていった。

　サラサは息を殺し、しばらくやり過ごすことにした。

　やがて周囲から人の気配が減ったのを確認し、木から下りる。

　森の中を慎しん重ちように進み、研究所の近くまで戻もどった。この建物を越こえて向こう側に行けば、約束の場所まではすぐだ。

　サーチライトが一つ点つけられたままだが、建物の周辺に人の姿はない。それを確認し、サラサは壁かべ沿いに進んで行く。その途と中ちゆうのことだった。

　いきなり前方で建物の壁かべが盛り上がった。と思ったら、盛り上がった部分が人間の形になる。そして現れたのは、青いスーツを着た男だった。

　彼かれはサラサの前に立ちはだかると、余よ裕ゆうの態度でスーツの着き崩くずれを直し始める。

「この魔ま術じゆつは、服装が乱れることが難点だね」

「アズール……なんで……」

「それは魔ま術じゆつのことかい？　それとも俺おれがここにいることかい？　まあサービスだ。両方、答えてやろう。魔ま術じゆつは『水物アクアリウス系』のものだよ。『物』の中に身を潜ひそめることができるんだ。そしてここにいた理由は単純。姉さんにも逃にげられてしまったからね。戻もどってくるのを期待して待ってたんだ。まさかサラサくんの方が来るとは思わなかったが」

　最悪の展開だ。こんなことなら、大回りしてでも建物に近づくのを避さけるべきだった。

「さて、今度はどんな風に痛めつけてやろうか。リクエストがあるなら聞こう」

　冷ひや汗あせが止まらない。すでに顔は、大量の汗あせまみれだ。首も、背中も、身体からだ中、汗あせが吹ふき出てきて止まらない。濡ぬれた服が肌はだに張り付き、気持ち悪かった。

「リクエストはないのかい？　それじゃ、俺おれからいかせてもらおうか」

　瞬しゆん間かん、サラサはスタートを切った。走る走る。全力で。森へ突つっ込こみ、逃にげ切る。そのつもりだった。が──。

「遅おそいなぁ」

　すぐ横で声。同時に、脇わき腹ばらに衝しよう撃げき。吹ふっ飛ばされ、木の幹に叩たたき付けられた。

「くはっ──」

　どうにか立ち上がるものの、視界の中にアズールの姿はない。と思ったら、今度は後ろから強い衝しよう撃げきを受け、草の上を転がった。

「うぐっ……」

　それでもサラサは立ち上がる。立ち上がると、必ず死角から衝しよう撃げきを受け、吹ふっ飛ばされる。まるで闇やみそのものと戦っているようだった。いや、戦いにすらなっていない。

　何度も立ち上がり、何度も衝しよう撃げきを受け、何度も這はいつくばり、やがて意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　そして何度目になるだろうか。サラサが立ち上がったところで、前方の闇やみから声が聞こえてくる。

「そろそろかな」

　アズールのシルエットが闇やみの中に浮うかび上がる。一歩一歩と、サラサに向けて歩みを進めてくる。その手が伸のびてくる。

　──また奪うばわれる。奪うばうまで痛めつけられる。嫌いやだ……怖こわい……助けて！

　死を覚かく悟ごしたつもりだった。でもやっぱり生きていたかった。生きてまた彼かれに、

　──ユトに会いたい！

　そんな強い想おもいが、サラサに時間を与あたえた。はたからみれば刹せつ那なにも満たない刻ときの中に、今までの人生を振ふり返る猶ゆう予よを得たのである。

　──雪が降り積もった日に出会い、寂さびしさを埋うめてもらった。人生で一番悲しかった日に側そばにいてくれて、優やさしさで包んでもらった。楽しい日も、辛つらい日も、どんな時も側そばにいてくれた。一いつ緒しよにいてくれた。なにがあっても二人で支え合って、懸けん命めいに生きてきた。二人で魔ま術じゆつ士しになろうと決め、色々な魔ま術じゆつを回収してきた。その一つ一つ、すべてが彼かれとの大切な思い出で、かけがえのないものだ。だからいま持っている魔ま術じゆつの中に、使えないものなんて一つもない！

　一いつ瞬しゆんの間に巡めぐった思考と、サラサの意地がその魔ま術じゆつを使わせる。

「『甘い汗テカリスウエツト』」

　アズールは気にせず、サラサの首根っこを摑つかんだ。直後、

「ぐぁっ──」

　うめき声が聞こえた。見ると、アズールが右手を震ふるわせ、苦く悶もんの表情を浮うかべていた。

「このガキ……なにをした？　魔ま術じゆつか!?」

　サラサもすっかり忘れていたが、少し前に回収した魔ま術じゆつだ。『肉体マツスル系』で、汗あせを溶よう解かい液に変える効果がある。全身に大量の汗あせをかいている今ほど効果を発揮する機会はないだろう。

　ただ、問題が一つあった。

「ヤバっ──」

　全身にかいた汗あせのせいで、着ている服が溶とけ始めた。このままじゃ、真まっ裸ぱだかで逃にげることになる。そんな情けない姿を、ユトに見せるわけにいかない。

「どんな魔ま術じゆつか知らんが、それも奪うばってや──」

　アズールが再び手を伸のばそうとする。が、サラサの服が溶とけかけているのに気を取られたのか、一いつ瞬しゆんだけ動きが止まった。チャンスだ。

「見ないでよ！」

　サラサは右手で服を押おさえ、左ひだり腕うでを思いきり振ふる。明かりもほとんどない暗くら闇やみの中に、汗あせ粒つぶが飛ぶ。それは見事にアズールの顔にヒットした。

「うがああぁぁ──目がああぁぁ──」

　男は両目を押おさえてうずくまる。ちょうどいいところに当たったらしい。どれほどの効果があるのかわからないが、すぐには追ってこられないはずだ。

　サラサは急いでその場を離はなれた。




　幸いなことに、約束の場所まで魔ま術じゆつ士しに会うことはなかった。森を抜ぬけると、視界が開け、潮の香かおりが鼻をつく。月明かりだけだとよく見えないが、聞こえる波音から考えると、海は荒あれているようだ。

「あなた、それはいったい……」

　背後から声をかけられ、サラサは心臓が飛び出しそうになる。しかし相手がアオイだとわかり、ほっと一息つく。

「そんな服をボロボロにされて……まさか──」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと転んだだけだよ。ユトに会うまで、まだまだ死ねないもんね。とりあえずここは、木の実でも食べて頑がん張ばろ──ってない！　ないない！」

　サラサは自分の服をパタパタと触さわって確かめる。が、すでにボロボロの布になりかけの服には、ポケットなど存在していなかった。つまり、木の実袋ぶくろをどこかに落としてしまったということだ。

「うぅ……わたしとしたことが……」

　サラサは地面に突つっ伏ぷして落ち込こむ。と、頭上から冷え切った声が聞こえてくる。

「こんな時に……バカなの、あなた」

「わたし、バカじゃないもん！　ちょっとボケーっとしてるだけってユトも言ってたもん！」

「どうでもいいわ。それより今は逃にげることを考えなさい。あなたはここからディマージョの街まで、海を渡わたれる魔ま術じゆつは持ってる？」

「ううん。使えそうなのは、全部奪うばわれた」

「でしょうね。それなら、やっぱり私がやるしかないわ」

　そう言うと、アオイは草むらの中から何かを引っ張り出してきた。小こ舟ぶねのようだ。それも、二人乗るのが限界くらいの手漕こぎボートに見える。

「ディマージョの街はここから一直線上にある。だからこれで浜辺ビーチまで行くわ」

「ほへ？　こんなにちっちゃくて、沈ちん没ぼつしない？　わたし、泳げないけど……」

「心配いらないわ。乗るのはあなただけだから」

「なっ──わたし、そこまで重くないよ！」

「なにを勘かん違ちがいしてるの？　いいから私を信じなさい」

　アオイは強ごう引いんで、ついついサラサは流されてしまう。言われるままに、一人で小こ舟ぶねに乗ってみた。さらに座ってみる。

「……乗ったけど、これからどうするの？」

「水物アクアリウス系は、『水』や『氷』に関する魔ま術じゆつが専門だとよく勘かん違ちがいされるわ。だけど、アクアリウス家の最大の強みは、『物体』に関する魔ま術じゆつにあるのよ」

　訊きいてもいない説明をしながらアオイが小こ舟ぶねに手をかける。まるで押おし出すような態勢で。

「わたし、難しい話はわから──」

　サラサは言いかけ、途と中ちゆうで息をのむ。アオイの背後、森の中から人ひと影かげが飛び出してきたのだ。

　月明かりが、その狂きよう気きに彩いろどられた笑え顔がおと、青い髪かみを照らし出す。

「アオイさ──」

「『物体操縦の極みムービングオブジエクト』!!」

　言葉を遮さえぎり、アオイが魔ま術じゆつを使う。と、サラサは凄すさまじい力で後ろに引っ張られるのを感じた。乗っている小こ舟ぶねが、押おし出されるようにして、島から飛び出したのだ。




　小こ舟ぶねは空を飛ひ翔しようし、あっという間に海の上を渡わたって行く。

　そして程なくして、サラサは強い衝しよう撃げきと共に、地面に放り出された。小こ舟ぶねもバラバラになってしまう。でも──。

　周りを見回すと、多くの暖かな明かりが視界を埋うめ尽つくす。

「帰って……きたの……かな」

　ディマージョの浜はま辺べだとわかり、サラサはほっと胸をなで下ろした。と同時に、全身が震ふるえ始める。

　脳のう裏りには、島で最後に見た光景が蘇よみがえっていた。あっという間に遠ざかる景色の中、崩くずれ落ちる蒼あおい髪かみの女性。彼女かのじよと目が合った気がする。優やさしく微笑ほほえんでいたような気がする。

　いつの間に降り始めたのだろうか。激しい雨が音を立て、サラサを叩たたく。

　自分の身体からだを抱だきしめ、力を込こめた。様々な感情が混ざり合い、呼吸が乱れる。吐はき気を催もよおし、涙なみだが出そうになる。それをグッとこらえた。

　しばらくしてから少女は立ち上がり、歩き出す。

「行かないと……」

　落ち込こんでいる暇ひまはない。まだやるべきことが残されているのだ。
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　街中を探してもサラサは見つからず、ユトは自宅で彼女かのじよの帰りを待っていた。

　不安で落ち着かない。なぜだろうか。こんな日にあの時のことを思い出すなんて──。

　それは、ユトがサラサと出会って半年ほどが経たった頃ころだった。

　ユトはもうだいぶ新たな暮らしに慣れていた。もちろん子供二人だけの生活は、決して楽ではない。だけど辛つらくはなかった。全部、彼女かのじよのおかげだ。

　サラサはいつも明るくて、前向きで、一いつ緒しよにいると楽しい気分にさせてくれる。

　笑って過ごせる毎日がそこにはあった。落ち込こむ暇ひまも、考え込こむ暇ひまもない。彼女かのじよのわがままだって、楽しい日々の一部だった。

　だからユトは、そんなことが起きるなんて想像もしていなかった。

　その日も、普ふ段だんとなにも変わらない一日のはずだった。

　二人で山菜を採り、夕方になって家に帰ってみると、郵便受けに手紙が入っているのを見つけた。珍めずらしいことだ。少なくともユトが来てから初めてのことだった。

　手紙は二通あった。サラサは家に入るなり、その一通を読む。続けてもう一通も読む。

　しばらく無言の時間が流れた。静かだった。サラサはなにも言わない。とっくに読み終わっているはずなのに、動こうとしない。ユトに背を向けていたから、表情はわからない。どうやら二通の手紙を交こう互ごに何度も読み返しているようだった。

　ユトは声をかけていいものかどうか迷っていた。サラサがこんなに大人しくなるのは初めてのことだったのだ。

　彼女かのじよの背中が妙みように寂さびしそうだったのを覚えている。肩かたが震ふるえていた。寒いのだろうか。ユトは暖だん炉ろの火を点つけようかと思った。その時、ふいにサラサが振ふり向いた。

　笑え顔がおだった。だけど、子供のユトにでもはっきりとわかるくらいの作り笑え顔がおだ。

　そして彼女かのじよは、乾かわいた笑い声を上げながら言うのだった。

「アハハ……パパとママ、死んじゃったって」

　ユトがその意味を理解するのに、どれくらいの時間を必要としただろうか。その間も、サラサは無理に作った笑え顔がおでしゃべり続けていた。

「まあ、しょうがないよね。だって戦争だもん。そりゃ死んじゃうって」

　まるで自分に言い聞かせるかのようだった。彼女かのじよの視線はユトに向けられていたが、瞳ひとみにはなにも映っていなかった。

「でも困ったなぁ……。パパもママも帰ってこないのかぁ。どうしよう……。これじゃわたし……わたし……」

　サラサが言葉に詰つまる。しかし無理やり吐はき出すように、彼女かのじよはつぶやいた。

「独りぼっちだ……」

　その瞬しゆん間かん、彼女かのじよの瞳ひとみから涙なみだが零こぼれ落ちた。

「あれ？　あれ？　どうしたのかな？　変だな……」

　サラサは微笑ほほえんだままだった。でも、瞳ひとみからは大量の涙なみだが溢あふれだしてくる。まるで止まる気配がない。

「サラサ……」

　ユトはようやく、それだけを声に出した。すると、サラサはいま存在に気づいたかのような反応をし、無理やり明るく振ふる舞まった。

「あっ、ユト。大だい丈じよう夫ぶだから。ほら、これっていつものウソ泣きだよ。ユトを困らせるためにしてるんだよ。なんでもないから。すぐに止まるから」

　サラサは楽しそうな笑え顔がおを作る。だけど、瞳ひとみから流れる涙なみだは止まらない。

　出会ってから半年、ユトはサラサの色々な顔を見てきたつもりだった。笑う顔はもちろん、時にはむすっとしたり、泣いたりすることもあった。だけど、こんな辛つらそうな、苦しそうな顔は初めて見た。

　ユトは世界が終わってしまうかのような衝しよう撃げきを受けていた。もしかしたら、二度とサラサの明るい笑え顔がおは見られないんじゃないか。そんな風に感じたほどだ。

　どうすれば、また彼女かのじよの明るい笑え顔がおが見られるのか。

　ユトは真しん剣けんに考えた。でもわからない。今まで学んできたことは、他人から何かを奪うばう方法ばかりだった。女の子の涙なみだを止める方法なんてわかるはずがない。

　けれど、まだ子供だったユトにも、懸けん命めいな、精いっぱいの想おもいがあった。

「僕ぼくがいるよ」

「えっ……？」

「サラサは独りじゃない。僕ぼくがいる。ずっと側そばにいる。絶対にサラサを独りにしない」

　金きん髪ぱつの女の子は、一いつ瞬しゆんだけ驚おどろき、一いつ瞬しゆんだけ最高の笑え顔がおを見せ、それから少年の胸に飛び込こんできた。

　彼女かのじよは声を上げて泣いた。もう隠かくそうとも誤ご魔ま化かそうともしなかった。ただ溢あふれる感情を素す直なおに、思いきり吐はき出した。

　その後、二人の関係は、表向きにはあまり変わらなかった。ただ、サラサがユトに甘あまえることが多くなったかもしれない。感情をぶつけることが多くなったかもしれない。なんでも話すようになったかもしれない。側そばにいることが多くなったかもしれない。

　そして、前よりも明るい笑え顔がおで笑うようになった。

　ユトにはそれで充じゆう分ぶんだった。他にはなにもいらなかった。求めなかった。彼女かのじよが笑っていられる毎日。それ以上に大切なことはないのだ──。




　いつの間にか、外は土ど砂しや降ぶりの雨になっている。まだサラサは帰ってこない。いったい何があったというのか。不安にユトが耐たえられなくなってきた頃ころだった。

　家のドアが開かれた。そしてゆっくりと、よろめきながら、彼女かのじよが入ってくる。

　その姿は目をそむけたくなるほどボロボロだった。

　服は元の形がわからないほど破れ、肌はだが露あらわになっている。胸と腰こしに小さな布を巻き付けているような状態だ。しかも全身に傷やアザが無数にあった。

「サラサ！」

　ユトは崩くずれ落ちる彼女かのじよの身体からだを受け止めた。雨の中を歩いてきたせいで、ずぶ濡ぬれだ。肌も冷えきっている。顔には疲ひ労ろうの色が滲にじみ出ている。

　それなのに、彼女かのじよは無理やり笑おうとしていた。

「てへっ……ちょっと転んじゃった……」

「『痛いの痛いの飛んでいけサナサナコリタデラナ』」

　すぐにユトは魔ま術じゆつを使う。頭を優やさしくなでる。すると、ようやく気を抜ぬくことができたのか、サラサは意識を失った。




　時間にして一時間ほど。ユトは『医毒リブラ系』の魔ま術じゆつをフルに使い、サラサの治ち療りようを続けた。幸いと言っていいものかどうか、傷自体はそこまで酷ひどいものじゃなかった。体力も数日、安静にしていれば回復するだろう。

　それよりも問題なのは──。

　ユトがサラサの所有している魔ま術じゆつを確認したところで、いきなり彼女かのじよが跳はね起きた。

「どれくらい寝ねてた？」

「大だい丈じよう夫ぶ。落ち着いて。一時間も寝ねてなかったよ。……なにがあったの？」

「うん……わたし──」

　サラサが話し始める。ゆっくりと、落ち着いた口調で。自分の身になにが起きたのか、これから街でなにが起きるのかを。

　ユトはただ黙だまって聞いていた。震ふるえる全身を、湧わき上がる激情を必死に抑おさえながら。

　そして一通り話し終えると、サラサは微笑ほほえみながら言うのだった。

「ごめんね、ユト。わたし……負けちゃった」

　無理やりの笑え顔がお──乾かわいた笑え顔がおだった。

　この笑え顔がおを、ユトは知っている。見るのは二度目だ。

「アハハ……クリアーズ、最強なのにね……負けちゃったね」

　ユトはショックで固まっていた。その間も、サラサは乾かわいた笑え顔がおでしゃべり続ける。

「まあ、しょうがないよね。だって相手は公こう魔ま十じゆう七なな家けだもん。そりゃキツイって」

　自分に言い聞かせるかのような話し方。なにも映さない瞳ひとみ。あの時とまるで同じだ。

「でも困ったなぁ……。魔ま術じゆつもなくなったし。協会に頼たのまないとね。最強とか言ってたのに。ユトを守るって約束したのに。どうしよう……。これじゃわたし……わたし……」

　サラサが言葉に詰つまる。それでも、無理やり吐はき出すように、つぶやいた。

「いらない子だね……」

　その瞬しゆん間かん、彼女かのじよの瞳ひとみから涙なみだが零こぼれ落ちた。

　ユトはすかさずサラサを抱だきしめた。強く強く、その泣き声が遠くに届かないように。

「ごめんね……ごめんね……ユト……わたし、魔ま術じゆつ、奪うばわれちゃった。負けちゃった。あの人も、みんなも、ユトも……守れなかった」

「謝あやまることなんかない。サラサはよく頑がん張ばったよ」

「でもこのままじゃ、街の人たちが……たくさんの人が……」

「わかってる。わかってるから」

「ユト、わたし、悔くやしいよ……。力がないことが悔くやしい。あんな奴やつに……あんなひどい奴やつに負けて……。悔くやしい……悔くやしいよぉ──」

　サラサは大声を上げて泣いた。隠かくすことも、誤ご魔ま化かすこともしない。ただ溢あふれる感情を素す直なおに、思いきり吐はき出した。

　やがて、彼女かのじよは眠ねむりについた。ユトが魔ま術じゆつで眠ねむらせたのだ。

　サラサに布ふ団とんをかけ、ユトはその顔を見つめる。

　安らかだった。無防備で無警けい戒かいで、まるで初めて会った時と同じような寝ね顔がおだ。

　できれば、ずっと見ていたかった。でも、もう行かないと。

「ごめんね……サラサ」
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　ユトは小さくつぶやく。その一言には、色々な想おもいが詰つまっていた。謝っても彼女かのじよは許してくれないかもしれない。だけど、仕方ない。

　こうなったのは、すべて自分の責任だ。初めから言っておけば良かった。自分が『最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士し』だと。そうすれば、サラサが無理に戦わなくて済んだのだ。

　言えなかったのは、『ラストナンバー』とバレれば、また命を狙ねらわれ、サラサを巻き込こむことになるからか。

　あるいは人造魔ま術じゆつ士しの力を使う内に暴走し、彼女かのじよを傷つけてしまうと思ったからか。

　──違ちがう！　どっちもただの言い訳だ……。

　本当は、サラサに嫌きらわれるのが怖こわかっただけなのだ。自分のせいで両親を失ったかもしれない彼女かのじよに。

　そのために大事なことを隠かくし続け、誤ご魔ま化かし続けてきた。

　今さら後こう悔かいしても遅おそい。ユトはこの女の子の笑え顔がおを壊こわしてしまった。側そばにいる資格を失ったのだ。もう一いつ緒しよにはいられない。

　だけど、その前に──。

「クリアーズ、〝最強〟の称しよう号ごうを奪うばい返してくる」
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　雲間からのぞいた月が、岸がん壁ぺきにわずかな明かりを届けていた。

　島に降り立つと、目の前に広がる森から人相の悪い奴やつらが続々と出てきた。四、五十人はいるだろうか。ユトはあっという間に取り囲まれてしまう。

「おい、坊ぼう主ず。迷い込こんだってわけじゃねぇよな？」

　集団から声がかかる。ユトは彼かれらを見回し、一人ずつ所有する魔ま術じゆつを『透視シースルー』していた。

「どうした？　目が泳いでんぞ！　ビビってんのか！」

　また集団から声が上がる。だがユトは無視していた。そして目的の魔モ術ノを発見。

「なんとか言えよ！　このガキが──」

　一人の魔ま術じゆつ士しが、ユトに摑つかみかかってこようとする。その直前、

「スティール」

　すると、すぐに集団の奥おくの方から叫さけび声が上がった。

「いてえぇぇ──」

　魔ま術じゆつを奪うばわれた男は地面にうずくまり、痛みを紛まぎらわすように悲鳴を上げ続けていた。

　他の魔ま術じゆつ士したちは何が起きたのかわからず、動どう揺ようがさざ波のように広がっていく。

「おい、どういうことだ？」

「なんだ？　なにをされた？　『奪取ステイール』か？」

「だが、触ふれてなかったぞ！　腕うでにも変化がなかった！」

　魔ま術じゆつ士したちは口々に疑問を並べ立て、近くの人間に確認しようとする。しかし、その真実を知るのはユトだけだった。

「『火熱キヤンドル系』の百年魔ま術じゆつ、『自然発火の種明かしスタータープロメテウス』を返してもらっただけだよ」

　得体の知れない不気味さを感じたのか、魔ま術じゆつ士したちはユトから距きよ離りを取り始めた。

　そんな集団の中から、二人の魔ま術じゆつ士しが進み出てくる。

「どうやら妙みような魔ま術じゆつを使うようだが……だからといって引く理由にはならん……なあ？」

　二人の内の一人、隻せき眼がんの男が言う。すると隣となりの、針山のような髪かみの男が応じる。

「ああ。使う魔ま術じゆつが不明なら、まずは動きを奪うばい、吐はかせればいいだけだ」

　そのセリフが、ユトの怒いかりに触ふれた。

「サラサにも……そんなことをしたのか？」

「あの金きん髪ぱつのガキのことか？　必死に頑がん張ばってたぜ。だが、使う端はしから魔ま術じゆつを奪うばわれてたな。お子様にはわからなかったんだろうよ。多勢に無勢って言葉が」

　隻せき眼がんの男が言うと、集団から笑い声が上がる。ユトは静かにつぶやいた。

「スティール」

「ぎゃあぁぁ──」

　男が一人、ユトの前で崩くずれ落ちた。隣となりの男はすぐに魔ま術じゆつを使おうとする。だが、

「スティール」

　再びユトがつぶやく。もう一人の男もまた、絶ぜつ叫きようと共にその場に崩くずれ落ちた。

「百年魔ま術じゆつの痛みくらいで大げさだな。まあ『奪取ステイール』の時間を短縮したから、多少は受ける痛みも増してるけどさ」

　ユトは微笑ほほえんだ。周りを取り囲む魔ま術じゆつ士したちに向けて。

「さて、今度は誰だれの魔ま術じゆつをもらおうかな」

　ユトが一歩を踏ふみだす。と同時に、集団は悲鳴を上げながら一いつ斉せいに逃にげ出した。

「みんな逃にげてくれると楽なんだけどね……」

　一人つぶやき、ユトは森の中へ。

　そこは、ほとんど何も見えない暗くら闇やみだった。近くに気配を感じる。直後──。

「『火花咲く庭ヒートガーデン』」

　何者かの声と共に、周りを炎ほのおに包まれた。途と端たんに生まれた明かりが、辺りを照らし出す。ユトは視線を巡めぐらせる。かなりの人数が森の中にいるのが見えた。

「『雨降り傘いらずシンギングインザレイン』」

　バケツをひっくり返したような水が森の中に降り注ぎ、周りの火を消す。

　すぐ側そばから「チッ」という舌打ちが聞こえてきた。

「スティール」

　ユトはとりあえず奪うばっておいた。悲鳴が聞こえてくる。だが、『火花咲く庭ヒートガーデン』は、『火熱キヤンドル系』の十年魔ま術じゆつだ。いくら一いつ瞬しゆんで奪うばったとはいえ、そこまでの痛みはない。

　──そうだ。サラサの受けた痛みに比べたら、どんな痛みだって大したことはない！

　ユトは怒いかりをたぎらせ、前へ進む。それを阻はばもうと、森に潜ひそんだ魔ま術じゆつ士したちが様々な魔ま術じゆつを放ってくる。だが、どんな攻こう撃げきを仕し掛かけられようと、ユトの進む速度は少しも変わらない。歩みを止めないまま、向かってくる相手の魔ま術じゆつを『奪取ステイール』する。

　森にいくつもの悲鳴がこだまする中、ユトはひたすら前へと進んだ。

　程なくして、開けた場所に出た。近くに大きな建物がある。ユトはそれが研究所だと知っていた。見ていると、嫌いやなことばかりが思い出される場所だ。

「ウェルカム！」

　いきなり声が聞こえた。周りが一気に明るくなる。サーチライトの光を向けられ、一いつ瞬しゆんだけ目がくらんだ。けれど奥おくにある人ひと影かげの姿はしっかり捉とらえていた。

「よく来てくれたねぇ。思ったよりもやるじゃないか……」

　楽しげに言いながら人ひと影かげが近づいてくる。青いスーツを着た背の高い男だ。長めの青い髪かみと、彫ほりの深い顔が見えてくる。その上品ぶった仮面の裏からは、野性の臭においが漏もれていた。

「ユトくん！」

「アズール！」

　二人はほぼ同時に互たがいの名前を口にした。

　アズールは余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮うかべながら、見下すような目を向けてくる。

　ユトはその憎にくらしい顔を思いきり睨にらみつけた。

「あんたのことは聞いた。全部、サラサから」

「そうか……そいつは運が悪い」

「ああ、あんたは運が悪い。もう諦あきらめるんだな」

「俺おれ？　俺おれの運が悪いなんて言ってないだろ。運が悪いのは、サラサくんさ」

「なんだと……？」

「だって、これから目の前で最悪の虐ぎやく殺さつ事件を見ることになるんだよ。きっと彼女かのじよは思うはずさ。『あの島でアズールさんに殺されておけば良かった』ってね」

「ふざけるな！」

　ユトは怒ど声せいを張り上げる。が、目の前の余よ裕ゆう顔には少しの影えい響きようも与あたえられなかった。

「ユトくん。君も千人の魔ま術じゆつ士したちの暇ひまつぶし相手になってもらおうか」

　アズールが片手を上げる。と、周りの森から続々と人が集まってくる。どれだけいるだろうか。明らかに二桁けたじゃ足りない。これだけの相手をするのは、ユトも大戦以来だ。

　それに加えてアズールがいる。彼かれも決して弱くはないはずだ。なにしろ、ユトが所有魔ま術じゆつを『透視シースルー』しようとしたのに、できなかったのだ。

「イッツ、ショーターイム！」

　アズールが高らかに声を上げる。と同時に、一いつ斉せいに周りから魔ま術じゆつが放たれる。系統もランクも様々。なにより数が尋じん常じようじゃない。『奪取ステイール』している暇ひまなんてなかった。

「『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』」

　魔ま術じゆつを使った。瞬しゆん間かん、視界が飛ぶ。

　移動したのは、研究所の屋根の上だった。大して遠くへ飛んだわけではない。だが、激しい頭痛に意識を失いかけた。

「くっ……やっぱりこの状態じゃ厳しいか」

　ユトはかぶっている帽ぼう子しを摑つかむ。でも脱ぬげなかった。力を解き放てば、我を失うことになるかもしれない。そうなれば本当に、二度とサラサの元に帰ることができなくなる。

「僕ぼくは馬ば鹿かか……」

　とっくに想おもいを断たち切って、覚かく悟ごしてここまで来たはずなのに、まだ心のどこかで、サラサと笑い合える日がくることを期待している。そんな自分が馬ば鹿からしくて恥はずかしかった。

「いたぞ！　屋根の上だ！」

　下の方から、声と共にサーチライトが当てられ、ユトは走り出す。

　しかしすでに前方、横、上から一いつ斉せいに魔ま術じゆつ士しが襲おそいかかってきている。その数、五。

　──『肉体マツスル系』だけじゃない。『風空ウイング系』も。いや、『地重ピカクス系』もか。

　飛び上がってくるのに使われた魔ま術じゆつを瞬しゆん時じに分ぶん析せき。その内、一番早くたどり着きそうな右の男に対して身構える。

　──先に肉体マツスル系を奪うばっておく。

　しかし背後に気配。振ふり返る。遅おそい。

「ぐっ──」

　飛んできた硬い物体が背中に直ちよく撃げき。さらに押おし出され、ユトの身体からだは前方へ飛んでいく。そこに一人の魔ま術じゆつ士しが待ち構えている。

　ユトは空中で態勢を立て直す。身をよじって、接せつ触しよくを避さけようとした。だが──。

「捕つかまえたぁッ！」

　ギリギリのところで右みぎ腕うでを摑つかまれてしまった。次に相手が出る行動は予測がつく。

　時間の猶ゆう予よはどれくらいか。それは狙ねらわれている魔ま術じゆつのランクによって違ちがう。千年か、百年か。ユトは一いつ瞬しゆんのうちに思考を巡めぐらせる。回かい避ひすべきは、最悪の展開だ。

「『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』」

　また空間移動の魔ま術じゆつを選せん択たく。相手の狙ねらいが千年魔ま術じゆつなら、奪うばわれるのにも時間的な猶ゆう予よがある。だが百年や十年の場合、優すぐれた魔ま術じゆつ士しなら一秒以下で奪うばうこともできるのだ。

　ユトは、もう誰だれにも魔ま術じゆつを奪うばわせるつもりはなかった。

　移動した先は、森の中だった。頭痛とめまいで吐はき気を催もよおし、ユトはたまらず木の根元にうずくまる。千年魔ま術じゆつの連発は、やはり厳しい。

　再び帽ぼう子しに手が伸のびる。瞬しゆん間かん、脳のう裏りにサラサの笑え顔がおが浮うかんだ。

『──角はちゃんと隠かくしておいてね』

　ユトには、その言葉を振ふり払はらうことができなかった。

　──まだ頑がん張ばれる。もうあの頃ころとは違ちがうんだ。もう人造魔ま術じゆつ士しじゃない！

　研究所の建物を背にし、ユトは森の奥おくへと走り出す。と、怒ど声せいが追いかけてきた。

「いるぞ！　森の中だ！」

　見つかった。どうやって相手をするか。ユトは考えながら、真っ暗な森の中を全力で駆かけていく。それでも密集する木々にぶつかることはない。

「『森の細道ウルチカパス』」

　使った魔ま術じゆつは『植物ウツド系』の百年魔ま術じゆつ。効果は単純だ。術者の身体からだに触ふれないように、植物が自ら避さけるようになる。森の中を疾しつ走そうする時には便利な魔ま術じゆつだ。

　ここで距きよ離りをとりたい。ユトはそう思うが、追手の気配は付かず離はなれずといったところ。

　このまま鬼おにごっこを続けていても、らちが明かない。

「『闇夜の住人バニングコツク』」

　ユトはさらに魔ま術じゆつをかける。と、再び激しいめまいに襲おそわれ、地面に膝ひざをついてしまう。

　ただ、もう走る必要はない。立ち上がり、落ち着いて呼吸を整える。そうしている内に、草木を割って駆かけ寄ってくる音が聞こえてきた。それも複数だ。視界はほとんど闇やみ夜よに溶とけているが、気配は感じる。目を凝こらすと、闇やみの中に気配が浮うかんでくるようで──見えた。

　かなりのスピードで走っている。これは直接、身体からだに触ふれて『奪取ステイール』した方が確実だ。

　そのための『闇夜の住人バニングコツク』でもある。と、ユトは先頭を走ってくる男の行く手をふさぐように立つ。それからタイミングを合わせ、片手だけ伸のばす。男が突つっ込こんでくる。

「──っぅぶ！」

　ふいの衝しよう撃げきを受け、男は仰あお向むけに倒たおれた。その胸に手を置き、

「スティール」

　ユトは静かにつぶやく。直後、男はかすかな悲鳴を上げた。だが、こらえている。そして彼かれは倒たおれたまま、声を張り上げる。

「いるぞ！　奪うばわれた！　ちくしょう！」

「どこだ？　どこにいる？」

　別の方向から、誰だれかの声が反応する。それに対して、倒たおれたままの彼かれが答える。

「わからない！　だが近くだ！」

　近くも近く、ユトは倒たおれた彼かれの傍かたわらにいる。しかも身体からだに触ふれたままだ。それでも彼かれは気づかない。いや、気づけないのだ。『闇夜の住人バニングコツク』は、完全な暗くら闇やみの中なら、存在しないも同然になる。たとえ目の前にいても、身体からだに触ふれていても、気づかれることはない。

　千年魔ま術じゆつでありながら、かなり条件が限定される魔ま術じゆつだ。しかしいまこの状じよう況きようにおいて、最もユトの戦略に適していた。

　森の中。光のまったく届かない闇やみの中。ユトはゆっくりと魔ま術じゆつ士しに近づき、

『スティール』を繰くり返していく。

　森の中に、悲痛な絶ぜつ叫きようがこだまする。いくつも、いくつも、延々と……。




　　　　　　　　　　２




　やがて千人からなる魔ま術じゆつ士したちも怯おびえ始める。目に見えないものに襲おそわれる恐きよう怖ふ、ふいをつかれて味わう痛み。大義も使命感も持たない烏う合ごうの衆に耐たえられるはずがなかった。

「ひいいぃぃ、助けてくれぇ！　俺おれは違ちがうんだ。もう戦うつもりはない！」

　我先にと白旗を上げ始める魔ま術じゆつ士したち。統制のとれていない組織は総そう崩くずれとなり、撤てつ退たいしていった。ユトはその最さい後こう尾びからついていく。やがて遠くの方に光が見えてくる。

　ユトは森の中に留とどまり、様子を窺うかがうことにした。

　研究所付近には、かなりの人数が集まっていた。遠くてよくわからないが、なにか揉もめている。悲鳴のような、怒ど号ごうのような声が聞こえる。

　どうするべきか。サラサの魔ま術じゆつも、ランクの低いものは奪うばい返した。残るは高いランクの魔ま術じゆつだが、恐おそらくアズールが独どく占せんしているのだろう。

　しかし、どうやってあの男から魔ま術じゆつを奪うばうか。『透視シースルー』ができなければ、身体からだに触ふれずに魔ま術じゆつを奪うばうことはできない。では、なぜ『透視シースルー』ができないのか。それは、アズールが脳の内部に外から干かん渉しようできないよう魔ま術じゆつで防ぼう御ぎよしているからだ。いきなり『精心ハーツ系』の魔ま術じゆつをかけられるのを避さけるため、優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ士しがこの方法を使うことがある。

「ということは、防ぼう御ぎよに使ってるのも『精心ハーツ系』かな……」

　十七系統の内、判別しづらい系統ベスト３の一つだ。しかもランクは『千年』だろう。さすが公こう魔ま十じゆう七なな家けといったところか。一いつ般ぱん的な魔ま術じゆつ士しだと、得意な系統以外の魔ま術じゆつは、使いこなせないことがほとんどなのに。

　このレベルの相手と、果たして生身のまま戦えるだろうか。

　考えていると突とつ然ぜん、研究所付近の人の輪に動きがあった。魔ま術じゆつ士したちが散り散りになって、森の中へ駆かけこんでいく。まるで猛もう獣じゆうから逃にげるかのような雰ふん囲い気きだ。

　逃にげた魔ま術じゆつ士しの内、何分の一かはユトのいる方へも逃にげてくる。みんな必死の形相で走って行く。しかし半分以上は木に激げき突とつし、情けない悲鳴を上げていた。

　ドンッと、ちょうどユトのすぐ近くでも木に激げき突とつし、倒たおれ込こむ若い魔ま術じゆつ士しが一人。しかし彼かれが悲鳴を上げたのは、木にぶつかったからじゃなかった。

「た、助けてくれぇ！　協力する。オレはまだやれるよぉ！」

　声を張り上げる若者。すると研究所の方から、バンッと何かを弾はじく音が聞こえてきた。次の瞬しゆん間かん、若い魔ま術じゆつ士しの頭がはじけ飛んだ。まるで卵をハンマーで砕くだいたように。

「イッツ、ジョーク。あんまり馬ば鹿かにしないでくれよ」

　愉ゆ快かいそうな男の声が聞こえてくる。闇やみの向こうに見覚えのあるシルエットが浮うかぶ。男は大げさな身み振ぶりで額に手を置き、やれやれと言った感じで首を振ふっていた。

「また殺やってしまった。これで五十三人か。残りは……おー、まだまだ残ってるね」

　独り言から察するに、どうやら味方の魔ま術じゆつ士しをアズール自らが襲おそい始めたらしい。

　しかし理由がわからない。ユトが思った時だった。

「どこにいるんだ、ユトくん！　ユト・フロンティア！」

　すぐ側そばで名前を呼ばれ、わずかに緊きん張ちようが走る。だが、あえて名乗り出るつもりはない。

「いいぞ、隠かくれていても。俺おれは君が出てくるまで、人間狩りマンハントを楽しむだけだ！」

　誘さそい出すつもりだったのか。しかし襲おそわれているのは、アズールが集めた違い法ほうの魔ま術じゆつ士し──略奪者プレデターだ。街を襲おそおうとしていた連中を、ユトが助けてやる義理なんかない。

「ユトくん、君きみはそんなに非情な人間だったのか？　中には、この島に着いてから計画を知った奴やつだっているんだぞ！」

　アズールは研究所の前まで戻もどっていた。そして、またバンッという音が聞こえてくる。

　ユトは拳こぶしを握にぎりしめた。全身が震ふるえてくる。六年前までの自分だったら、大戦中だったら、間ま違ちがいなく黙もく殺さつしていただろう。だが──。

「やめろ！」

　ユトは森から飛び出した。アズールが嫌いやらしい笑えみを向けてくる。

「いたのか、ユトくん。とっくに逃にげ出したのかと思っていたよ」

「あんたはなにがしたいんだ……自分で集めた魔ま術じゆつ士しまで手にかけて」

「君も伸のびた爪つめや髪かみを切るだろ？　それと一いつ緒しよだよ」

「……どういう意味だ？」

「夜が明ければ、素す敵てきなショーが始まる。その前に身だしなみを整えるのは、紳しん士しの嗜たしなみさ」

「身だしなみだと……人の命をなんだと思ってるんだ！」

　ユトは我が慢まんできず大声を張り上げる。その瞬しゆん間かんだった。

　アズールは顔から笑えみを消し、冷え切った表情でつぶやいた。

「うるさい。もう死ね」

　アズールが指を弾はじく。何かが飛んでくる。ユトは察知し、

「『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』」

　瞬しゆん間かん移動。一歩横にずれてかわす。直後、背後から衝しよう撃げき音が聞こえ、木が倒たおれていく。

「お前……何者だ？」

　アズールが信じられないといった表情で、ユトを見つめてくる。

「バースト市で言ってただろ。たかが２０００程度の魔術容量キヤパシテイーも持たない雑草魔ま術じゆつ士しだよ」

「ユトくん、冗じよう談だんを聞く気分じゃない。どういうことだ？　お前、得意系統はなんだ？」

「さあ？　考えたこともない」

「洗礼も受けてないよな？　それなのに、『風空ウイング系』の千年魔ま術じゆつを使いこなせるのか？　そもそもさっき森に潜ひそんでいた時は、『闇死スカルズ系』の千年魔ま術じゆつを使ってたんじゃないのか？」

「さすが……腐くさっても公こう魔ま十じゆう七なな家けの魔ま術じゆつ士し様だ」

「言葉に気をつけろよ、ガキが。そんなことはあり得ないんだよ。お前程度の魔ま術じゆつ士しが、複数の系統の千年魔ま術じゆつを使いこなすなんて……あってはならないんだ！」

　余よ裕ゆうがなくなったせいか、エセ紳しん士し風のしゃべり方も消えていた。本ほん性しようをむき出しにしたアズールは、獣けもののような目でユトを睨にらみつけてくる。

「答えろ！　お前は何者だ？」

「僕ぼくは『クリアーズ』。最強の魔ま術じゆつ回収屋コンビの片割れだ」

　ユトの言葉がよほどお気に召めさなかったのか、再びアズールが指を弾はじく。今度は無言で、ノータイムだった。が、ユトはまた同じように瞬しゆん間かん移動してかわす。

　すると突とつ然ぜん、アズールが高笑いを始めた。さっきまで怒おこっていたのに、忙いそがしい奴やつだ。

「なるほど、よーくわかったよ。俺おれの認識が間ま違ちがっていた。ユトくん……君は強いな」

　冗じよう談だんでも、やけくそでもない。素す直なおな称しよう賛さんに聞こえた。それがユトには不気味でたまらない。今さらユトのことを認めてどうしようというのか。

「今までの非礼を許してくれ。そこで詫わびと言ってはなんだが、贈おくり物をさせてほしい」

「なにをしたところで、あんたを許すつもりはない」

「そう言わないでくれよ。君が会いたいと熱望してる人に会わせてあげるんだから」

　脳のう裏りに浮うかぶのは、長い黒くろ髪かみの女性。だがユトは、すぐにサラサの話を思い出した。

「ふざけるなよ。……あんたのお姉さんが化けてるんだろ。サラサは顔を知らなかったから騙だませたかもしれないが、僕ぼくはわかる。たとえ後ろ姿でも、暗がりでもね」

「では、試してみようか」

　アズールが指をパチンと鳴らす。

　違い和わ感かん。一いつ瞬しゆん、アズールの魔ま術じゆつが『透視シースルー』できた気がする。だがその時すでに、ユトは魅み入いられていた。

　研究所の陰かげから一人の女性が現れる。スラリとした背格好。白いローブを着て、長い黒くろ髪かみを揺ゆらしている。顔は理知的で優やさしく、微笑ほほえみは春風のように暖かい。

「おねぇ……ちゃん……？」

　ユトは我わが目を疑った。だが現実だ。幻まぼろしなんかじゃない。夢でもない。すぐ目の前、数歩の距きよ離りまで歩いてきたのは、ユトの姉、『ユリス・フロンティア』に間ま違ちがいなかった。

「なんで……こんな……どうして……」

　疑問が洪こう水ずいのように脳内を渦うず巻まく。だが、踏ふみとどまって考えることはできなかった。

　ユリスは、少しずつ、ゆっくりと歩いてくる。近づいてくる。そして、もう一歩というとこころで立ち止まり、両手を広げる。かすかに唇くちびるが動く。

『ユト』

　名前を呼ばれた気がした。次の瞬しゆん間かん、ユリスが崩くずれ落ちる。

　脳内に浮うかぶ、あの日の光景。白いローブは真っ赤に染まり、絹のような黒くろ髪かみは、腕うでを通って床ゆかへと垂れ下がる。

　──あんな光景は、二度と見たくない。

　ユトは反射的に姉の身体からだを受け止めた。強く抱だきしめた。そこでようやく気づく。

「なっ……」

　姉の身体からだが異常なほど冷たい。まるで今さっき冷れい凍とう庫こから取り出してきたかのようだ。

「お姉ちゃん、なんで──」

　訊きこうとするが、ユトは途と中ちゆうで言葉を失う。正確に言えば、声が出てこなかった。

「『無切天断乃長太刀アダマテインブレイド』」

　アズールの声が聞こえ、ユトは身体からだに衝しよう撃げきを感じた。でも、そこまで大きな衝しよう撃げきじゃない。せいぜい、ちょっと胸を押おされたくらいなものだ。

　その胸に、一本の刀が深々と突つき刺ささっていた。

　見ると、姉の胸も刀で貫つらぬかれていた。

　ユトが注意を奪うばわれている間に、ユリスの背後からアズールが刀を突つき刺さしたのだ。

　人の背せ丈たけほどもあろうかという長刀は、ユリスの身体からだを貫つらぬき、さらに、抱だき合っていたユトの身体からだも貫つらぬいていた。

　シュッと刃やいばが引き抜ぬかれる。身体からだの内側をくすぐられたような不快感。同時に、胸の辺りが焼かれるような、激しい痛みに襲おそわれる。

「あぁ……うぁ……え……」

　声を出そうとするが、うまく言葉にならない。そして頭上から高笑いが聞こえてきた。

「アハハハハハハ──。どうだい、ユトくん。『無切天断乃長太刀アダマテインブレイド』の味は。光栄に思ってくれよ。なにしろ、俺おれが初めて使う『無切天断乃長太刀アダマテインブレイド』なんだから」

　──サラサの魔ま術じゆつだ……。奪うばい返さないと……。でも今はまず……。

　ユトは視線を動かす。顔の横に地面があった。どうやら倒たおれたらしい。その感覚すらない。身体からだから流れ出した血が広がっていく。

　すぐ側そばに黒くろ髪かみの女性が倒たおれているのを見つけた。ユトは必死に手を伸のばす。だが、

「はい、ざーんねん」

　アズールがその身体からだに刀を突つきたてた。楽しそうに、嬉うれしそうに。

　黒くろ髪かみの女性はピクリとも動かない。目を閉じたまま、表情も変わらない。声を上げるどころか、呼吸をしている気配さえ感じない。

　──せっかく会えたのに……会えたと思ったのに……。

「あ……あぁ……がはっ」

　声を出そうとしたら、口から大量の血が噴ふき出した。呼吸が苦しくて、頭がぼうっとして、強きよう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってくる。

「おいおい、ユトくん。まだまだ死なないでくれよ」

　アズールに頭を踏ふみつけられたのがわかった。怒いかりのせいか、意識が少しだけ戻もどる。

「君にはもっと絶望してもらいたいんだ。種明かしをするから、しっかり聞いててくれよ」

　うつろな意識の中に、アズールの声だけが響ひびく。

「実は、この女は君のお姉さんじゃないんだよ。俺おれが魔ま術じゆつで作った偽にせ物ものさ」

　衝しよう撃げき的な告白。ユトは視線を巡めぐらせ、隣となりで倒たおれている女性の顔を改めて確認した。

　──違ちがう！

　ユトの姉、ユリスとは似ても似つかない顔だった。だが、どこかで見た覚えがある。魔ま術じゆつ士し協会にいた冷えた顔の女性に似ている気が──。

「アオイって言うんだ。俺おれの姉さんだよ」

　アズールは倒たおれている女性の顔を持ち上げる。そして、その額に唇くちびるを寄せた。

「ああ、かわいそうな姉さん。俺おれに歯向かうから、思わず……思わず……殺しちゃったよ！」

　興奮した声で言うと、アズールは高笑いを上げる。心の底から楽しそうな笑い声を。

　──狂くるってる……。

「でも姉さんは役に立ってくれたんだ。まず使ったのは『特殊ソレイユ系』の千年魔ま術じゆつ、『仮面交換フエイスオフ』だ。これで見た目をユリス・フロンティアに似せた。さらに『闇死スカルズ系』の千年魔ま術じゆつ、『死の操り乙女デスアンドメイデン』で彼女かのじよを動かす……」

　ようやくユトも理解してきた。つまり彼女かのじよは、出てきた時にはすでに死んでいたということだ。それを魔ま術じゆつで無理やり動かされていた。気づけなかったのは、ユトの落ち度だ。

　とはいえ、姉に会えて動どう揺ようしていたことだけが原因じゃない。

「気づいたかな？　俺おれはもう一つ魔ま術じゆつを使っているんだ。さっき指を鳴らした時さ。『精心ハーツ系』の千年魔ま術じゆつ、『愚者の主張トリツクアート』だよ。大した効果じゃない。しばらくの間、自分が見たいと思ったものを見てしまうという魔ま術じゆつだよ。幻げん覚かくまではいかないかな。単に脳が現実を歪ゆがんで認識するんだ。効果はしょぼいが、その分だけ相手に魔ま術じゆつをかける条件は緩ゆるい」

　あの瞬しゆん間かん、確かにユトも違い和わ感かんを覚えていた。だが、回かい避ひすることができなかった。

「凄すごいだろ？　千年魔ま術じゆつを三つ同時に使ったんだ。しかもその内の一つは、十七系統の中で最もレアで、なんでもアリと言われる『特殊ソレイユ系』だ！　手に入れることすら難しい系統だぞ！　君に同じことができるか？　できるわけがないよな。だって俺おれはエリートで君は雑草。散々、調子に乗った報いさ。アハハハハハ──」

　高笑いを上げながら、アズールはさらにアオイの身体からだに刀を突つきたてる。

　──もう死んでるのに、自分のお姉さんなのに、なんでそんなことができるんだ……。

　ユトには理解できなかった。姉を自ら手にかけて、その遺体を利用して、しかも使い終われば冒ぼう瀆とく的に弄もてあそぶ。ここまで酷ひどい人間を見るのは久しぶりだ。

「ユトくん、君の驚おどろく顔が見られて良かった。本当は姉さんもディマージョまで連れて行って、ユリス・フロンティアの死体役にするつもりだったんだ。けど、これも面おも白しろかったよ」

　アズールが高らかに声を上げる。まるで勝利宣言でもするかのようだ。実際、ユトはもう意識を保つだけで精いっぱい。指さえ動かせそうにない。

「それではユトくん……楽しい暇ひまつぶしをありがとう」

　アズールはユトの身体からだを跨またいで立ち、刀を構える。もう終わりだ。街を救うことも、サラサの魔ま術じゆつを奪うばい返すことも、魔術大戦の再来も防ぐことができなかった。

　なんでこうなってしまったのか。六年前の自分なら、こんなことにはならなかったのに。

　ユトは視界を巡めぐらせる。と、伸のばした手の近くに黒い帽ぼう子しが落ちているのを見つけた。

　そう。油断も、躊躇ためらいも、勘かん違ちがいも、苦戦も、危機も、すべて、たった一つの未練によって引き起こされたのだ。それを完全に捨て去る決意さえあれば──。

「グッバイ──ユト・フロンティア」

　刀が、その切っ先が、ユトの身体からだに深々と突つき刺ささる。

　何度も何度も、壊こわれたおもちゃのように、男は刀を振ふり下ろし続ける。そして──.。
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「アーハハハハハハハハハハハハ」

　アズールは笑った。狂くるったように笑った。いや、もう本当に狂くるっているのかもしれない。自分でもそんな風に思えた。だが、それでいい。姉を殺し、十万の市民を殺し、再び世界を混こん沌とんの魔術大戦に導くのだ。狂くるっているくらいがちょうどいい。

「クハハハハハハ、さあ、始めよう！　歓かん喜きのデスマーチだ！」

　興奮が収まらず、アズールは笑いが止まらない。これほど楽しい気分になったのは生まれて初めてのことだった。しかし──、

「なにがそんなに可お笑かしい？」

　ふいにかけられた声に、アズールは一いつ瞬しゆんで気分を覚まされる。

　ゆっくり振ふり向くと、そこに一人の少年が立っていた。背が低く、男にしては可愛かわいげのある見た目をした奴やつだ。ただ、アズールの知っている彼かれとは、少し雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

「なぜ生きてる？」

　殺したはずだ。何度も念入りに刺さしたはずだ。どんな回復魔ま術じゆつを使っても無む駄だなように。

「『愚者の主張トリツクアート』か……便利な魔ま術じゆつだな」

　少年の言葉を聞き、アズールはすぐに足元に視線を落とした。そこには黒い布だけが落ちている。少年が上半身に着ていた服のようだ。でも血だまりは確かに残っている。

「悪い冗じよう談だんだよ。まさか君は、あの重傷の中で千年魔ま術じゆつを二つも使ったっていうのか？」

「三つだ」

「なんだと？」

「『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』、『愚者の主張トリツクアート』、それに加えて『限定的超回復パーフエクトホメオパシー』を使った」

「……知ってるぞ。『医毒リブラ系』の千年魔ま術じゆつだな。使うと瞬しゆん間かん的に身体からだの異常を治ち療りようすると言われているが、実際は症しよう状じようを二十四時間、先延ばしにするだけの欠けつ陥かん魔ま術じゆつだ」

「お前を殺すだけなら、一時間もあれば充じゆう分ぶんだろ？」

　少年の目に殺気がこもる。本当にこれが自分の知っている彼かれなのか、アズールはにわかには信じがたかった。

「君は本当にユトくんなのか……？」

「いいや、僕ぼくはもうユトじゃない」

「それなら何者だって言うんだ？」

「知ってるはずだ──」

　少年の身体からだから凄すさまじい力が溢あふれるのを感じた。その全身が青白く光り出す。光は、彼かれの身体からだの各部位から特に強く放たれている。足先、膝ひざ、腰こし、胸、肩かた、腕うで、手、顔に三つ。それは星座を形作る星のように見えた。

「まさか……」

「ああ、人造魔ま術じゆつ士しだよ」

　アズールは彼かれの身体からだで光る石を数える。一、二、三、四──。

「十五、十六、十七……。17つだと……。ウソだろ……そんな……」

　とても信じられない。だが、確認せずにはいられなかった。

「ラストナンバーなのか？」

「懐なつかしい呼ばれ方だな」

　少年は否定せず、寂さびしげに微笑ほほえむ。それでもまだアズールは信じられない。

「バカな！　奴やつは死んだはずだ！　俺おれは見たんだ、この目で。奴やつが魔ま術じゆつをすべて奪うばわれ、総攻こう撃げきを仕し掛かけられたところを」

「へぇ、お前もあの場にいたんだ」

「俺おれも奴やつから魔ま術じゆつを奪うばったからね。しかし君こそ当事者のような口ぶりだな……」

「痛かったよ。死にそうなほどの痛みを受けた。戦う気がないって言っても、魔ま術じゆつを奪うばわせてやっても、追ってくるんだもんな。こっちはただの子供だってのに」
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「最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しの正体が、子供か。たちの悪いジョークだ……」

　少年の全身が青白い光を放っている。それは、大戦中にアズールが目の当たりにした『ラストナンバー』と完全に一いつ致ちするものだった。

　しかしラストナンバーは殺した。世界中の魔ま術じゆつ士しを総動員し、殺したはずなのだ。確かに死体は見つからなかったが、それは死体さえ残らないほどの攻こう撃げきを受けたからだ。

「どうした？　まだ信じられないと言うなら、その刀を試ためしてみたらどうだ？」

　少年が挑ちよう発はつするようなことを言う。それでアズールは自分の手にある長刀を思い出した。

「いいのか？　ラストナンバーは、六年前にすべての魔ま術じゆつを奪うばわれたんだぞ？　さっきから魔ま術じゆつを使ってるようだが、ロクなものは持ってないはずだ。クリアーズでも、攻こう撃げき系の魔ま術じゆつはサラサくんが回収してたよな。まあ、それも俺おれが奪うばってやったわけだが」

「黙だまれ、クズ野や郎ろう」

　少年の顔が激情に歪ゆがむ。その目に睨にらまれるだけで身み震ぶるいがした。だが、アズールにはまだ余よ裕ゆうがあった。いくら相手がラストナンバーだろうが、自分は公こう魔ま十じゆう七なな家けの人間だ。しかも得意系統の中でも、最強レベルの魔ま術じゆつを手にしている。

「知っているかい？　魔ま術じゆつは使う者によって威い力りよくが変わるんだ。この魔ま術じゆつもそうだ。サラサくんは、運で強度『10』を引いていたようだが、俺おれならほら、いつ引いても『10』だよ」

「良かったな。お前がその魔ま術じゆつを使うのは最初で最後だ。せいぜい楽しめ」

「アハハハ、君は本当に面白いなッ──」

　アズールはスタートを切ると同時に『身体能力進化フイジカルエリート』を発動。途と中ちゆうで急加速し、一気に少年の懐ふところに入り込こむ。

　一薙なぎ。刀を振ふるう。感かん触しよくなし──どこだ？

「ぅぐっ！」

　背後から突とつ然ぜんの衝しよう撃げき。少しだけ飛ばされるが、アズールはすぐに態勢を立て直す。そしてまた少年の懐ふところに飛び込こむ。薙なぐ。空から振ぶり。だが──。

「ハアッ」

　背後からの攻こう撃げきに備え、刀を振ふるった勢いで一回転する。

　確認すると、少年はわずかに間合いの外で立ち止まっていた。

「どうやら、飛び込こんではこれないようだ」

「お前も言うわりに大したことないな。それじゃ硬かたい棒を振ふり回してるだけじゃないか」

「くくくっ、これだから〝ガラクタ〟は困る。なにもわかっていないようだ。この魔ま術じゆつの本質は、組み合わせにあるんだ。……百年魔ま術じゆつ、『石ころ連鎖反応クラツシユビリヤード』」

　アズールが唱えると、周囲に落ちている石ころが浮うき上がってくる。形も大きさも様々な石が数十。それを、自在にコントロールできるのだ。

「さあ、楽しませてくれよ」

　アズールが意思を込こめると、半分ほどの石が一いつ斉せいに少年に向かって行く。前後左右、さらには、上から襲おそい掛かかる。それも、かなりのスピードでだ。逃にげ場はない──はずだった。

　石が当たる直前、少年が消える。気配はアズールの背後に。腕うでを摑つかまれた。そして彼かれの腕うでが氷に覆おおわれる。『奪取ステイール』するつもりだ。ほんの一いつ瞬しゆんだけ、アズールの腕うでも凍こおるような冷たさを感じる。狙ねらうは千年魔ま術じゆつか。だが、すべて想定内だ。

「『水物系の初歩的な対処アクアリウスブロツキング』」

　アズールは魔ま術じゆつを唱える。少年は腕うでを摑つかんだまま、動きを止めていた。『奪取ステイール』をするにはどんな魔ま術じゆつ士しでも数秒の時間が必要だ。つまり、その間は隙すきができるということになる。

　アズールの周りに浮ふ遊ゆうしていた石が少年に襲おそいかかる。

「ぐッ！」

　そのうち一つがヒット。彼かれは吹ふっ飛び、うめき声を漏もらしていた。

「くくくっ、どうした？　ラストナンバーのわりに『奪取ステイール』が遅おそいじゃないか」

「さすがに『奪取ステイール』に対する防衛くらいはできるか」

「知らないとでも思ったか？　『奪取ステイール』は十七系統によって、それぞれ奪うばい方がある。その系統ならではの刺し激げきを、相手に与あたえるというものだ。例えば『水物アクアリウス系』なら、氷の冷たさを相手の身体からだに感じさせる。その刺し激げきが強ければ強いほど、奪うばう時間は短くなるんだ」

「だから魔ま術じゆつを使って自ら身体からだを冷やした、って言うんだろ」

「その通り。受ける刺し激げきが少なければ、それだけ『奪取ステイール』にも時間がかかる。たとえ最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しであっても、それは変わらないようだ。しかし間ま抜ぬけだよ、君は。よりによってアクアリウス家の俺おれから、『水物アクアリウス系』の魔ま術じゆつを奪うばおうとするなんてね！」

「たかが石ころ一つ当てただけで、随ずい分ぶんと上じよう機き嫌げんだな。敵の魔ま術じゆつを奪うばったわけでもないのに喜べるお前の方が間ま抜ぬけだよ。本当に大戦を経験してるのか？」

「俺おれを、そこら辺のフカシ野や郎ろうと一いつ緒しよにするのかい？」

「公こう魔ま十じゆう七なな家けの血族はめったに前線に出てこなかったからな。どうせお前も安全な場所から指示だけ出してた口じゃないのか？　強がらない方がいいぞ、お坊ぼつちゃん」

　以前の少年の面おも影かげが残っていたせいか、暴言を吐はかれても笑ってしまう。安い挑ちよう発はつだ。それこそ劣れつ勢せいに感じている証しよう拠こじゃないか。ならば、付き合ってやるのも一興。

「ユトくん、大戦中に俺おれがどんな役職にあったのか知っているかい？」

「なにか特別なことでもしてたのか？」

「人ナ造ン魔バ術ー士ズ掃そう討とう作戦の参さん謀ぼうだよ」

　さすがに少年の顔にも変化が見えた。動どう揺ようか、それとも怒いかりか。いや、どちらでもいい。

　アズールは地を蹴けり、少年を斬きりつける。空から振ぶり。もちろん想定内だ。無数の石が周囲を飛び回り、敵の侵しん入にゆうを防ぐ。

　少年はまた少し離はなれた位置に立っていた。繰くり返しだ。しかしアズールはだんだん把は握あくしていく。彼かれが一度の『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』で瞬しゆん間かん移動するのは、せいぜい十メートルほど。それ以上は、リスクと考えているのだ。いくらラストナンバーといえど、千年魔ま術じゆつの連発は難しいと見える。ただでさえ『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』には頭痛という副作用があるのだし。

「どうした？　俺おれの話を聞きたくないのか？」

　声をかけながら、アズールは石を飛ばす。できるだけ広こう範はん囲いに、無む軌き道どうに、高速で。

　やがて辺りの空間には、無数の石が飛び交うようになっていた。少年は、どうにか飛んでくる石を回かい避ひしているが、『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』は使えない。下手に瞬しゆん間かん移動をすれば、飛んでくる石の餌え食じきになるからだ。

「思い出すよ、ユトくん。あの時もこんな感じだった」

　アズールは刀を構え、少年と距きよ離りを詰つめる。振ふり下ろす。彼かれは石を気にしながら、どうにかかわす。だが、すぐに追つい撃げき。切っ先が、少年の頰ほおをかすめる。

「少しずつ追いつめていくんだ。こうやってね！」

　再び刀を振ふるうが、少年は大きく後ろへ飛んでかわした。しかし、その場に留とどまることは許されない。石が追い立てる。

「覚えてるだろ。君が逃にげる場所、逃にげる場所が、無差別に攻こう撃げきを受けた」

　一見、石は無む軌き道どうに飛びまくっている。だが実際は、アズールが完かん璧ぺきにコントロールしていた。少年は休みなく動き続けるしかなかった。そして少しずつ、動ける範はん囲いが絞しぼられていく。羊や魚を追い込こむのと同じだ。

「大戦末期、世界各地で街が破は壊かいされた。それを誰だれもがラストナンバーの仕業だと思った。でも、真実は違ちがう……」

　石から逃にげる少年の行動を予測し、アズールは刀を振ふるう。だが、さすがに彼かれもしぶとい。数少ない逃にげ道を確実に選んでいる。ミスをしない。もっと動どう揺ようさせないと。

「そう、街の破は壊かいは、君を追っていた魔ま術じゆつ士したちによって行われたんだ」

　一いつ瞬しゆん、少年の動きが鈍にぶった。アズールの狙ねらいどおりだ。ここは一気に追い込こむチャンス。

「なぜあんな作戦を取ったと思う？　知ってたのさ。人造魔ま術じゆつ士しは、みな善良な心を持ち、他の魔ま術じゆつ士し以上に、一いつ般ぱん人じんの死に心を痛める者たちだと」

　少年の動きが明らかに狂くるった。石を避さけるのもギリギリ。予測ができなくなっている。そしてついに──追い込こみ完かん了りよう。

　避さけきれず、石の一つが少年の脇わき腹ばらを捕とらえる。

「しまっ──くっ……」

　続けていくつもの石を食らい、うずくまる少年。その背後をアズールは完かん璧ぺきに捉とらえていた。

「なぜ俺おれが知っていると思う？　それはね、俺おれが立てた作戦だからなんだよ！」

　最大の力を込こめ、アズールは刀を振ふり下ろす。

「ハアァッ！」

　手ごたえあり。だが──。

「ぐうぅ……」

　腕うでがジーンと痺しびれている。まるで大岩を叩たたいたような感かん触しよくだった。でも、あり得ない。岩だろうがなんだろうが、強度『10』のこの刀で斬きれないものなどないのだ。

「『無切天断乃長太刀アダマテインブレイド』」

　少年の声がした。アズールはすぐに確認する。と、彼かれの背に乗るように、一本の刀があった。刃ははまるで金こん剛ごうのよう。長さは人の背丈ほどはあろうか。その刀に十字を形作るように、アズールの振ふり下ろした刀が重なっていた。

「バ……バカな……」

　目を疑う光景だ。そんなはずはない。この魔ま術じゆつを持つ者が他にいるなんてあり得ないのだ。

「そうか……お前だったのか……」

　声が聞こえ、アズールは反射的に後ずさった。少年はゆっくり立ち上がり、睨にらみつけてくる。

「お前が僕ぼくの行く先々の街を襲おそわせたのか」

「……そうだよ。人ナ造ン魔バ術ー士ズは世界の敵。そのイメージを強める狙ねらいもあった。もちろん、人ナ造ン魔バ術ー士ズたちの戦意を奪うばうためでもあった」

「それだけのために、多くの無関係な人たちの命を奪うばったのか？」

「君がさっさと逃にげるのをやめて、殺されていれば良かったんだ」

　アズールは当然のことを言ったつもりだ。しかし少年は刀を構えながら言う。

「報いを受けさせてやる」

「なぜ俺おれが？　ふざけるなよ。だいたい、その刀はなんなんだ！　どうして使える？　さっきの『愚者の主張トリツクアート』も……俺おれは奪うばわれた覚えはないぞ！」

「知らないのか？　ラストナンバーは奪うばわずとも、見ただけで同じ魔ま術じゆつを使えるんだ」

「つまらないジョークだ……」

　アズールは地を蹴けり、刀を振ふり下ろす。

　甲かん高だかい衝しよう撃げき音と共に、両りよう腕うでに痺しびれを感じる。押おし返され、今度は少年が刀を振ふり下ろしてくる。アズールは受け止めた。しかし尋じん常じようじゃない力だ。危あやうく刀を落としそうになった。

　これはまずいと、少年に向けて一いつ斉せいに石を飛ばす。けれど石はあっという間に切り刻まれてしまう。アズールには、いくつもの閃せん光こうが残像として見えただけだった。

　石がなくなると、少年はアズールに向かってくる。一いつ瞬しゆん──衝しよう撃げき。なんとか受け止める。

　しかし少年は止まらない。アズールも必死で応戦する。

　斬きり合い。つばぜり合い。火花散る刀と刀。

　やがて、一方的に攻せめ立てられるようになる。

　そして──。

　この日、最も強い衝しよう撃げきが両りよう腕うでに伝わる。もう刀を持っているという感覚すらなくなった。

　地面に落ちた刀。よく見ると、その刃やいばが真ん中から二つに折れていた。

「なぜだ……」

　信じられなかった。この世で最も硬かたい物質で造られた刀だ。どれだけ叩たたかれようと、何をぶつけられようと、折れることはあり得ない。強度『10』とはそういう意味だったはずだ。

「自分で言ってなかったか？　魔ま術じゆつは使う者によって威い力りよくが変わると」

　微ほほ笑えむ少年。その手には、立派な長い刀が握にぎられていた。折れても壊こわれてもいない。

　それを確認した瞬しゆん間かん、アズールは森へ向かって走り出した。
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　厄やつ介かいだ。折れて消えゆくアズールの『無切天断乃長太刀アダマテインブレイド』を眺ながめながら、ユトはそう思っていた。折りたかったのは刀でなく、心の方だった。

　ユトはアズールの魔ま術じゆつを『透視シースルー』できていなかった。『精心ハーツ系』の魔ま術じゆつは精神状態に隙すきができることで解除される場合が多い。つまり、まだあの男は諦あきらめていないということだ。

　ユトは森へと足を踏ふみ入れる。辺りは真っ暗闇やみだ。位置は不明だが、息づかいを感じる。一人じゃない。まだ戦う気のある魔ま術じゆつ士したちが残っているようだ。

　そう思った瞬しゆん間かん、気配。破は裂れつ音。ユトは反射的にかわす。何かが木に衝しよう突とつした。

「丸見えだぞ、ラストナンバー」

　アズールの声が聞こえてくる。かなり遠くだ。間かん髪ぱつを容いれずに破は裂れつ音が連続して聞こえる。気配を察知し、ユトは木の後ろに隠かくれた。

　ユトが身をさらすと、すかさず狙ねらわれる。全身が青白い光で包まれているせいだ。おかげで使えない魔ま術じゆつもある。しかし、こればっかりは自分ではどうしようもない。

「『身体能力進化フイジカルエリート』」

　通常の状態でも充じゆう分ぶんだが、ユトはさらに身体能力を高めた。

　スタートを切る。破は裂れつ音。目の前から飛んでくるモノ。それをユトは指先でキャッチする。

「なっ──」

　驚おどろく声が聞こえた。一いつ瞬しゆん後、声の主はユトの放つ青白い光に照らし出されていた。

　若い魔ま術じゆつ士しだった。彼かれはユトに向かって銃じゆうらしきものを撃うとうとする。だが──、

「スティール」

　その前に奪うばった。彼かれは悲鳴を上げながら地面に転がる。それでも意識はあるらしく、怯おびえた顔でユトを見つめていた。

「ば……化物……」

　懐なつかしい呼ばれ方だ。思わず微笑ほほえみが漏もれた。

　次し第だいに感覚がおかしくなってくる。なぜだろうか、自分が自分じゃないように思えてくる。

　魔ま術じゆつを、力を、使ってみたくなる。

「どこにいる……？」

　ユトは暗くら闇やみに目を凝こらす──見える。何人もの『敵』がいる。あいつらから魔ま術じゆつを奪うばい、奪うばった魔ま術じゆつを思う存分に使ってやる。

「『安心確実な転送屋トランスミツトシーケンス』」

　敵の背後に瞬しゆん間かん移動。そして『奪取ステイール』する。

　ユトは次から次へと、移動と『奪取ステイール』を繰くり返していく。

　森のあちらこちらで悲鳴が上がる。それが、なんだかとってもいい気分だった。




　──奪うばわないと。奪うばわないと。奪うばわないと。

　そのことばかりが頭を埋うめ尽つくす。身体からだが勝手に動いている。自分でわかっていながら、なぜか止められない。まるでもう一つの人格が出てきたようだった。

　ユトは必死でブレーキをかけるが、乗カりラ物ダの暴走は止まらない。際限なく敵を探して森の中を疾しつ走そうし、見つけては魔ま術じゆつを奪うばう。その繰くり返しだった。

　どれほどの魔ま術じゆつを奪うばっただろうか。めぼしいものはほとんど奪うばってしまった。ただ、肝かん心じんの相手からはまだ奪うばえていない。

　森の中でたたずみ、気配を探さぐる。どこにいるのか。見つけたら──必ず殺してやる！

　ふいに、まだ動いている魔ま術じゆつ士しの気配を察知した。ユトの身体からだは一いつ瞬しゆんで彼かれの前へ。さっき魔ま術じゆつを奪うばってやった奴やつだ。目が合うと、腰こしを抜ぬかして地面にへたりこんでしまう。

「た……助けて……」

　彼かれはそう言って口をガチガチ震ふるわす。だが、もう一人のユトの人格は容よう赦しやがなかった。こいつを殺す。強い意思が感じられる。本来のユトは止めようとした。けれど、もはや制せい御ぎよが利きかない。とてつもない力が『ユト』という人格まで奪うばっていく。

　──ごめんよ……。

　諦あきらめかけた時だった。ふと気づくと、自分の身体からだが足元を見つめていた。何かが落ちている。それを拾い上げた。

　白い小こ袋ぶくろだ。汚よごれてボロボロになっているが、見覚えがある。中には、色も大きさも様々な木の実が入っている。その一つを手にとり、無意識に口に入れた。

　甘あまくて、優やさしい味が口いっぱいに広がる。それが身体からだの奥おく底そこにまで染しみ渡わたっていく。

　ふいに、ふわふわの金きん髪ぱつをなびかせる少女の姿が思い浮うかぶ。彼女かのじよのボロボロになった姿が思い浮うかぶ。泣いている顔が思い浮うかぶ。そして──最高に輝かがやく太陽のような笑え顔がおが思い浮うかんだ。

「あっ……」

　なぜか身体からだの感覚が戻もどった。もう一人の自分が大人しくなっている。

　戸と惑まどっている間に、怯おびえていた魔ま術じゆつ士しは逃にげて行った。ユトは一人、不思議な感覚を確かめていた。そこへ、

「『突き立つ鋭い氷柱クラツシユドアイス』」

　魔ま術じゆつが放たれる。避さけようとしたが、わずかに遅おくれた。

　氷の槍やりはユトの太ももを深々と突つき刺さしていた。

「ぐぅ……」

　さすがに痛みでうめき声が漏もれる。膝ひざから地面に崩くずれ落ちてしまう。と、前方の暗くら闇やみから嬉うれしそうな笑い声が聞こえてきた。

「くくくっ……案外、大したことないんだな」

　アズールが姿を現した。ユトはそのキザッたらしい顔を睨にらみつける。

「とっくに逃にげたかと思ったよ」

「負け惜おしみかい？　君はもう終わりさ。この前の『人ナ造ン魔バ術ー士ズ』も、これであっさり死んだだろ。どうする？　ユトくん、泣いて謝るなら、多少は苦しまずに殺してやるよ」

「ふざけるなよ……」

「ノーノー、求めているのはその顔じゃない。俺おれが見たいのは、君の絶望に彩いろどられた表情なんだ。仕方ない。一つ、魔ま術じゆつをかけてやるとしよう」

　アズールは余よ裕ゆうの態度でユトを見下ろしていた。当然だ。ユトは太ももに重傷を負い、素す早ばやい動きは望めそうにない。それなら直接、身体からだに触ふれられる恐おそれもないのだ。

「……なにをするつもりだ？」

「『不安の種ザ・ネガテイブ』……精心ハーツ系の千年魔ま術じゆつさ。心が弱ってる相手にしか使えないが、これを食くらうと、とてつもない不安に襲おそわれ、絶望感に苦しむことになるんだ」

「通じると思うのか？」

「だから試してみるんだよ」

　人をいたぶらずにはいられない性格なのだろう。アズールはわざわざ新たな魔ま術じゆつを使ってまでもユトを苦しませようとしていた。

　だが、そこに落とし穴があった。アズールが使おうとしていたのは、得意でもない精心ハーツ系、それも千年魔ま術じゆつだ。元から防ぼう御ぎよに使っている精心ハーツ系の魔ま術じゆつと共に、同系統の千年魔ま術じゆつ、二つを完かん璧ぺきにコントロールするのは彼かれにも難しかった。もちろん表面上は変わらないし、本人も気づいてないだろう。気づいたのはユトだけ。それも『透視シースルー』を続けていたからわかった。

　アズールが魔ま術じゆつを使おうとする、その一いつ瞬しゆんだけ『透視シースルー』が通った。さっき、『愚者の主張トリツクアート』をかけられた時は見み逃のがしたが、

「さあ、楽しませてくれよ、ユトくん！　千年魔ま術じゆつ──」

「スティール」

　ユトは今度こそ確実に奪うばう。直後、叫さけび声が上がった。

「うがあぁぁ──」

　うずくまり、アズールは必死に痛みに耐たえていた。しかし奪うばったのは百年魔ま術じゆつだ。苦しみながらも、ユトを睨にらむ元気は失っていなかった。

「どういうことだ……？　なぜ身体からだに触ふれずに『奪取ステイール』が？　魔ま術じゆつを奪うばえたんだ？」

「『遠隔奪取フリーステイール』だよ」

「バカな……あんなの戦場の亡ぼう霊れいと同じ、恐きよう怖ふが生んだエセ伝説じゃないのか？」

「知ってるんだ。でも経験してないなら、僕ぼくと戦ったのは最後の最後だけみたいだね」

「本当に……身体からだに触ふれずに魔ま術じゆつを奪うばえるのか……？」

「ラストナンバーは特別なんだよ」

「他人の魔ま術じゆつを見ただけで使えて……身体からだに触ふれなくても奪うばうことができるだと……？　ふざけるなよ……そんなことがあっていいはずがない！」

　うずくまったまま、絶ぜつ叫きようするアズール。そんなことをする暇ひまがあるなら、魔ま術じゆつの一つでも使えばいいのに。と思うユトだったが、この隙すきを無視してやるほどお人ひと好よしじゃない。

「スティール」

　再び奪うばった。今度は千年魔ま術じゆつだから、少し時間がかかる。といっても、一秒ほど。そして再び、今度は耳を塞ふさぎたくなるほどの絶ぜつ叫きようが響ひびく。

　キザな態度を見せていた男からは、余よ裕ゆうが失われていた。顔には大おお粒つぶの汗あせが浮うかび、呼吸も乱れまくっている。ひたすら痛みと苦しみに耐たえているといった感じだ。それでも意識を保っていられるのは、公こう魔ま十じゆう七なな家けの意地か。

「ハァハァ……くそ……化物め……」

「もう慣れたよ。僕ぼくの心にはなにも響ひびかない」

「くくくっ……そうか。だが……サラサくんはどうだろうな？」

「……なんの話だ？」

「彼女かのじよは知らないのだろ？　いや、世界の誰だれも知らないはずだ。最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士し、ラストナンバーが生きているなんてな」

「それがどうした？」

「公こう魔ま十じゆう七なな家けをなめるなよ！　もう一度、追いつめてやる。今度こそ二度と蘇よみがえってこれないように、徹てつ底てい的てきに殺してやる。お前の居場所は、この世界のどこにもないんだよ！」

　アズールはユトが思った通りの男だった。ありがたい。もう躊躇ためらわずに済む。

「どうした？　だんまりか！　サラサくんには、俺おれからたっぷり教えておいてやるよ。お前がどれだけ卑ひ怯きようで噓うそつきな男か。残ざん忍にんで凶きよう悪あくな殺さつ戮りく兵器か。ショックだろうなぁ、彼女かのじよ。両親を殺した男がすぐ側そばにいたと知ったら。でも安心しろ。俺おれが慰なぐさめておいてやるよ」

　妙みように芝しば居いがかった言い方をすると、アズールは狂くるったように下品な笑い声を上げていた。

　ユトは思わず失しつ笑しようしてしまう。この状じよう況きようでなにを言っているんだか。

「好きにすればいいよ」

「……なんだと？」

「言えるもんなら言えばいい。世界にも、サラサにもな。どうせ、もう会うこともないんだ」

「ふっ……ふふっ……強がりを言うなよ。いいのか？　六年前とは違ちがうんだ。正体がバレたんだぞ。お前はもう二度と人前に姿をさらせないんだ」

「好きにすればいいと言ってるだろ」

　──サラサの側そばにいられないなら、誰だれの側そばにいたって意味がないんだ。

「ただ……お前がこの島から出られたら、の話だけどな」

　ユトが言葉と表情に力を込こめる。それで彼かれは最も重要なことに気づいたようだ。

　果たして戦うか。逃にげるか。

　アズールは逃とう走そうを選せん択たくした。予想どおりだ。さっきから常に『透視シースルー』ができるようになっていたのだ。すでに彼かれの心は折れている。

　あとは魔ま術じゆつをすべて回収するだけだ。

　ユトは立ち上がって追いかけようとした。だが身体からだに力が入らず、倒たおれ込こんでしまう。

「放置しすぎたか……」

　いつの間にか、太ももから流れる血がおびただしい量になっている。すぐに『医毒リブラ系』の魔ま術じゆつを使わないと。そう思った時だった。

　──殺してやる！

　心の中で声が聞こえた。もう一人の自分がまた出てこようとしている。

　──やめろ！

　ユトは必死に耐たえるが、段々と意識が薄うすれていく。もう自分を保っているのも辛つらかった。

　どうせ頑がん張ばったところで意味はないのだ。ここで耐たえたところで、未来は変わらない。最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しという過去がある限り、独りで生きていくしかない。

　だから──すべてをこの力にゆだねてしまえばいい。

　ユトは木の実袋ぶくろを握にぎりしめたまま、深い眠ねむりへと堕おちていった……。
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　アズールは逃にげた。必死に走り続けた。痛みと苦しみが襲おそってきて、途と中ちゆうで何度も吐はいた。木にぶつかり、身体からだ中に傷を負った。涙なみだが出てくる。汗あせまみれで気持ち悪い。それでも、逃にげる速度を緩ゆるめることはなかった。

　やがて森から開けた場所に出る。崖がけにたどり着いた。海だ。ここまで来れば逃にげられる。

　ふらつく足取りで岸がん壁ぺきへと歩みを進めていく。そしてあと一歩というところだった。

「『万里の赤壁グレートレツドクリフ』」

　突とつ如じよ、目の前に炎ほのおの壁かべが現れた。まるで地じ獄ごくの業ごう火かのような、猛たけ々だけしい炎ほのお。それが高い壁かべを造り、左右に延々と続いていた。

「島を囲った。これでもう逃にげられない」

　振ふり返ると、少年がいた。青白い光に包まれた、最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士しだ。

　炎ほのおの明かりが影かげを作り、その笑え顔がおが余計に恐おそろしく見えた。

「ひぃッ──」

　すでに戦意を失っていたアズールは、悲鳴を漏もらしてしまう。だが、ビクついている場合ではない。逃にげようとする。しかし──、

「スティール」

　恐おそろしげな声が聞こえ、心臓がチクリと痛む。恐きよう怖ふの数すう瞬しゆんが流れる。直後、全身を強きよう烈れつな痛みが襲おそう。心臓を握にぎり潰つぶされ、腹を焼かれ、首を絞しめられるような痛みだ。

　立っていることすらできず、その場に転げ回った。だが、死にたくない。必死な思いで立ち上がり、どうにか森の中へ身を隠かくした。なのに、

「スティール」

　また声が聞こえ、毒を飲んだような不快感を味わい、全身に痛みが襲おそってくる。

「ぐああぁぁ──ムッ──」

　叫さけぶ口を両手でふさいだ。せっかく暗くら闇やみの中に逃にげ込こんだのに、声を上げれば居場所がバレてしまう。這はいつくばった格好で、アズールは必死に前へ進む。すると近くに気配。また奪うばわれる。そう思ったが。

「『不安の種ザ・ネガテイブ』」

　魔ま術じゆつを使われた。さっき彼かれに使おうとした『精心ハーツ系』の千年魔ま術じゆつだ。

　──死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ。怖こわい怖こわい怖こわい怖こわい。助けて助けて助けて。

　不安と絶望が津つ波なみのように押おし寄せてくる。アズールはもう自分がいる場所さえわからなくなっていた。ひたすら膨ふくらむ不安、そして襲おそってくる痛みに苦しめられる。

「スティール」

　また奪うばわれ、また痛みが襲おそってくる。もう身体からだの感覚がほとんどない。なにを奪うばわれたのかもわからない。それなのに、痛みだけは明確に感じていた。

「『良薬と良毒の狂宴クロツクワークホワイト』」

　また魔ま術じゆつを使われた。これも自分が持っていたものだ。『医毒リブラ系』の千年魔ま術じゆつ。絶対に死なないが、死ぬほどの苦しみを与あたえる。そしてこの魔ま術じゆつの肝きもは、気絶もしなくなるというところにある。拷ごう問もんが趣しゆ味みのアズールが重宝していた魔ま術じゆつだ。

「えぐぁ……げがぁ……ぐがぁ……」

　やめてくれと声に出そうとしても、言葉にならない。

　逃にげるしかなかった。だが、もう普ふ通つうの精神ではいられなかった。いつ、どこから攻こう撃げきされるのか、魔ま術じゆつを奪うばわれるのか。恐きよう怖ふがアズールの心を粉々に砕くだいていく。

「スティール」

　──痛い。

「スティール」

　──もうやめて。

「スティール」

　──死んじゃう。

「スティール」

　…………。




　どれほどの魔ま術じゆつを奪うばわれただろうか。どれほど逃にげ続けただろうか。それでもアズールは生きていた。生きて、たどり着いた先は研究所の前だった。

　──そうだ。ここに身を隠かくそう。

　研究所の壁かべに手を触ふれようとした。寸前──、

「『物体操縦の極みムービングオブジエクト』」

　近くで声が聞こえ、研究所の建物が凄すさまじい勢いで吹ふっ飛んでいった。千人以上の人間を収容できる巨きよ大だいな建造物が、瞬またたきの間に消えていた。

　そして代わりに、目の前には巨きよ大だいな何かが立っていた。膨ふくれ上がったゴリラのような黒い巨きよ体たいには、見覚えがある。

　──バースト市で見た奴やつだ。『身体能力お化けフイジカルモンスター』を使う危険な人造魔術士まじゆつしだった。だからクリアーズに任せて、様子を見ることにしたんだ。最後はなぜかあの少年と墓場にいた。姉のことをしゃべりそうだったし、魔ま術じゆつを使われる前に殺したが……まさか復ふく讐しゆうに来たのか？

　もう瞳ひとみを動かすことさえできない。薄うすれゆく意識の中で、アズールが最後に聞いた言葉は、

「『水分代謝の超癒しモイストヒーリング』」

　姉が得意としていた魔ま術じゆつだった。

　ぬるま湯に包まれる。それが体内に流れ込こんできて、全身に染しみ渡わたり、循じゆん環かんしていく。やがて痛みが消え、身体からだが軽くなってくる……。

「ハッ！」

　アズールは目を覚まし、起き上がった。まるで悪夢を見ていたかのように、全身が汗あせまみれだ。身体からだがだるい。でも、生きている。ということは──夢だったんだ。

　まだ意識が朦もう朧ろうとする中、アズールはゆっくり振ふり返る。そして息が止まりかけた。

「なっ──ラストナンバー!?」

「なにを驚おどろいているんだ？」

　彼かれはいた。見た目こそ女の子みたいに頼たよりないが、その全身から放たれる圧力は、普ふ通つうの人間とは明らかに違ちがっている。やはり夢じゃない。現実だったのだ。

　だが、それならそれでわからないことがある。

「君が俺おれを回復させたのか……？」

「そうだ。もう悪さをしないと言うのなら、これで許してやる」

　しばらく、アズールは言われたことの意味を理解できなかった。だが、やがて少しずつ論理が組み上がってくる。相手は確かに人造魔ま術じゆつ士し。とはいえ子供だ。元々、人造魔ま術じゆつ士しは精神的に未熟な者ほど強い力を持つと言われていた。つまり最さい凶きようとは、それだけ『甘あまい』ということなんじゃないか？

　さらにこの六年間、彼かれは必死で一いつ般ぱん人じんになりきろうと努力してきた。それを今さら無にすることはできないのだ。要するに、人は殺せないということだ。

「くくくっ……」

　笑ってしまう。こんな奴やつを相手になにを恐おそれていたのか。

「悪いが断るよ、ユトくん。俺おれを止めたいなら、しっかり殺しておくんだな」

「でも、あなたの魔ま術じゆつはすべて奪うばったよ」

　言われて確認してみると、確かにそうだった。千年、百年はもちろんのこと、十年も、一年すらも、根こそぎ奪うばわれている。だが、構わない。魔ま術じゆつとは奪うばい合うものだ。また誰だれかの魔ま術じゆつを奪うばってやればいい。幸い、ここには千人もの魔ま術じゆつ士しがいるのだし。

「残念だったね、ユトくん。君の負けだ。俺おれはなにも変わらないよ」

「あっそう。それじゃ仕方ない」

　少年がアズールの肩かたに手を置く。そして一言。

「スティール」

　言葉を聞いた瞬しゆん間かん、反射的に身体からだが緊きん張ちようする。だが、すぐに馬ば鹿からしいことだと気づいた。

「おいおい、なにを奪うばったってんだ？　俺おれはもう一つも魔ま術じゆつを所有してないってのに」

「『奪取ステイール』を奪うばった」

「はあ？　『奪取ステイール』を奪うばった？　もう少しわかりやすく言ってくれないかな」

「まだ一つ、ラストナンバーに関して、あなたに伝えていないことがある。僕ぼくはね、人が魔ま術じゆつを奪うばう能力、『奪取ステイール』する力そのものを奪うばうことができるんだよ」

　アズールは鼻で笑ってしまう。冗じよう談だんとしても三流だ。──『奪取ステイール』する能力を奪うばうだって？

　そんなことはあり得ない。生まれたての赤ん坊ぼうから老人まで、魔ま術じゆつ士しでなくても、その能力を持っているのだ。呼吸と同じようなものだ。それが失なくなるなんて聞いたこともない。

「信じられないなら試していいよ」

　少年が右手を差し出してくる。だが罠わなかもしれない。アズールは警けい戒かいして、なかなか行動に移れなかった。すると、少年がさらに言う。

「自分の魔ま術じゆつくらいわかってるだろ。好きなものを奪うばい返していいよ」

　そこまで言うなら試してみるか。まずは姉の魔ま術じゆつでも返してもらおう。と、アズールは少年の右みぎ腕うでを乱暴に摑つかんだ。

「スティール」

　馬ば鹿かな奴やつだ。内心でほくそ笑えむアズールだった。が──。

「なぜだ！」

　すぐに異変に気づいた。『奪取ステイール』したはずが、できていない。これまで何度も繰くり返してきた方法だ。間ま違ちがえるはずがない。なのに、

「スティール！　スティール！　スティール！　スティールゥッ──」

　何度、繰くり返しても一向に魔ま術じゆつが奪うばえない。当然、少年が痛がることもなかった。

「もういい？　これであなたは魔ま術じゆつ士しとしては生きられない。でも、普ふ通つうの人としては生きていけるからね。早く逃にげな。千人の魔ま術じゆつ士しに復ふく讐しゆうされない内に」

　少年は冷めた目を向け、忠告してくる。アズールには到とう底てい受け入れられるものではない。

　──きっと、こいつが『奪取ステイール』されないように防ぼう御ぎよしているんだ。

　アズールは森へ走り、倒たおれている魔ま術じゆつ士し相手に、手当たり次第に『奪取ステイール』を試していく。

　だが、誰だれに、何度、試みようと、魔ま術じゆつは一つも奪うばえなかった。千年魔ま術じゆつだろうが、一年魔ま術じゆつだろうが、奪うばえる気配さえない。

「ウソだ……こんなの……あり得ない……」

　公こう魔ま十じゆう七なな家けの一つ、アクアリウス家に生まれ、エリート魔ま術じゆつ士しとして育ったアズール。家の地位を上げるため、魔術大戦の再来さえ望んだ男である。そのアイデンティティは、魔ま術じゆつにあると言っても過言ではない。そのすべてが、いま完全に奪うばわれたのだ。

　呆ぼう然ぜんとしてへたり込こんでしまった。そこへ、少年が近づいてくる。

「二度とサラサやディマージョには近づくな。もし近づけば、その時こそは──」

　恐おそろしい目で睨にらみつけられると、それだけで気を失いそうになる。だが、アズールにも意地があった。この憎にくき人造魔ま術じゆつ士しに幸せな人生を送らせるなんて冗じよう談だんじゃない。

「俺おれを倒たおしたくらいでいい気になるなよ、ラストナンバーッ！　お前ごとき、公こう魔ま十じゆう七なな家けの魔ま術じゆつ士しが本気になれば、簡単に殺せるんだ」

「あんたは本気じゃなかったってのか？」

「俺おれは……しょせん『分家』の人間だ……」

「なんだと？」

「知ってるだろ？　公こう魔ま十じゆう七なな家けには『宗そう家け』と『分家』がある。当然、アクアリウス家の正当な当主は、宗そう家けの人間が継つぐ。無数にある魔ま術じゆつの管理もな。俺おれは分家の人間……魔ま術じゆつの才能も、所有する魔ま術じゆつの数も威い力りよくも、初めから宗そう家けの人間には遠く及およばない……」

「その分家の人間が、どうして代表者みたいに出てきた？」

「お前が自分で言ってたじゃないか。『公こう魔ま十じゆう七なな家けの血族はめったに前線に出てこない』と。しょせんは俺おれも使いっぱしり。それだけの力しか持ってないんだよ！」

　アズールはやけくそ気味に吐はき捨てた。怒いかりを吐はき出すと、今度は虚むなしさが襲おそってくる。

「くくっ……宗そう家けの人間はバッジなんて付けない。俺おれはしょせん偽にせ物もの……。わかってたよ。でも子供の頃ころは、身体からだのどこかにアザがないか、必死に探したものさ」

「アザ？　なんのことだ？」

「公こう魔ま十七宗家の血を引く者は、その家のシンボルを表すアザが、身体からだのどこかに浮うかび上がるんだよ。ほとんどは、見つけづらい場所にできるらしい」

「自分も宗そう家けの血を引いていないかと思って探したのか」

　少年がアズールに憐あわれむような目を向けてくる。耐たえがたい屈くつ辱じよくだった。

「調子に乗るなよ、ラストナンバーッ！　お前ごときが一人で戦争を回かい避ひできると思うな。アクアリウス家は魔ま術じゆつの奪うばい合いを望んでる。今回の計画が失敗に終われば、すぐに宗そう家けに知られる。お前の存在も、公こう魔ま十じゆう七なな家けに知れ渡わたるだろう。終わりだよ。お前は殺される」

「悪いけど、そんな簡単に殺されてやる気はないよ」

「いいことを教えてやる。お前が命からがら逃にげだした六年前の人造魔ま術じゆつ士し掃そう討とう作戦のことだ。あれには公こう魔ま十七宗家の人間は一人も参加していなかった」

「確かに……それは初めて知ったな」

「お前が魔術大戦を防ぐ気なら、今度こそ見み逃のがせない。公こう魔ま十じゆう七なな家けは、どの家も魔術大戦の再来を望んでいるんだ。そして再び世界中の魔ま術じゆつを独どく占せんするんだよ！」

　アズールは、目の前の少年が怯おびえ戸と惑まどうことを期待していた。もちろん言葉に噓うそはない。魔術大戦の再来を目もく論ろむ動きは、アクアリウス家以外の公こう魔ま十じゆう七なな家けにもあるのだ。今回はたまたま自分の動きが早かったというだけで、放っておいても他の家が動いていたはずだ。いや、アクアリウス宗家だってこの程度で諦あきらめるわけがない。宗そう家けの魔ま術じゆつ士しが相手では、アズール一人に苦戦したこの少年に勝ち目などないだろう。それなのに……。

「面おも白しろい」

　少年はかすかな笑えみを浮うかべてつぶやいた。

「公こう魔ま十じゆう七なな家けも宗そう家けも関係ない。誰だれが相手でも僕ぼくは、あの子の望む世界を守ってみせるよ」

「魔術大戦は止められないぞ！」

「だったら、次に会う時は戦場だね。魔ま術じゆつを持たない魔ま術じゆつ士しさん」

　改めてその事実を突つきつけられ、アズールは自分の身に起きた悲劇を思い出した。

　魔ま術じゆつを使えない、奪うばうことすらできない魔ま術じゆつ士しには、一片ぺんの希望もないのだ……。

「くくくっ……くくくっ……アーハハハハハハハハハハハハ──」

　少年は去り、島には哀あわれな男の笑い声だけがいつまでも響ひびくのだった。










　　　　　エピローグ




　ユトが家に戻もどる頃ころには、東の空が明るくなり始めていた。

　寝しん室しつを覗のぞいてみると、幸いにもまだ彼女かのじよは深い眠ねむりの中にいた。

　本当なら戻もどるつもりはなかった。だが、奪うばい返した魔ま術じゆつを元の持ち主に渡わたす必要があった。

　ユトはベッドの横に膝ひざをつき、眠ねむっているサラサの顔を見つめる。

　安らかだった。少し微笑ほほえんでいるようで、とても幸せそうな寝ね顔がお。この世に、これほど愛らしいものなど他にあるだろうか。

　ずっと見ていたい。でも──ダメなんだ。

　サラサに魔ま術じゆつを返そう。そう思うユトだったが、なかなか決心がつかない。彼女かのじよと別れたくないというのも理由の一つだが、もう一つ、その返し方に原因があった。

　本来、魔ま術じゆつというのは、『奪取ステイール』という方法でしか他人の手に渡わたらない。奪うばわれる以外に、自分の魔ま術じゆつが他人に移動することはないのだ。いくら自分が魔ま術じゆつをあげたいと思っていても、相手に奪うばう意思がなければ、魔ま術じゆつは渡わたせない。

　つまりユトが所有している魔ま術じゆつを渡わたすには、サラサに奪うばってもらう必要がある。となると、彼女かのじよを起こすことになる。

　──それはダメだ。絶対にダメだ。またサラサの声を聞いて、名前を呼ばれて、笑え顔がおを見たら、決心が揺ゆらいでしまう。

　だからユトは魔ま術じゆつを使うことにした。

　名前は『天使の口づけプシユケとアモル』。サラサの名前と同じ『特殊ソレイユ系』の千年魔ま術じゆつ。これを使えば、自分の持っている魔ま術じゆつを、一度に好きなだけ相手に渡わたすことができる。『なんでもアリ』と揶や揄ゆされる『特殊ソレイユ系』の中でも、とりわけ規格外の効果を持つ魔ま術じゆつだ。

　とはいえ、自分の魔ま術じゆつをわざわざ他人にくれてやると考える魔ま術じゆつ士しはめったにいないし、持っていたとしても使いどころの限られる魔ま術じゆつだ。

　それに、無条件で何度も使えるというわけじゃない。『天使の口づけプシユケとアモル』は、使うと同時にこの魔ま術じゆつそのものもが相手に渡わたってしまうのだ。さらに、魔ま術じゆつを発動させる時にも、一つの条件があった。それこそが、ユトを悩なやませていた最大の要因なのだが。

　決意し、寝ねている彼女かのじよにそっと顔を近づける。甘あまくて優やさしい匂においに鼻をくすぐられた。かすかな寝ね息いきと触ふれ合い、熱を感じる。

　ユトはその小さな唇くちびるに、そっと自分の唇くちびるを重ねた。

　しっとりとした、柔やわらかな感かん触しよくが伝わる。温かくて、切なくて、ずっとこのままでいたくなる。でも、唇くちびるに想おもいを乗せ、魔ま術じゆつを元の持ち主に返した。

「ごめんね、サラサ……」

　彼女かのじよの柔やわらかな髪かみをなでながらつぶやく。何に対しての謝罪なのか、自分でもわからない。

「…………トッ」

　かすかに声が聞こえた気がした。名前を呼ばれた気がする。

　──いや……。

　ただの妄もう想そうだ。そうあってほしいとの願望だ。

　ユトは枕まくら元もとに木の実袋ぶくろを置き、ベッドに背を向けた。

　そしてドアノブに手をかける。瞬しゆん間かん──。

「ユト！」

　声と共に、何かが背中に飛びついてきた。ふわりと、甘あまい匂においに身体からだが包まれた。優やさしい温ぬくもりが、背中から身体からだの奥おく底そこに染しみてくる。

「サラ……サ……？」

「行かないで！」

「なんで……だって……魔ま術じゆつで寝ねて……」

「木の実袋ぶくろ……拾ってきてくれたんでしょ……ありがと……」

　まさか、それで気づかれるとは思いもしなかった。だけど──。

「僕ぼく、行かないと……」

「どこに!?　どこに行くっていうの？　わたしを置いて……行くっていうの？」

「ごめん……」

「ごめんじゃない！」

「今までありがとう」

「ありがとうもいらない！」

「さよう──」

「言わせない！」

　背中に軽い衝しよう撃げきを受けた。頭ず突つきをされたみたいだ。でも痛くはない。そう、彼女かのじよになら何をされたって、痛くはないんだ。

「うぅ……くぅ……」

　泣かせてしまった。また、泣かせてしまった。殴なぐられるより、魔ま術じゆつを奪うばわれるより、彼女かのじよの泣き声を聞く方が、何百倍も痛かった。

「わがまま言わないから……ユトを困らせないから……もっともっと楽しくするから……笑え顔がおにさせてあげるから……拾い食いも……木の実も……我が慢まんするから……」

「いいんだ……サラサはそのままでいい……」

「約束したでしょ……一いつ緒しよにお姉さんを見つけるって……」

「それはもう……おねえちゃんは僕ぼくが……」

　ずっとわかっていた。誤ご魔ま化かしていただけだ。気づかないフリをしていただけだ。姉はとっくにこの世には──。

　ただサラサの善意を利用して、側そばにいる理由にしていただけなんだ。

「わたし……わたしは……一いつ緒しよにいたいの……」

「ダメだよ……一いつ緒しよにはいられないんだ……」

「どうして……」

「だって僕ぼくは……『化物』だから……」

　初めから淡あわい夢だったのだ。こんな凶きよう悪あくな奴やつが、こんな優やさしい子の側そばにいることなんて。

「構わない！　わたしは構わない！」

「僕ぼくは人造魔ま術じゆつ士しなんだよ……。ラストナンバーと呼ばれた最さい凶きようの人造魔ま術じゆつ士し……」

「そんなの知らない！」

「サラサのお父さんとお母さんを殺したかもしれない……」

「違ちがう！　かもしれないんだったら、絶対に違ちがう！」

「僕ぼくの側そばにいれば、サラサが危険な目に遭あうんだ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　わたしは大だい丈じよう夫ぶだから……」

　背中を摑つかんでいた彼女かのじよの手が離はなれた。ユトは一歩を踏ふみ出そうとする。その時──、

「独りぼっちにしないで」

　サラサの振ふり絞しぼった声が聞こえ、思わず振ふり返ってしまう。

　エメラルド色の潤うるんだ瞳ひとみと、目が合う。すると彼女かのじよはにっこり笑った。それは太陽よりも眩まぶしく、春風よりも優やさしい笑え顔がおだった。

「ユトの過去になにがあっても関係ないよ。大切なのは未来のことでしょ？」

「でも……相手は公こう魔ま十じゆう七なな家けだ。魔術大戦を起こすためなら、なんだってするような奴やつらだ。使う魔ま術じゆつの数もレベルも、今までの相手とは比ひ較かくにならない」

「わたしたちはクリアーズ。最強の魔ま術じゆつ回収屋コンビだよ。どんな困難があっても、二人ならきっと乗り越こえていける……ううん、絶対に乗り越こえていくの！」

　サラサの瞳ひとみに宿っている強い意志に、ユトはようやく気づいた。彼女かのじよはとっくに覚かく悟ごしていのだ。今までだって、戦争が終わったばかりの不安定な世界を飛び回り、危険な魔ま術じゆつを回収してきた。決して平へい穏おんだったわけじゃない。死とはいつだって隣となり合わせだった。

「そっか……」

　つまり覚かく悟ごが足りなかったのは、ユトの方だったのだ。

「うん、そうだね……。僕ぼくらは二人で最強コンビ──『クリアーズ』だ」

　ユトが想おもいを言葉にした瞬しゆん間かん、サラサが飛びついてきた。甘あまい匂においと、優やさしい温ぬくもりに包まれる。懐なつかしくて、嬉うれしくて、思わず頰ほおが緩ゆるんだ。

「ユト、なでてなでて」

　彼女かのじよにせがまれるまま、ユトはふわふわの金きん髪ぱつをなでる。サラサの頰ほおが色づき、表情が緩ゆるんでいく。そのトロけそうな笑え顔がおで、彼女かのじよは甘あまえたように言ってくる。

「ねぇ、ユト。木の実を拾いに行こ」

「えっ、今から？」

「だって、木の実袋ぶくろの中が空っぽなんだよ」

「ごめん……実は僕ぼくが食べちゃったんだ」

「ほへ？　もしかして……ユトもやっと木の実の世界に目覚めたの？」

「そうかも」

「やった。じゃあ、わたしがおいしい木の実をいっぱい教えてあげるね！」

　太陽のように明るく笑う金きん髪ぱつの少女に手を引かれ、少年は家から飛び出した。

　空には、彼女かのじよに負けないくらいの太陽が輝かがやいている。

　──きっと大だい丈じよう夫ぶ。サラサと一いつ緒しよなら、もうなにも恐おそれることはないんだ。

　少年は、繫つないだこの手を二度と離はなさないと、太陽に誓ちかうのだった。




　　　　　　　　　　×××




　太陽を完全に遮しや断だんした暗い部屋。その中央に、丸いテーブルが置かれている。テーブルを取り囲むのは、十七の椅い子す。その内、十六の椅い子すの前には明かりが灯ともされている。各家のカラーを表す、色とりどりの明かりが。

「以上が今回の一連の出来事、我わがアクアリウス家の失態と成果です」

　声と共に青色の明かりが揺ゆらめく。

「まさか、ラストナンバーが生きておったとはな」

　赤色の明かりが揺ゆらめく。

「あら？　想定されていたことじゃなくって」

　桃もも色いろの明かりが揺ゆらめく。

「今は人造魔ま術じゆつ士しのことなど放っておけ。それよりも重要なのは、太陽ソレイユの件じゃろ」

　緑色の明かりが揺ゆらめく。

「けれど本当に太陽ソレイユの落とし子なのでしょうか？」

　紫むらさき色いろの明かりが揺ゆらめく。

「間ま違ちがいありません。私がこの目で『アザ』を確認しました。彼女かのじよは八百年前に欠けた公こう魔ま十じゆう七なな家けの一つ、『金色』と『太陽』の家、ゴールデン＝ソレイユ宗そう家けの血を引く者です」

　青色の明かりが説明を終えると、他の十五色の明かりが一いつ斉せいに揺ゆらめく。

　静かなざわつきが室内を漂ただよっていた。そんな中、

「騒さわぐことではない。すでに対処法は決まっている」

　無感動な声と共に、銀色の明かりが強く揺ゆらめく。

「ま、取り決めどおり公平にいこうじゃないか」

　空色の明かりが揺ゆらめく。

「ああ。次は──『サラサ・ゴールデン＝ソレイユ』の奪うばい合いだ！」

　黄色の明かりが激しく揺ゆらめいていた。

　しばしの沈ちん黙もくが流れる。やがて一つ一つ、色鮮あざやかな明かりたちが消えていく。

　最後に残ったのは、緑色の明かりと、青色の明かりだけだった。

「して、お前さんは何者じゃ？　アクアリウス家の当主でないのは知っておるが」

「申し遅おくれました。私はアクアリウス家、その分家の者です。この度たびは、我わが弟の失態で皆みな様さまにご迷めい惑わくをおかけしました」

「よいよい。おかげで望外の成果を得られたじゃろ」

「はい。結果的に弟の野望を潰つぶすことになってしまいましたが」

「一つの家、それも分家ごときが魔術大戦を起こすとは、思いあがったものじゃな」

「申し訳ありません。弟は、きちんと私の手で処分しておきましたので……」

「ほほっ。姉の擬ぎ装そう死も見破れん弟とは違ちがい、お前さんは優ゆう秀しゆうなようじゃ。名前くらい聞いておいてやるかの」

「アオイ……アオイ・アクアリウスと申します」

「分家の身をわきまえ、色抜きで名乗るか。よいよい。次は顔を見たいものじゃな」

　緑色の明かりがゆっくりと消えていく。

　静かな空間に残ったのは、青色の明かりのみ。その奥おくで冷え切った声が響ひびく。

「奪うばい合いは決して終わらない……」

　そして最後の明かりが、ふっと消えた。





〈了〉















　　　あとがき




　そろそろ桜の咲さく良よい季節になりますね。

　というわけで、はじめまして。桜さくら咲さき良りようと申します。

　このたびは『スティール!!　最さい凶きようの人造魔術士ラストナンバーと最強の魔ク術リ回ア収ー屋ズ』を手に取っていただきありがとうございます。

　さらに、読んで、楽しんでもらえたのなら、とても嬉うれしいです。

　読んでいただくタイミングによっては、あとがきの出だしから季節外はずれな挨あい拶さつになっているかもしれませんが、その辺りは許してください。

　私はこの作品でデビューということになります。電でん撃げき大たい賞しようの選考で落ちてしまってから、編集者の黒くろ崎さき様に拾い上げていただき、どうにかこうにか時間をかけて、ようやく読者の皆みな様さまに届けられる作品が書けたのかなぁ、といった感じです。

　ここにいたるまで、色々なことがあったような気がします。とはいえ、思い返してみると、それほど印象に残っていることもなく……それが良よいのか悪いのか……。

　それでも、多くの方にお世話になったことだけはちゃんと覚えています。

　普ふ段だんは面と向かって伝えられないけれど、家族にはすごく感謝しています。

　色々と助けてくれた、応おう援えんしてくれた友人たちにも感謝です。

　担当編集者の黒くろ崎さき様。多くのアドバイスをいただき、いつもいつも感謝しきりです。お世話になってばかりですが、これからもよろしくお願いします。

　イラストを描かいていただいた狐こ印いん様。私のような新人の作品を引き受けていただき、ありがとうございます。

　本書の作成に関わっていただいたすべての皆みな様さまにも感謝を。

　今までお世話になったすべての方々にも感謝を。

　そして何より、読者の皆みな様さまに格別の感謝を。

　本当にありがとうございます。

　皆みな様さまとは、ユトとサラサの二人ともども、これからもお付き合いが続くことを願っています。

　それでは、またお会いできる日を期待しつつ、今回はこの辺で。





桜さくら咲さき良りよう
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桜さくら咲さき 良りょう

ペンギンのような新人作家のような生き物。東京近辺に生息し、日々サックスブルーの空を見上げている。桜が好きなのか、春の訪れと共に外を徘徊するようになる。ペンギンのくせに、冬より夏の方が好きだという噂も……。学名、サクラペンギン。
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イラスト／狐こ印いん

現在猫一匹と暮らすイラストレーター。

食って寝て絵を描くだけの日々である。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「桜咲 良先生」係

「狐印先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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スティール!!




最さい凶きょうの人造魔術士ラストナンバーと最さい強きょうの魔ク術リ回ア収ー屋ズ








桜さくら咲さき 良りょう
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